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怪かい盗とうレッド⑦




進しん級きゅうテストは、大だいピンチ☆の巻まき
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　怪かい盗とうレッド……落らく第だい!?




「いったいなんなのよ、もう！」

　わたしは言いいながら、頭あたまをかかえた。

　ここは家いえのリビング。

　リビングには、ケイ、お父とうさん、おじさんと、めずらしくそろってる。

　ま、それも今日きょうが土ど曜よう日びで、お父とうさんは、夕ゆう方がたから仕し事ごとだからなんだけど。

　……って、そうじゃなくて！

　今いま、怪かい盗とうレッドに、大だい問もん題だいが起おきてるんだよ！

　あっ、怪かい盗とうレッドは知しってるよね？

　日にっ本ぽん中じゅう、どんな警けい備びのきびしい場ば所しょにも、あっさりと忍しのびこみ、絶ぜっ対たいにつかまらない。

　しかも、絶ぜっ対たい、悪わるいことをしてる人ひとからしか、盗ぬすみをしない。現げん代だいの怪かい盗とう。

　じつは、その怪かい盗とうレッドの正しょう体たいは、わたしとケイなんだ！

　その怪かい盗とうレッドのことで、今いま、わたしは頭あたまをなやませてるってわけ。

　なんでかって？

　だって、本ほん物ものの怪かい盗とうレッドが現あらわれたんだもん！

　ううん！

　本ほん物ものはわたしたちだから、ニセモノには違ちがいないはずなんだけど、やってることは本ほん物ものっていうか……。

　ああもう、ややこしいっ！

　とにかく、話はなしは昨日きのうのこと。

　わたしとケイは、いつも通どおりレッドの仕し事ごとをするために、あるタワービルに忍しのびこんだんだけど……。







　真ま夜よ中なか。

　わたしは、とあるタワービルの中なかにいた。

　もちろん、わたしは怪かい盗とうレッドのユニフォームを着きてる。

「このまま、まっすぐでいいの？」

　通つう路ろの壁かべに、ひそむように立たちながら、通つう信しん機きでケイにきく。

『ああ。ただし、３メートル先さきに監かん視しカメラがある。気きをつけろ』

「りょーかい」

　わたしはうなずくと、監かん視しカメラに気きをつけながら進すすむ。

　このタワービルは、下したの階かいにはお店みせが並ならんでいて、その上うえがオフィス、そして最さい上じょう階かい近ちかくに、展てん望ぼうレストランがある観かん光こうスポット。

　ここの最さい上じょう階かい、立たち入いり禁きん止しになっている場ば所しょに、盗とう品ひんの宝ほう石せきが隠かくされてるっていう情じょう報ほうを、ケイがつかんだんだ。

『その先さきに、少すこし大おおきめの通つう風ふう口こうが、あるはずだ』

　わたしは、慎しん重ちょうにあたりを見みまわす。

　このあたりは、オフィスフロア。

　ドアは閉とじられてて、すっきりとして、通つう路ろの先さきまで見みえる。

「あっ、あれかな。見みつけたよ、ケイ」

　通つう路ろの少すこし先さきの天てん井じょうに、格こう子しがついた通つう風ふう口こうがあった。

　わたしは、右みぎ腕うでを通つう風ふう口こうに向むける。

　ビュン、と音おとをたてて、右みぎ腕うでにつけたワイヤーが、格こう子しに巻まきつく。

　それと同どう時じに、わたしは壁かべに足あしをつく。

　ワイヤーを一いっ気きに巻まきあげ、わたしは通つう風ふう口こうの前まえまで、壁かべを垂すい直ちょくにのぼる。

　通つう風ふう口こうに指ゆびをかけ、格こう子しをそっと、とり外はずす。

「……よっと」

　体からだを通つう風ふう口こうの中なかに、すべりこませる。

　あとは、格こう子しを元もとにもどしておけば、もうだいじょうぶ。

　この間かん、約やく10秒びょう。

　お父とうさんたちには、まだ半はん人にん前まえなんて言いわれるけど、わたしの怪かい盗とう技ぎ術じゅつも、けっこうすごいでしょ？

『先さきを急いそぐぞ』

　わかってるって。

　わたしは、体からだの向むきを変かえて、通つう風ふう口こうの奥おくに進すすむ。

　ここは通つう気きダクトにつながってる。

　ここなら、警けい備び員いんにも監かん視しカメラにも見みつからずに、移い動どうできるんだよね。

　……ま、ほこりっぽいのは、ちょっと考かんがえものだけど。

　わたしは、通つう気きダクトを、這はって進すすんでいく。

『そこを左ひだりだ。すぐに、通つう風ふう口こうがあるはずだ』

　左ひだりに曲まがると、ケイの言いうとおり、通つう風ふう口こうが見みえた。

　そっと、のぞきこむ。

　明あかりのついた通つう路ろが見みえる。

　だけど、それだけじゃない。

　通つう風ふう口こうから見みえる正しょう面めんに、警けい備び員いんが２人ふたり立たってる。

　その後うしろには、大おお型がた金きん庫こみたいな大おおきな扉とびら。

　いかにも、あやしい。

『今こん回かいのターゲットは、あの部へ屋やの奥おくだ。いけるな？』

「いつでもいいよ」

　わたしは、通つう風ふう口こうの格こう子しに手てをかける。

『３、２、１……ＧＯゴー！』

　ケイの声こえといっしょに、通つう路ろの明あかりが消きえた。

　わたしは格こう子しをやぶって、通つう路ろに飛とびおりる。

「おい、どうした！　明あかりが消きえたぞ！」

「今いまの音おとはなんだ！」

　警けい備び員いんがあわてて、どなってる。

　わたしは空くう中ちゅうで、催さい眠みんガス入いりの玉たまをかまえて、指し弾だんではじく。

　パンッ　パンッ

　連れん続ぞくして、警けい備び員いん２人ふたりのひたいに命めい中ちゅうする。

　タンッ、と地じ面めんにわたしが着ちゃく地ちするのと同どう時じに、警けい備び員いん２人ふたりがばったりと、倒たおれた。

　わたしは、着ちゃく地ちした姿し勢せいのまま、通つう路ろの左さ右ゆうに視し線せんを走はしらす。

　ほかに人ひと影かげは見みえない。

『だいじょうぶだ。そのフロアに、ほかに警けい備び員いんはいない』

　ケイの言こと葉ばに、ほっと息いきをつく。

『天てん井じょうの監かん視しカメラは、映えい像ぞうをさしかえてある。……カードは持もってきてるな』

「うん！」

　わたしは、ユニフォームのポケットから、カードをとり出だす。

　これは、今こん回かいこの扉とびらを開ひらくために、ケイが用よう意いした電でん子しキー。

　ケイの話はなしだと、ここの扉とびらだけ、外がい部ぶから操そう作さできないんだって。

　だから、直ちょく接せつ、わたしがこのカードを使つかうことで、セキュリティをやぶっちゃうってわけ。

　扉とびらの前まえに立たつ。

『扉とびらの左ひだり側がわに、カードリーダーがあるはずだ』

　え～と。

　視し線せんをめぐらすと、たしかに扉とびらの左ひだり側がわに、カードを通とおせそうな機き械かいがついてる。

「あったよ。ここにカードを通とおせばいいの？」

『そうだ』

　ケイの言こと葉ばに、わたしは手てに持もったカードを、スーッと機き械かいに通とおす。

　機き械かいのランプが、青あおと赤あかに点てん滅めつしはじめる。

　わたしは、扉とびらの前まえで、ゴクリとつばを飲のみこんで、見み守まもる。

　最さい後ごに青あおが点てん灯とうした。

　ガシャン

　扉とびらが音おとをたてる。

　どうやら、これで鍵かぎは解かい除じょできたみたい。

「うまくいったみたいね」

『あたりまえだ。おれのつくったカードだ。失しっ敗ぱいするわけがない』

　ケイが自じ信しん満まん々まんに答こたえる。

　あいかわらず、レッドのときのケイは、自じ信しんたっぷり。

　ま、その自じ信しん満まん々まんなケイは、信しん頼らいできるんだけどね。

　わたしは、両りょう手てで扉とびらの取とっ手てをつかんで、ゆっくりと開あける。

　重おもみを感かんじる扉とびらを開あけて、中なかにすべりこむ。

　部へ屋やは、学がっ校こうの教きょう室しつの、４倍ばいぐらいの広ひろさがあった。

　扉とびらと反はん対たい側がわは、一いち面めんが窓まどになっていて……えっ！

　わたしは、おもわず声こえを出だしそうになって、なんとか押おしとどめる。

　窓まど際ぎわに、人ひと影かげがある!?

　背せは１７０センチぐらい。

　ボディスーツを着きてるらしく、月つき明あかりの逆ぎゃっ光こうで、すらりとしたシルエットが見みえる。

「う～ん、まだまだね。時じ間かんがかかりすぎよ」

　人ひと影かげが、話はなしかけてくる。

　声こえからすると、女おんなの人ひとみたいだけど、警けい備び員いんには見みえない。

　っていうか、時じ間かんがかかりすぎって、なによっ！

　ここまで、手て際ぎわよく忍しのびこんできたんだからね。

「そう？　でも、私わたしのほうが早はやかった。下準備リサーチが甘あまいんじゃないかしら？」

　冷れい静せいな声こわ音ねで、人ひと影かげがつげる。

　カチンッ！

　なにそれ!?

　そもそもあなた、なにものよ！

　わたしは、催さい眠みんガス入いりの玉たまを、かまえる。

「試し験けん官かん、っていったら信しんじる？」

　し、しけんかん!?

　なんの試し験けんをしてくれるってわけ！

　バカにして！

「自じ分ぶんの実じつ力りょくのほどは、自じ覚かくすべきよ。この通とおりね」

　そう言いって、人ひと影かげは手てに持もってるものを、こちらに見みせる。

　あれって……今こん回かいのターゲットの宝ほう石せきじゃん！

　ってことは、宝ほう石せきの入はいったケースの、セキュリティも、わたしたちより先さきにやぶっちゃってたわけ!?

　そもそも、ここの部へ屋やの扉とびらのセキュリティは、かかったままなのに、どうやって中なかに入はいったの……？

「ねえ、ケイ。これどういうこと？」

　声こえをおさえて、ケイにきく。

『落おちつけ。同おなじ宝ほう石せきをねらうやつが、いただけだ。おそらく、先さきに扉とびらのセキュリティを解かい除じょして、またセキュリティをかけ直なおしたんだ』

　あっ。

　そういうこと！

　それなら、扉とびらのセキュリティがかかってたのも、わかる。

『予よ想そう外がいだが、まだ間まにあう。取とり返かえすぞ』

　りょーかいっ！

「それを返かえしなさい！」

　わたしは、人ひと影かげと距きょ離りをはかりながら、ジリジリと近ちかづいていく。

「返かえすっていっても、これはあなたの持もち物ものじゃないでしょう。怪かい盗とうレッドさん」
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　わたしのことを、知しってる!?

　ますます、なにものなの！

「そんなにおどろいた顔かおをしなくても、いいのに。……そろそろ、警けい備び員いんも気きづくころかしら。逃にげないと」

　行いかせないっ！

　動うごこうとする人ひと影かげに向むけて、わたしは催さい眠みんガス入いりの玉たまを、指し弾だんではなつ。

　ヒュンッ

　暗くら闇やみの中なか、気きづく間まもなく眠ねむらせられる……そう信しんじていたわたしの目めの前まえで、信しんじられないことが起おきた。

　人ひと影かげが、ひらりと、その場ばで身みをひるがえすと、催さい眠みんガス入いりの玉たまは、窓まどに命めい中ちゅうする。

　う、うそぉ……。

　指し弾だんをよけるなんて……！

「怖こわいなぁ。……でも、動うごきだしを見みてれば、よけられなくはない。今いまみたいにね」

　人ひと影かげは余よ裕ゆうたっぷりに言いって、窓まど際ぎわから走はしりだす。

　逃にがさないっ！

　わたしは、人ひと影かげの進しん行こう方ほう向こうで、待まちかまえる。

　ここには、ドアは１つしかない。

　人ひと影かげは、まっすぐにわたしに向むかってくる。

　わたしは、人ひと影かげに手てをのばす。

「つかまえ……えっ!?」

　その瞬しゅん間かん、人ひと影かげが目めの前まえから消きえた。

　タン、という軽かるい音おとがして、振ふりかえると、人ひと影かげはわたしの後うしろに着ちゃく地ちしてる。

　こ、これって……

　いつも、わたしが警けい備び員いんから、逃にげるときに使つかう動うごき──直ちょく前ぜんで飛とびあがり、相あい手ての頭あたまを越こえる動うごきと、そっくり!?

　人ひと影かげは、もう扉とびらの前まえに立たっていた。

「だいじょうぶ。この宝ほう石せき、悪わるいようにはしないから」

　人ひと影かげが、ニコッと笑わらったように見みえた。

　そのまま、人ひと影かげが扉とびらをぬけ、通つう路ろに走はしりだしていく。

　なんで、わたしの動うごきと同おなじなの……。

　わたしの頭あたまの中なかで、疑ぎ問もんがグルグルとまわる。

『アスカ、考かんがえるのはあとだ。追おいかけるぞ』

　ケイの声こえで、わたしはハッとする。

　そうだ。

　今いまは考かんがえてる場ば合あいじゃない。

　すぐに、人ひと影かげのあとを、追おいかける。

　人ひと影かげは、階かい段だんをかけのぼって、屋おく上じょうに向むかってる。

　わたしも、あとを追おって、屋おく上じょうに出でた。

「待まちなさいっ！」

　人ひと影かげに向むかって、さけぶ。

　人ひと影かげは、大おおきな翼つばさのようなものを、背せ中なかにかついでる。

　あれって……。

『ハンググライダーか！　空そらから逃にげるつもりだ』

　そ、空そらぁ！

　わたしは、あわてて人ひと影かげに向むかって走はしる。

　だけど、まだ距きょ離りが遠とおい。

「残ざん念ねん。今こん回かいの試し験けんは、赤あか点てんね」

　あ、あかてん!?

「不ふ合ごう格かくってことよ、怪かい盗とうレッド。追つい試しの日にっ程ていは、またあとで連れん絡らくするわ。じゃあね！」

　今こん度どは、人ひと影かげがにっこりとほほ笑えんだのが、はっきりとわかった。

　次つぎの瞬しゅん間かん、屋おく上じょうから人ひと影かげが飛とびおりる。

　わたしが、おくれて屋おく上じょうのさくに飛とびついたときには、真まっ暗くらな夜よるの空そらに、人ひと影かげは消きえていた。

「な……な……なんなのよーっ!!」

　わたしは、その場ばで地じ団だん駄だをふむ。

　宝ほう石せきは持もっていかれちゃうし、試し験けんとか追つい試しとか、意い味みわかんないこと言いうし！

　こないだ、数すう学がくのテストが、追つい試しになったばっかりだっていうのに、レッドでも!?

　そもそも、レッドの不ふ合ごう格かくって、いったいなんなのよ───っ！

『アスカ、落おちつけ。もう追おいかけるのはむりだ。引ひき上あげるぞ』

　ケイの言こと葉ばに、わたしはもう一いち度ど、暗くら闇やみの空そらを見みあげる。

　試し験けん官かんだかなんだか知しらないけど、今こん度ど会あったら、あっちを追つい試しにしてやるんだから！







　　　　２　意い外がいなお客きゃくさん




　それが、昨日きのうの夜よるにあったこと。

　あれからもう１つわかったのは、あいつが言いった「悪わるいようにはしない」っていう、言こと葉ばの意い味み。

　ターゲットを持もちさったあいつは、今日きょうになって、レッドがやるのと同おなじように、警けい察さつに届とどけたの！

　しかも、怪かい盗とうレッドのカードと名な前まえを添そえて。

　つまり、今こん回かいの盗ぬすみは、怪かい盗とうレッドのやったことになっちゃったの。

　当とう然ぜんのように、新しん聞ぶんでもテレビでも、いつも通どおりの、怪かい盗とうレッドの仕し事ごとってことになってる。

　だれも、うたがっていない。うたがうわけない。

　偽にせレッド事じ件けんのときと違ちがうのは、あいつのやってることが、本ほん物ものの怪かい盗とうレッドと、まるっきり同おなじってこと。

　宝ほう石せきを盗ぬすんで、警けい察さつにわたして、悪わる者ものをつかまえさせる。

　いったい、どうなってるのか、あいつがなにをしたいのか、さっぱりわからない。

　怪かい盗とうレッドを騙かたってるんだから、怒おこるべき、とも思おもうんだけど、宝ほう石せきはちゃんと、持もち主ぬしに返かえってるから、怒おこりづらいんだよね……。

　それより、あいつの、あの動うごきも気きになる。

　わたしと、そっくりだったんだもん。

　どうして？　どこであの動うごきを覚おぼえたの!?

　ああもう！

　どうなってるの、これ。

「ケイ！　なにかわからないの？」

　わたしは、昨日きのうからずっと黙だまったままのケイに言いった。

　秘ひ密みつ主しゅ義ぎなのはわかってるけど、なにかわかってるなら、教おしえてくれたって、いいじゃん。

　だけど、ケイはわたしの質しつ問もんには答こたえずに、お父とうさんたちのほうを向むいた。

「おじさん、知しっていることを教おしえてください」

　……へ？

「……なにか知しってますね？」

　ケイが、冷れい静せいな口く調ちょうできいた。

　えっ？

　お父とうさんたちが、知しってる？

　なんで？　なにを？

　わたしは、頭あたまの中なかに？？？を増ふやしつつ、お父とうさんたちを見みる。

　と、お父とうさんと圭けい一いち郎ろうおじさんが、微び妙みょうな顔かおを見みあわせた。

「……いや、おれたちも、わからないんだよ」

　わからない？

　でも、その表ひょう情じょうって、なにか知しってる……？

「……でも兄にいさん、あいつだとしか……」

「しかし、こんなに長ながいこと、消しょう息そくもつかめなかったんだぞ、まさか……」

　ええいっ！

　なにブツブツ言いってるのよ。

　あいつって、なにもの!?

　ピンポーン

　お父とうさんにつめ寄よろうとしたとき、玄げん関かんのチャイムが鳴なった。

　もう、こんなときに！

　セールスだったら、すぐに断ことわってやるんだから。

　わたしは、インターホンには出でないで、直ちょく接せつ玄げん関かんに向むかう。

　ドアスコープから、外そとを見みる。

　ドアの前まえに、20代だいぐらいの、女おんなの人ひとが立たってる。

　……ん？

　見みたことない人ひとだけど、なにかのセールスって感かんじでもない。

　スーツ姿すがたでもないし、よくは見みえないけど、ずいぶん凝こったデザインの服ふくを着きてるみたい。

　わたしは、けげんに思おもいつつ、ドアを開あける。

「あっ、やっと開ひらいた。こんにちは」

　女おんなの人ひとは、にこやかな笑え顔がおで言いう。

　髪かみはウェービーヘアーのロングで、身しん長ちょうはわたしより10センチぐらい高たかい。

　すらりとした体たい形けいに、白しろをベースに、緑みどり色いろでちょっと変かわった、草くさ花ばなのデザインがされた、ふわりとしたチュニックを着きている。

　やっぱり、セールスの人ひとには見みえない。

「こんにちは……どちらさまですか？」

　目めの前まえに立たっている、女おんなの人ひとにたずねる。

「あれ。私わたしのこと、お父とうさんに聞きいてない？」

　女おんなの人ひとが、首くびをかしげる。

　お父とうさんに？

　なんの話はなしだろう。

　それにこの声こえ、どこかで聞きいたような気きが……。

「美み華か子こ」

　いつの間まにか、後うしろにお父とうさんたちが来きていた。

　幽ゆう霊れいを見みたみたいな、ぼう然ぜんとした顔かおをしてる。

　みかこって？

　この人ひとの名な前まえ？

　お父とうさんの知しり合あいなの？

　疑ぎ問もんの目めを、お父とうさんに向むけるけど、ぜんぜん気きがつかない。

　目めの前まえの女おんなの人ひとに、完かん全ぜんに目めをうばわれてる。

「……生いきてたか」

　お父とうさんが、しぼりだすような声こえで言いう。

　よろよろと、女おんなの人ひと──美み華か子こさんに近ちかづいていく。

「生いきてるに決きまってるでしょ」

　美み華か子こさんが、そっけなく答こたえる。

　お父とうさんは、そんな美み華か子こさんに、目めを細ほそめると言いった。

「とにかく……ここではなんだ。上あがってくれ、ゆっくり話はなしをしよう」







　リビングに全ぜん員いんがすわる。

　イスが足たりないから、１つはわたしとケイの部へ屋やから持もってきた。

「ほんと、ひさしぶりね。５年ねんぶりぐらいかしら？」

　美み華か子こさんは、お父とうさんが入いれたコーヒーに口くちをつけ、

「うん。あいかわらず、おいしい」

　と言いって、ほほ笑えむ。

　あらためて見みると、すごく美び人じん。

「それで、お父とうさん、この人ひとはだれなわけ？」

　わたしはきく。

　さっきから、ききたいのを、がまんしてたんだから。

「ああ……紹しょう介かいがおそくなったな。妹いもうとの美み華か子こだ」

　お父とうさんが、さらりと言いう。

　い、いもうとぉおおおおお！

　お父とうさんたち、２人ふたり兄きょう弟だいじゃなかったの!?

　そんなの、聞きいたことないんだけど！

　ケイを見みると、やっぱり目めを見みひらいて、おどろいた顔かおをしてる。

　こんな人ひとが、わたしのしんせきにいたなんて。

　うちでは、女おんなの人ひとのしんせきって、めずらしいし。

「それにしても、いったいどこで、なにをしていたんだ？」

　お父とうさんが、美み華か子こさんにきく。

「世せ界かい中じゅうで、色いろ々いろね」

　受うけ流ながすように、美み華か子こさんは答こたえる。

　それ以い上じょう、聞きかれたくないっていう、オーラが出でてる。

「……私わたしは、あきらめていないから。兄にいさんたちとちがって」

　ぼそりと、つぶやくような声こえで、美み華か子こさんが言いった。

「……美み華か子こ」

　お父とうさんが、こまっているような、それでいて苦くるしそうでもある、複ふく雑ざつな表ひょう情じょうをうかべてる。

　あきらめない？

　なんのことだろう……。

「え～と……美み華か子こ叔母おばさん？」

　わたしは、美み華か子こさんに声こえをかける。

「叔母おばさん……」

　美み華か子こさんが、眉み間けんにしわをよせて、こわい顔かおをしてる。

「たしかにそうなんだけど、叔母おばさんはやめてくれない？」

　美み華か子こさんの目めが笑わらってない。

「……じゃあ、美み華か子こさん、で」

　わたしは、おそるおそる言いう。

「うん、それならいいわ。……それで、なにかしら？」

　今こん度どは、本ほん当とうに笑え顔がおになって、美み華か子こさんがきいてくる。

「えっと、はじめまして。わたし、アスカです。ヨーロッパに行いってたって話はなしですけど、いったいどこに……」

　言いいかけて、わたしは口くちを閉とじる。

　美み華か子こさんの雰ふん囲い気きが、さっきと違ちがってる。

　真しん剣けんな顔かおつきで、射い貫ぬくような、するどい視し線せんで、わたしを見みてる。

「……はじめまして、じゃないわよ、アスカ」

　え？

　それってどういう……。

　美み華か子こさんが、肩かたをすくめる。

「まだまだね。観かん察さつ眼がんが足たりなすぎる。……やっぱり不ふ合ごう格かくだわ」

　不ふ合ごう格かく？

　……って、ああああああああああっ!!

　そうだっ！

　この声こえ！

　引ひっかかるはずだよ。

　昨日きのう、わたしたちを出だし抜ぬいて、「不ふ合ごう格かく」なんて言いった、女おんなの人ひとと同おなじ声こえなんだ。

「それじゃあ、昨日きのうのは……」

「そういうこと。ようやく理り解かいしたみたいね」

　美み華か子こさんが、あきれた顔かおで言いった。
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「……やはり、そういうことか」

　それまでだまっていた、ケイが言いった。

　ど、どういうこと？

「なぜ、昨日きのうの怪かい盗とうが、レッドとまったく同おなじ行こう動どうをとることができ、同おなじカードを持もっていたのか。

　──昨日きのうの怪かい盗とうも『本ほん物ものの怪かい盗とうレッドだったなら』……可か能のうなんだ」

　ホンモノの怪かい盗とうレッド!?

　それって、いったいどういうことよ！

「……あたりよ。さすがに、ナビ担たん当とうのほうは、ちょっとはやるみたいね。そうよ、私わたしは怪かい盗とうレッドの１人ひとり。正せい確かくに言いうなら、兄にいさんたちと私わたしの３人にんが、初しょ代だい怪かい盗とうレッドだったのよ」

「しょ、初しょ代だい……怪かい盗とうレッド!?　美み華か子こさんが！」

　初しょ代だい怪かい盗とうレッドが、３人にん組ぐみだったって！

　そんなの、聞きいてないんだけど！

「兄にいさんたち。もしかして、自じ分ぶんたちだけがレッドだとでも、言いってたんじゃないでしょうね？」

　美み華か子こさんが、するどい目めつきで、お父とうさんたちを見みる。

「いや、まあ……いずれ説せつ明めいしようとは思おもってたんだが……」

　お父とうさんが、美み華か子こさんの迫はく力りょくに、たじたじになってる。

「まったく……」

　美み華か子こさんは、あきれたようにため息いきをつくと、わたしたちのほうを見みる。

「怪かい盗とうレッドはずっと、私わたしもふくめて３兄きょう妹だいで活かつ動どうしていたのよ。翼つばさ兄にいさんが実じつ動どう担たん当とう、圭けい一いち郎ろう兄にいさんがナビ担たん当とう、そして、私わたしは全ぜん般ぱん的てきなバックアップをしていたの。組そ織しきの背はい後ご関かん係けいや、流りゅう通つうルートの調ちょう査さとか……調しらべるには、女おんなのほうが都つ合ごうがいいこともあるしね。もちろん、翼つばさ兄にいさんほどじゃないけれど、ひと通とおりの怪かい盗とう技ぎ術じゅつもマスターしてるわ」

　そう言いって、美み華か子こさんは茶ちゃ目めっけたっぷりに、ウインクする。

「……で、兄にいさんたち。そんな私わたしに、なんの相そう談だんもなく、勝かっ手てに代だい替がわりしてるって、どういうことなのかしら？　それとも、兄にいさんたちは、私わたしが怪かい盗とうレッドの一いち員いんじゃないとでも思おもっているわけ？」

　美み華か子こさんが、ギロリとお父とうさんとおじさんを、にらむ。

「い、いやいや！　そういうわけじゃないが、おまえに連れん絡らくもつかなかったし……なぁ！　圭けい一いち郎ろう」

　お父とうさんが、おじさんを見みる。

「さあ……。あのときは、兄にいさんが、いつものように、いきおいで決きめたんじゃなかったかな」

　おじさんは、イスごと体からだを後うしろに引ひいてる。

　もう、逃にげる気き満まん々まん。

「あっ、おれに責せき任にんを押おしつける気きか！」

「だって、あのときは兄にいさんが……」

　２人ふたりが言いい合あいをしてると、美み華か子こさんが、すくっと立たちあがった。

　なにをするのかと思おもったら、がしっ、とお父とうさんたちの肩かたをつかむ。

　おどろいた顔かおで、お父とうさんたちが、美み華か子こさんを見みた。

「に・い・さ・ん」

　美み華か子こさんは、ジロリと突つき刺さすような視し線せんで、お父とうさんたちをにらむ。

「……す、すまん」

「……申もうしわけない」

　お父とうさんたちが、観かん念ねんしたように、うなだれてあやまる。

　美み華か子こさんが、今こん度どはわたしとケイを見みる。

　え？　な、なに!?

「……今いま話はなした通とおり、２人ふたりには悪わるいけど、私わたしは、あなたたちを２代だい目め怪かい盗とうレッドとして、認みとめられないわ」

　……へ？

　えええええええええええっ！

　いや、ちょっと待まって、美み華か子こさん。

　認みとめないって……そんな！

　美み華か子こさんは知しらないかもしれないけど、わたしとケイは、今いままでずっと、怪かい盗とうレッドとしてやってきたんだよ！

　おもわず、立たちあがりかけたわたしを、美み華か子こさんが手てで制せいす。

「……だから、チャンスをあげるわ」

　チャンス？

「テストをしてあげる。それに合ごう格かくしたら、あなたたちが、２代だい目め怪かい盗とうレッドだと、認みとめてあげるわ。……まあ、進しん級きゅうテストといったところかしら」

　テ、テストォ!?

　で、でも！

　もともと、レッドに免めん許きょ皆かい伝でんみたいなの、あるわけじゃないでしょ。

　それなのに、テストなんて……。

　ちょっと、なんか言いってよ、お父とうさん！

　わたしが、お父とうさんを見みると、その口くちが声こえを出ださずにパクパクと動うごいてる。

　くちびるの動うごきを読よみ取とる。

　えーと……さ・か・ら・う・な……逆さからうなって、お父とうさん！

　ぜんぜん、たよりにならないんだからぁ！

　でも、お父とうさんがなにも言いえないんじゃ、この進しん級きゅうテスト、受うけるしかないじゃん。

　わたしは、美み華か子こさんを見みる。

「納なっ得とくしたようね。進しん級きゅうテストの内ない容ようは、こうよ。──あるものを、盗ぬすみ出だしてくること。あなたたちが本ほん物ものの怪かい盗とうレッドなら、かんたんでしょ」

　美み華か子こさんは、挑いどむような目めつきで笑わらう。

　盗ぬすみ出だしてくるって言いっても、怪かい盗とうレッドは……

「わかってるわ」

　美み華か子こさんがうなずくと、言こと葉ばを切きった。

　少すこし迷まよったような顔かおをしてから、それを振ふりきるように、言こと葉ばを続つづける。

「ターゲットは、盗とう品ひんよ。元もとの持もち主ぬしの名な前まえは……紅こう月づき美み緒おと杏きょう子こ。あなたたちの母はは親おやよ」







　　　　３　神かみの棲すむ島しまへ




「うわぁ……すごい」

　わたしは、おもわず声こえをもらす。

　真まっ青さおな海うみと空そら。

　潮しお風かぜに、カモメの群むれ。

　わたしが今いまいるのは、フェリーの甲かん板ぱん。

　本ほん当とうなら、めいっぱい楽たのしみたいところなんだけど……。

　せっかくの夏なつ休やすみで、しかも旅りょ行こうだっていうのにさ。

　な～んか、すっきりしない、もやもやがあるんだよね。

　それもこれも、美み華か子こさんのせいなんだけど。







　とつぜん、美み華か子こさんがやってきた、あの日ひ。

　ちゃっかり、夕ゆうご飯はんを食たべてから、美み華か子こさんが帰かえっていったあと。

　わたしは当とう然ぜん、お父とうさんたちに、文もん句くを言いったんだよね。

「進しん級きゅうテストって、なによぉ！　レッドにそんなのがあるなんて、聞きいてないっ！」

　わたしは、お父とうさんたちに怒おこる。

　あの調ちょう子しなら、お父とうさんたちも、知しらなかったっぽいし。

　だけど……

「美み華か子このテストは、受うけるんだ」

　お父とうさんは、きっぱりと言いった。

　ちょ、ちょっと！　お父とうさん。

　なんで、そんなこと言いうわけ！

　これって、わたしたちにとって、すっごく大だい事じなことなんだよ。

「美み華か子こさんに認みとめてもらわなくたって、わたしたちは、もうレッドでしょ!?」

「まだまだ、半はん人にん前まえだがな」

　なによぉ。

「ケイも、そう思おもうでしょ！」

　わたしは、だまっているケイを見みる。

　ケイは、目め線せんを上あげて、わたしを見み返かえす。

「……このまま、引ひき下さがれない」

　はっきりとした口く調ちょうで、ケイが言いう。

　えっ？

「昨日きのう、ぼくたちが、美み華か子こさんに出だし抜ぬかれたのは、事じ実じつだ」

　そ、そりゃあ……やられっぱなしってのは、イヤだけど、それとこれとは……。

「……それに、母かあさんたちの形かた見みを、取とりかえさなくていいのか？」

　た、たしかに……。

　それは、取とりかえしたいっ！

「アスカ、そんなにかまえることもないだろう？」

　お父とうさんが、わたしの肩かたに手てをおく。

「美み華か子こは、おれたちと、初しょ代だい怪かい盗とうレッドをやっていたぐらいだ。腕うでは保ほ証しょうする。その美み華か子こがテストをしてくれるっていうんだ。今いまの、２人ふたりの実じつ力りょくをみるのには、ちょうどいいだろう」

　そう言いわれれば、そうだけど……。

　な～んか、うまく説せっ得とくされちゃってるような気きが、するんだよねぇ。







「ま～だ、ふくれっつらしてるの？」

　声こえにふり返かえると、美み華か子こさんが立たっていた。

「……ちがいますよ。もう、納なっ得とくしましたから。それに、やるからには、美み華か子こさんに文もん句くひとつ言いわせずに、合ごう格かくしてみせます！」

「あら。なかなか言いうじゃない」

　美み華か子こさんは、そう言いって、余よ裕ゆうたっぷりの笑えみをうかべてる。

　ふ～んだ。

　そんな余よ裕ゆうがなくなるぐらい、完かん璧ぺきに、合ごう格かくしてやるんだから。

　わたしは、海うみに視し線せんをもどす。

　フェリーが出でて、15分ふんぐらいになるけど、遠とお目めにいくつか島しまらしきものが、ちらほら見みえるだけ。

「そういえば、美み華か子こさんってずいぶん行方ゆくえ不ふ明めいだったらしいですけど、どうして、ずっと日にっ本ぽんに帰かえってこなかったんですか？　いったい、どこでなにをしていたんですか？」

　日にっ本ぽんにはいなかったらしいし、お父とうさんたちも、居い場ば所しょを知しらなかったみたいだし。

　謎なぞが多おおいんだよね。

「さあ、どうしてかしらね」
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　美み華か子こさんは、笑えみをうかべて、海うみに視し線せんを向むける。

　ほ～ら。

　また、はぐらかすし。

「それじゃあ、こっちの質しつ問もんには答こたえてくださいよ。わたしたち、どこに向むかってるんですか？　お母かあさんたちの形かた見みを取とりもどしに行いくってことしか、聞きいてないから、情じょう報ほうが足たりなすぎなんですけど……」

　日にっ程ていしか、教おしえてもらわずに、ここに来きたんだもん。

　これじゃあ、前まえもって調しらべておくことも、できない。

「テストだもの。情じょう報ほうも制せい限げんしておかないとね。でも、もう話はなしてもいいかな。今いま、向むかっているのは、見み神かみ島じまという小ちいさな島しまよ」

　みかみじま？

「人じん口こうは８０００人にん。山やまが多おおい、自し然ぜん豊ゆたかな島しまね」

　たった、８０００人にん!?

「そう。でも、ある年としのある時じ期きだけは、島しまの人じん口こうを大おおきくうわ回まわる人ひとたちが、おとずれるの。それが見み神かみ祭さい」

　みかみさい？

　祭さいってことは、お祭まつりですか？

「ええ。島しまの見み神かみ神じん社じゃで、８年ねんに一いち度どだけある、２日か間かんにわたるお祭まつりよ。クライマックスは、２日か目めの夜よるに行おこなわれる神しん事じ、巫み女この奉ほう納のうの舞まい」

　巫み女この舞まい？

「島しまに代だい々だい伝つたわる舞まいは、たった１人ひとりの巫み女この血ち筋すじにしか、継けい承しょうされていないの。文ぶん化か遺い産さんとしても、注ちゅう目もくされているわ。外がい国こくからも、わざわざ見みにくるぐらいよ。このフェリーでも姿すがたを見みかけるでしょ」

　そういえば、外がい国こくの人ひとが、ちらほらといたっけ。

　でも、その巫み女この舞まいが、すごいものだとして、今こん回かいのターゲットと、なんのかかわりがあるんですか？

「おおありよ。今こん回かいのターゲットは、その舞まいに使つかわれる神しん具ぐといっしょに、宝ほう物もつ庫こに仕し舞まわれているはずなんだもの」

　……へ？

　えええええっ!?

　なんで、神しん具ぐといっしょに、お母かあさんたちの形かた見みが!?

「ま、それはまた、あとで話はなすわ。テストといっても、せっかく夏なつ休やすみの旅りょ行こうなんだし、アスカももうちょっと、楽たのしんだらどう？」

　美み華か子こさんは、ニコニコ顔がおで、今いまから浮うかれてるみたい。

　テスト、なんてものがなかったら、心こころから楽たのしめたんだけど。

　でもたしかに、美み華か子こさんの言いうとおり、楽たのしまなきゃソン……かも？

　せっかくだしね。

　もちろん、テストにはみごと合ごう格かくして、美み華か子こさんにも、きっちり２代だい目め怪かい盗とうレッドとして、認みとめてもらわなくちゃ、だけどねっ！







　島しまの港みなとにつくと、わたしたちは、フェリーを降おりた。

　後うしろから、真まっ青さおな顔かおをした、ケイもついてきてる。

「しかし、ケイがここまで、乗のり物ものに弱よわいとはね。……だいじょうぶなの？」

　美み華か子こさんが、さすがに心しん配ぱいそうな顔かおで、ケイを見みる。

「………だいじょうぶです……うっ」

　ケイは答こたえて、すぐに口くちをおさえてる。

　まあ、ケイの乗のり物もの酔よいは、いつものことだしね。

　島しまの風かぜに当あたってたら、そのうち、回かい復ふくするはず。

「ならいいんだけど。さて。それじゃあ、さっそく旅りょ館かんに向むかいましょう」

　美み華か子こさんが、歩あるき出だす。

　わたしとケイも、バッグを持もって、あとをついていく。

　旅りょ館かんの予よ約やくも、美み華か子こさんが全ぜん部ぶしてくれたんだよね。

　たしかに、中ちゅう学がく生せいのわたしたちだけだと、泊とめてもらえないかもしれないし、助たすかるんだけどさ。

　試し験けんっていうわりには、サービスよすぎないかなぁ。

「それは、とつぜん試し験けんって言いいだした、私わたしのほうにもむりがあるしね。それぐらいはサービスよ」

　美み華か子こさんは、気きにしない気きにしないと、笑わらってる。

　あやしいんだか、なにも考かんがえてないんだか、美み華か子こさんって、いまいちつかめない。

　たぶん、わたしが美み華か子こさんに最さい後ごに会あったとしたら、お母かあさんのお葬そう式しきのときだと思おもうんだけど……ぜんぜん覚おぼえてないし。

　だいたい、あのとき、わたし、７歳さいだもんね。それどころじゃなかったし、覚おぼえてるわけないか。

「お祭まつりの準じゅん備び、はじまってるでしょ」

　美み華か子こさんが、道どう路ろ沿ぞいを指ゆびさす。

　そこには、見み神かみ祭さいという文も字じの入はいった、ちょうちんが、ならんでぶら下さがってる。

「へえ～。お祭まつりっていう雰ふん囲い気きが、してきたかも」

　遠とおくから、祭まつり囃ばや子しも聞きこえるし。

「お祭まつりがあるのは、山やまのほうだからね。そっちにいけば、もっとお祭まつりっぽくなってるわ」

「……宝ほう物もつ庫こも、そこにあるんですか？」

　だいぶ船ふな酔よいから、回かい復ふくしたらしい、ケイがきく。

「もう、調しらべはついてるんでしょ？」

　美み華か子こさんは、意い味みありげにケイを見み返かえしてる。

　そういえば、ケイってば、フェリーの中なかで、青あおい顔かおしてパソコンに向むかってたけど……。

　あれって、島しまのことを調しらべてたの!?

「宝ほう物もつ庫この神しん具ぐといっしょに、ターゲットがある……それはアスカも、聞きいただろ」

　うん。

　それは、聞きいたよ。

「ただし、その宝ほう物もつ庫この場ば所しょを知しってる人にん間げんは、限かぎられてるんだ」

　えっ？

　宝ほう物もつ庫こっていうぐらいだから、大おおきな蔵くらとかじゃないの？

「どうやら違ちがうらしい。宝ほう物もつ庫こと呼よばれてはいるが、神しん具ぐを隠かくしてある場ば所しょ、というのが正ただしい。蔵くらなのか、家いえなのか、まったく別べつの場ば所しょなのかも、わからない」

　それじゃあ、探さがしようがないじゃん！

　その、場ば所しょを知しってる人ひとに、きいてみるとか？

「場ば所しょを知しっているのは、神しん事じで舞まいを披ひ露ろうする、巫み女こだけだ。それも一いっ子し相そう伝でんでしか、伝つたえられていない」

　いっしそうでん？

「秘ひ密みつを自じ分ぶんの子こ供どもの中なかの、１人ひとりだけにしか伝つたえていかないことだ。巫み女この家か系けいだから、長ちょう女じょだけに伝つたえられてきたらしい。しかも、今いまはその巫み女この家か系けいの女じょ性せいは、１人ひとりだけしかいないんだ」

　巫み女こが１人ひとりだけ？

　っていうことは、宝ほう物もつ庫この場ば所しょを知しってるのは……。

「その巫み女こ１人ひとり、ということになる」

　う、うそっ！

　それって、場ば所しょすら探さがすのが大たい変へんなんじゃ……。

「ここに来くる前まえに、島しまのことはひと通とおり調しらべてみたが、宝ほう物もつ庫この場ば所しょの手てがかりになるようなことは、いっさい出でてこなかった。完かん全ぜんに、巫み女こ１人ひとりしか知しらないらしい」

「そこまで調しらべがついてるなら、わかるでしょ。私わたしが、宝ほう物もつ庫この場ば所しょを知しってるわけないじゃない」

　美み華か子こさんは、肩かたをすくめる。

「ただ、１つ疑ぎ問もんがあります。なぜ、その宝ほう物もつ庫こに、母かあさんたちのものがあると、言いいきれるのか」

　ケイが、まっすぐに美み華か子こさんを見みる。

　だけど、美み華か子こさんは立たち止どまらずに、道みちの先さきを指ゆびさした。

「あそこが、今日きょう泊とまる旅りょ館かんよ。その話はなしの続つづきは、旅りょ館かんの中なかでね」







　　　　４　神かみに捧ささげる舞まい




「うわぁ～、大おおきな旅りょ館かん！　今日きょうって、ここに泊とまれるの!?」

　わたしは、旅りょ館かんを見みあげて、声こえをあげる。

　着ついたのは、歴れき史しを感かんじる旅りょ館かん。

　大おおきな日に本ほん家か屋おくで、玄げん関かんにも小ちいさな瓦かわらの屋や根ねがある。

　まわりにも、手て入いれの行いき届とどいた木きが、何なん本ぼんも植うわっていて、日に本ほん庭てい園えんみたいになっていた。

　建たて物ものは３階がい建だてぐらいだけど、横よこにかなり広ひろいし、なにより奥おくにも中なか庭にわみたいなのが見みえる。

「島しまで一いち番ばん人にん気きの旅りょ館かんよ。けっこう、予よ約やくとるの大たい変へんだったんだから」

　たしかに、さっきフェリーを降おりた人ひとたちも、この旅りょ館かんにかなり来きてるみたい。

「見み神かみ旅りょ館かんへようこそ、いらっしゃいました。どうぞ、こちらへお上あがりください」

　旅りょ館かんの広ひろい玄げん関かんに入はいると、和わ服ふくを着きた女じょ性せいや男だん性せいが10人にんぐらい、立たって待まっていた。

　たぶん、旅りょ館かんのおかみさんとか、仲なか居いさん。

　わたしたちをふくめて、５組くみいたお客きゃくさんに、それぞれ仲なか居いさんがやってきて、荷に物もつを持もってくれる。

　そのまま、ロビーにある喫きっ茶さコーナーに、案あん内ないされた。

「ただいま、チェックインの準じゅん備びをしておりますので、もうしばらくお待まちください」

　仲なか居いさんは言いうと、その場ばをはなれて、フロントのほうにもどっていく。

　時と計けいを見みると、たしかにチェックインの時じ間かんに、10分ぷんぐらい早はやい。

「ちょっと、そのへん見みてきていいですか」

　わたしは、美み華か子こさんにきく。

　けっこうかかりそうだし、じっと待まってるのも、もったいない。

「いいけど。あんまり遠とおくいかないようにね」

　わかってますって。

　わたしは、立たちあがって、旅りょ館かんの外そとに出でてみる。

　玄げん関かんは石いし畳だたみになっていて、そこから右みぎにぬけると、庭てい園えんみたいに木きや花はなが植うわっている。

　わたしは、そちらに足あしを向むける。

　お客きゃくさんは、みんなフロントのほうに行いっているのか、こちらにはだれもいない。

　そのまま進すすむと、石いし畳だたみがとぎれる。

　どうやら、庭てい園えんはここまでみたい……あれ？

　庭てい園えんの一いっ角かくが、林はやしにつながってる。

　その林はやしの中なかに、小ちいさな開ひらけた場ば所しょがあった。

　木き々ぎのすき間まから、日ひが差さしこみ、そこだけが天てん然ねんのスポットライトをあびてるみたい。

　その中ちゅう央おうに、長ながい黒くろ髪かみの、和わ服ふくの少しょう女じょが、白しろく浮うかびあがるように、立たっていた。

　ゆ、幽ゆう霊れい……？

　それとも夢ゆめでも見みてるの、わたし？

　わたしは、自じ分ぶんのほおをつねってみる。

　いたっ！　……やっぱり夢ゆめじゃない。

　タンッ

　地じ面めんを踏ふむ音おととともに、少しょう女じょがとつぜん、舞まいをおどりはじめる。

　なめらかな手てさばきに、体からだの動うごき。

　少しょう女じょのまわりの、空くう気きが澄すんでいるようにすら、見みえてくる。

　彼女かのじょの腕うでのひと振ふりに、木き々ぎがざわざわと、ざわめき出だす。

　す、すごい……！

　なにこれ!?

　こんな舞まい、見みたことないっ！
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　おもわず、見みとれていると、後うしろから声こえがした。

「……アスカ。こんなところにいたの。部へ屋やに案あん内ないしてくれるって」

　ハッとして、ふり返かえる。

　美み華か子こさんが、庭てい園えんの入いり口ぐちのところに、立たっていた。

「あ、今いま行いきます」

　わたしは答こたえて、視し線せんを女おんなの子こにもどす……と、彼女かのじょもこちらに気きづいて、わたしを見みていた。

　目めが合あう。

「あ、あの……」

　わたしが話はなしかける前まえに、女おんなの子こはおじぎをすると、すぐに近ちかくのドアから、中なかに入はいっていってしまう。

　……勝かっ手てに見みてたの、まずかったかな。

　もっと、見みていたかったんだけど。

　旅りょ館かんのロビーにもどると、美み華か子こさんとケイといっしょに、仲なか居いさんに案あん内ないされて、部へ屋やに入はいる。

　案あん内ないされた部へ屋やは、２階かいの８畳じょうの和わ室しつ。

　大おおきな窓まどがついていて、遠とおくに海うみがみわたせる。

「では、ごゆっくり、おくつろぎください」

　ふかぶかと頭あたまを下さげて、仲なか居いさんが部へ屋やから出でていく。

　わたしたちは、座ざイスにすわって、ほっと息いきをつく。

　仲なか居いさんが、お茶ちゃを入いれていってくれたから、それを飲のみつつ、のんびり……してる場ば合あいじゃなかったっ！

「美み華か子こさん、さっきの続つづきですけど」

　わたしは身みを乗のりだす。

　ケイの疑ぎ問もんに、まだ答こたえてもらってない。

「なんで、宝ほう物もつ庫こに、美み緒おさんと杏きょう子こさんのものが、あると言いいきれるのか、だったわね」

　美み華か子こさんの言こと葉ばに、わたしとケイは、そろってうなずく。

「私わたしと美み緒おさんたちは、前まえの見み神かみ祭さいにも来きたことがあるの」

　えっ、前まえの見み神かみ祭さいにも!?

　８年ねんに一いち度どだから、前ぜん回かいは８年ねん前まえってことだよね。

　わたしもケイも、まだ小ちいさいときだけど……。

「そのときよ。美み緒おさんと杏きょう子こさんは、人ひと混ごみでスリにあったの」

　スリ!?

「そう。財さい布ふはだいじょうぶだったんだけど、ポケットに入いれておいた、ペンダントを盗ぬすまれてしまったの」

　盗ぬすまれたって、そのときお父とうさんたちは、なにしてたわけ！

「兄にいさんたちは、別べつ行こう動どう。私わたしも、飲のみ物ものを買かいに離はなれてたときで……。美み緒おさんも杏きょう子こさんも、怪かい盗とう技ぎ術じゅつは学まなんでいなかったから、気きがつけなかったの」

　盗ぬすまれたっていうのは、わかりましたけど、なんでそれが宝ほう物もつ庫こにあるんですか？

　スリが持もってるはずじゃ……。

「そこからが、ちょっとややこしいのよね……」

　美み華か子こさんは、そういって苦にが笑わらいする。

「スリは、そのあと兄にいさんたちが、つかまえたの。だけど、持もっていたものの中なかに、ペンダントがなかった」

　えっ。

　な、なんで!?

　たしかに、そのスリなんでしょ。

「もちろん。兄にいさんたちが、間ま違ちがうわけがないわ。そのスリの話はなしだと、逃にげて走はしっている途と中ちゅうで、神じん社じゃの祠ほこらにおいてあった箱はこに隠かくしたっていうの。でも、あとから調しらべてみても、そんな箱はこはどこにもない」

　だれかが持もっていった？

「それなら、箱はこのことを、だれかが知しっていてもいいでしょ？　ところが、だれも知しらなかったの。箱はこなんてなかったっていうのよ。唯ゆい一いつ、反はん応のうがあったのは、当とう時じの巫み女こ。私わたしにこっそりと言いったの。『ごめんなさい。気きがつかなかったの』って」

　その箱はこって……。

「そう、神しん具ぐがおさめられた箱はこだったんじゃないかって。私わたしも、兄にいさんたちも同どう意い見けんだったわ。時じ間かんも、ちょうど巫み女こが舞まいをおどっている時じ間かんだったしね。おそらく、神しん具ぐがおさめられた箱はこを、巫み女こは祠ほこらにおいておいた。それを、スリが偶ぐう然ぜん見みつけて、盗ぬすんだものを、少すこしの間あいだだけ隠かくしておこうと思おもった。だけど、箱はこは巫み女こが舞まい終おわると、神しん具ぐをおさめて、元もとの宝ほう物もつ庫こにしまってしまった。ペンダントが中なかにあることに、気きがつかずにね」

　それで、宝ほう物もつ庫こにお母かあさんたちのペンダントが、あるんだっ！

　でも、お父とうさんたちは、その箱はこをさがして、ペンダントを取とりもどそうと、思おもわなかったの？

「もちろん、探さがしたわ。だけど、さっきケイが言いった通とおり。巫み女こ以い外がいには、宝ほう物もつ庫この場ば所しょがわからない。兄にいさんたちにも、お手て上あげだったのよ」

　お父とうさんたちでも、わからなかったんだ。

「それに、美み緒おさんも杏きょう子こさんも、次つぎまた見み神かみ祭さいを見みにくるときに、取とりもどせばいいって、言いったから……」

　そういって、美み華か子こさんは悲かなしそうな顔かおをする。

　次つぎ……。

　その次つぎが来くる前まえに、お母かあさんたちは……。

「……わかりました」

　だまっていたケイが、口くちを開ひらく。

「母かあさんたちのペンダントを取とりもどすには、今いましかないということですね」

　ケイにしてはめずらしく、はっきりとした口く調ちょうで言いった。

　そうだよ、ケイの言いうとおり！

　８年ねん越ごしの、お母かあさんたちのペンダント。

　今いましかないんだもん！

　絶ぜっ対たいに取とりもどさなきゃ！

「美み緒おさんたちのことを思おもい出だして、またへこむかと思おもったけど、だいじょうぶみたいね」

　美み華か子こさんが、わたしたちを見みて、にっこりとほほ笑えむ。

　落おちこむどころか、気き合あい入はいりまくりですっ！

「……気き合あいの入いれすぎで、空から回まわりするなよ」

　ケイが、ぼそりと言いう。

　ううぅ……。

　そんなの、ケイに言いわれなくたって、わかってるって！

　コンコン

　ケイをにらみつけてると、部へ屋やのドアがノックされる。

　ん？　だれだろう？

「はい、どうぞ」

　美み華か子こさんが返へん事じをすると、ドアが開ひらいて、仲なか居いさんが入はいってくる。

　さっき、部へ屋やまで案あん内ないしてくれた、仲なか居いさんとはちがうみたい……ってあれ？

　この仲なか居いさんって、さっき舞まいをおどってた人ひとじゃん！

　仲なか居いさんも、わたしに気きづいたらしく、一いっ瞬しゅん、おどろいた顔かおをして、すぐに表ひょう情じょうをもどす。

「さきほどは、失しつ礼れいいたしました」

　仲なか居いさんは頭あたまを下さげると、食しょく事じの案あん内ないの説せつ明めいをはじめる。

　そっか。

　やっぱり、ここの仲なか居いさんだったんだ。

　でも、さっきの舞まいのこととか、ききたかったけど、そういう雰ふん囲い気きじゃないんだよね。

　よく見みると、仲なか居いさんのネームプレートに、「中なか宮みや花か梨りん」って書かいてあるのが、見みえた。

　花か梨りんさんかぁ。

「失しつ礼れいします」

　ドアから、もう１人ひとり、中ちゅう年ねんの仲なか居いさんが入はいってくる。

「巫み女こ様さま。おかみさんが、お呼よびです」

　仲なか居いさんが、小こ声ごえで花か梨りんさんに言いうのが、聞きこえる。

　みこさま？

　一いっ瞬しゅん、花か梨りんさんは顔かおをしかめて、それからすぐに表ひょう情じょうをもどす。

「それでは、これで失しつ礼れいいたします」

　花か梨りんさんは、あとから来きた仲なか居いさんといっしょに、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

　立たちあがると、部へ屋やを出でていく。

　その動うごきも、ゆっくりしているようで、ムダがなく、すばやい。

「ふ～ん、あの子こが……」

　ドアが閉しまってから、美み華か子こさんがつぶやく。

「今いまの仲なか居いさんが、どうかしたんですか？」

　わたしは、気きになってきく。

「今いまの若わかいほうの仲なか居いさんが、あなたたちのターゲットの場ば所しょを、唯ゆい一いつ知しってる子こよ」

　……へ？

　それってまさか……彼女かのじょが巫み女こってこと!?

「そういうこと。ここは、巫み女この親しん族ぞくがやっている旅りょ館かんなの。それに巫み女こ自じ身しんも働はたらいてる。だから、人にん気きなのよ」

　でもなんで、巫み女こさん──花か梨りんさんが、仲なか居いをやってるの？

　巫み女こさんって、神じん社じゃにいて、あんまり表おもてで仕し事ごとをしたりしなそうなイメージだけど……。

「どうやら、巫み女このしきたりが、あまり好すきじゃないらしい。それで、親しん族ぞくの旅りょ館かんに住すみこみで、仲なか居いをしているようだ」

　ケイが、答こたえる。

　どうやら、ケイはここが花か梨りんさんの親しん族ぞくの旅りょ館かんってこと、知しってたみたい。

　でも、家か族ぞくとはなれて、旅りょ館かんで暮くらすなんて、よく認みとめてもらえたよね。

　大だい事じな巫み女こさんでも、あるわけだし。

「だからこそ、だな」

　どういうこと？

「ただ１人ひとりの島しまの巫み女こということで、ある程てい度どのワガママは、きいてもらえるんだろう。それだけ、島しまにとって巫み女こは重じゅう要ようなんだ」

　なるほどね……。

　ただ１人ひとりの巫み女こ。

　たぶん、それってすごいプレッシャーだよね。

　それに、あの舞まい。

　あんなすごい舞まいを、おどれるのは、やっぱり巫み女ことして、修しゅ行ぎょうしたってことなんだろうし。

　やっぱり、花か梨りんさんと一いち度ど話はなしてみたいな。

　宝ほう物もつ庫この場ば所しょも、聞きかなきゃだしね。

「さて。私わたしが出だせる情じょう報ほうは、このぐらいよ。ここからは、お手て並なみ拝はい見けんさせてもらうわ、２代だい目め怪かい盗とうレッドさん」

　そう言いって、美み華か子こさんがおもしろそうに、わたしとケイを見みる。

　望のぞむところだよっ！

　絶ぜっ対たいに、お母かあさんたちのペンダント、盗ぬすみ出だしてみせるんだから！







　　　　５　悪わる者ものは超ちょう絶ぜつ美び形けい!?




　海うみから吹ふく風かぜが、ちょっと塩しおからい。

　まだ夕ゆう飯はんまでには時じ間かんはあるし、わたしとケイ、それに美み華か子こさんで、島しまを歩あるいてみることにしたんだ。

　実じっ際さいに歩あるいて見みてみないと、わからないことも、あるだろうし。

　それに、お祭まつりも見みてみたいもんね！

　通とおりには、観かん光こう客きゃくの人ひとがたくさん歩あるいてる。

　日にっ本ぽん人じんだけじゃなくて、外がい国こく人じんもちらちらと見みかける。

　美み華か子こさんも言いってたけど、かなり有ゆう名めいみたい、この見み神かみ祭さいって。

「それにしても、暑あついわね」

　美み華か子こさんが、手てで顔かおをあおぎながら言いう。

　旅りょ館かんから、山やまのほうに向むかって、歩あるいてるんだけど、ほとんどが上のぼり坂ざか。

　道どう路ろになってて、山やま道みちじゃないから、まだ歩あるきやすいけどね。

　それに、夕ゆう方がたで日ひ差ざしが弱よわくなってるとはいっても、かなり暑あついから、みんな汗あせびっしょり。

　扇せん子すやうちわで、あおぎながら歩あるいてる人ひとも、いるぐらい。

　だけど、お祭まつりの太たい鼓こや笛ふえの音おとも、大おおきくなってきてる。

　お祭まつりはこっちのほうで、やるみたい。

「もう少すこし行いくと、神じん社じゃがあるはずだ」

　ケイが教おしえてくれる。

　さすがに、少すこし息いきが上あがってるけど、ちゃんとついてきてる。

　神じん社じゃかぁ……。

　そこに宝ほう物もつ庫こが、ありそうってわけじゃないでしょ？

「ふつうなら、宝ほう物もつ庫こは神じん社じゃの敷しき地ち内ないにつくる。だが、それらしいものは、いっさい見み当あたらない」

　う～ん。

　そんなに大おおきな島しまじゃないんだから、隠かくせる場ば所しょなんて、限かぎられてそうなんだけど。

　やっぱり、花か梨りんさんにきいてみるしか、ないか……ん？

　となりの美み華か子こさんが、不ふ意いに足あしを止とめる。

「どうしたんですか、美み華か子こさん？」

　声こえをかけるけど、美み華か子こさんは、まっすぐに前まえを見みつめたまま。

　しかも、見みたことがないほど、けわしい表ひょう情じょうになってる。

　わたしは、美み華か子こさんの視し線せんをたどっていく。

　そこには、３人にんの男おとこがいた。

　こちらに向むかって、道みちをくだってくるところ。

　しかも、３人にんともすごく目めだつ。

　先せん頭とうを歩あるく男おとこは、青せい年ねんといってもいいぐらいの、20代だい後こう半はんの外がい国こく人じん。

　きれいな金きん色いろの髪かみに、青あおい瞳ひとみ。

　映えい画がスターみたいな、整ととのった美び形けいな顔かおだち。

　背せも１８０センチぐらいは、ありそう。

　それに、お祭まつりを観かん光こうするには堅かた苦くるしすぎる、グレイの高こう級きゅうそうな三みつぞろいのスーツが、みょうに似に合あってる。

　その後うしろには、黒くろいスーツの長ちょう身しんの男おとこと、青せい年ねんと同おなじぐらいの背せの男おとこが、青せい年ねんにつき従したがっている。

　どちらも白はく人じんだけれど、こちらは茶ちゃ色いろい髪かみをしてる。

　するどい目めつきと、歩あるく身みのこなしから、おそらくボディガードってところじゃないかな。

　男おとこたちは、まっすぐにこちらに向むかってくる。

　道みちは一いっ本ぽん道みちだから、それは当とう然ぜんなんだけど、青せい年ねんの視し線せんまで、こちらを向むいているような気きがする。

　そう思おもっていたら、青せい年ねんがわたしたちの３メートルぐらい前まえで、ぴたりと足あしを止とめた。

「──Hi,ハイMs.ミズ Miミkaカkoコ」

　青せい年ねんが、さわやかな口く調ちょうで、美み華か子こさんに話はなしかけてくる。

　だ、だれ!?

　美み華か子こさんの名な前まえを知しってるってことは、知しり合あいなんだろうけど……。

　いったい、どんな知しり合あい!?

　美み華か子こさんの顔かおを見みると、その表ひょう情じょうが凍こおりついてる。

　ピリピリとした緊きん張ちょう感かんが、見みてるだけで伝つたわってくるみたい。

　こんな美み華か子こさん、はじめて見みる。

「……まさか、あなたが来きてるなんてね、ニック」

　美み華か子こさんが、青せい年ねんに話はなしかける。

　そのとたん、一いっ瞬しゅん前まえまでの表ひょう情じょうがうそみたいに華はなやかな笑え顔がおになった。

　だけど、わたしにはわかる。

　美み華か子こさんの身体からだにみなぎった、緊きん張ちょう感かんはそのままだ。

「偶ぐう然ぜんですね。こんなところで、お会あいできるなんて」

　ニックと呼よばれた青せい年ねんは、きれいな日に本ほん語ごで言いうと、にっこりとほほ笑えむ。

　うわぁ……。

　ふわっとした、やわらかな笑えみ。

　おもわず、まわりの女おんなの人ひとたちが、うっとりした顔かおになってる。

　それどころか、ほとんどの人ひとが足あしを止とめて、こっちを見みてる。

　だけど、ニックは少すこしも、気きにする様よう子すはない。

　見みられることには、慣なれてるって感かんじ。

　まあ、こんなすごい美び形けいだったら、あたりまえなのかもしれないけど。

「本ほん当とうに。あなたに、この島しまで会あえるなんて、思おもってなかったわ」

　美み華か子こさんは、おどろいた、という表ひょう情じょうをしてる。

「ここには仕し事ごとで？」

　すぐに笑え顔がおにもどって、美み華か子こさんがきく。

「じつは、この島しまの祭まつりに使つかわれる神しん具ぐを買かいたい、というアメリカの資し産さん家かの方かたが、いましてね」

　ニックが、風かぜで流ながれた髪かみを、かきあげて言いう。

　さらっと、信しんじられないこと、言いう人ひとだなぁ。

　文ぶん化か遺い産さんにもなるようなお祭まつりに使つかわれる、大だい事じな神しん具ぐだよ。

　売うるわけないじゃない。

「……本ほん気きなの？」

　美み華か子こさんが、笑え顔がおのまま、ニックを見みつめてる。

「もちろん、冗じょう談だんですよ」

　ニックは肩かたをすくめる。

　そこでわたしは、やっと気きづいた。

　ニックは、笑えみはうかべたままだけど、その目めが笑わらってない。
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　ビー玉だまみたいにきれいな青あおが、冷さめた輝かがやきをたたえてる。

　……ゾクッ。

「笑わらえない冗じょう談だんね」

「そうでしたか？　それはもうしわけない」

　ニックが、軽かるく頭あたまを下さげる。

　だけど、もうしわけない、と本ほん気きで思おもってるようには、見みえない。

　それどころか、あの目めに気きづいてから、話はなしを横よこで聞きいてるだけのわたしでさえ、ニックから重おも苦くるしいプレッシャーを、感かんじる。

　何なに者もの？

　ただの、美み華か子こさんの顔かお見み知しりってわけじゃ、なさそう。

「では、われわれは、これで失しつ礼れいします。今こん度ど、ディナーにお誘さそいしますよ、ミズ美み華か子こ」

　ニックはそう言いうと、美み華か子こさんの手てをとって、手ての甲こうにキスをする。

「楽たのしみにしてるわ」

　美み華か子こさんが答こたえると、ニックは、ボディガードを連つれて、道みちをくだっていく。

「……ふぅ」

　ニックの姿すがたが見みえなくなってから、美み華か子こさんが、小ちいさく息いきをついた。

　さっきまで、美み華か子こさんから感かんじていた、ピリピリとした緊きん張ちょう感かんが、とけてる。

　まわりの人ひとたちも、止とまっていた時じ間かんが動うごきだすみたいに、歩あるき出だした。

　みんな、あのニックっていう人ひとに、注ちゅう目もくせずにはいられなかったみたい。

　たしかに、そんな不ふ思し議ぎな魅み力りょくはある。

　でも、それ以い上じょうに、わたしは嫌いやな気け配はいみたいなのも、感かんじていた。

「今いまの、どういう人ひとなんですか？　……ただ者ものじゃ、ないですよね？」

　わたしは、美み華か子こさんにきく。

「そう……。あなたは、ニックの見みかけに、だまされなかったのね。なかなか、するどいじゃない」

　わたしの言こと葉ばに、美み華か子こさんは少すこしおどろいた顔かおをする。

「……アスカの勘かんは、動どう物ぶつ並なみですから」

　後うしろで、ぼそりとケイが言いう。

「ああ、なるほど。兄にいさんと同おなじで、そういう勘かんが、働はたらくタイプなのね……けど、動どう物ぶつ並なみって……」

　美み華か子こさんが、口くちを押おさえて笑わらってる。

　こらケイ！

　どさくさにまぎれて、人ひとを動どう物ぶつあつかいしないっ！

　美み華か子こさんに、笑わらわれちゃったじゃん！

「それで、さっきの男おとこについて、教おしえてくれるつもりは、あるんですか？」

　ケイがするどい視し線せんで、美み華か子こさんを見みつめてる。

　美み華か子こさんは、笑わらいをおさめると、思し案あんするように空そらを見みあげる。

「そうね……。予よ想そう外がいのことだけど、あの人ひとがこの島しまにいるとなると、話はなしておいたほうが、よさそうね」

　わたしたちに、視し線せんをもどすと、美み華か子こさんが言いった。

「でも、ここじゃまずいわ。場ば所しょを変かえましょう」







　登のぼりかけていた道みちを少すこしくだって、海うみのほうに出でた。

　道どう路ろのむこうには、テトラポッドが積つみ重かさなってる。

　このあたりは、たしかに人ひとは少すくない。

　みんな、お祭まつりが目め当あてだから、山やまのほうに行いってるみたい。

　海うみ風かぜですずみながら、わたしたちは、テトラポッドの手て前まえの、コンクリートにならんですわる。

「私わたしが、なんの仕し事ごとをしているか、話はなしてあったかしら？」

　え～と……。

　怪かい盗とうレッドのサポート？

「そっちじゃなくて、表おもて向むきの仕し事ごと、といえばいいかな。兄にいさんもレストランで働はたらいてるでしょ」

　ああ！

　そっちのほう！

　ん～、聞きいてたっけ？

「貿ぼう易えきですよね。品しな物ものは、雑ざっ貨かや服ふくが多おおいですが、それにこだわらず、骨こっ董とう品ひんや美び術じゅつ品ひんなどもあつかってる」

　えっ！

　そうなの？

「ケイ、私わたしのこと調しらべたのね。うんうん、それがあなたの担たん当とうだものね」

　美み華か子こさんは、うれしそうにうなずいてる。

「そう。私わたしの仕し事ごとは輸ゆ入にゅう貿ぼう易えき。外がい国こくから品しな物ものを買かいつけてきて、日にっ本ぽんで売うるの。一いち応おう、会かい社しゃ社しゃ長ちょうってことになるのかな。社しゃ員いんは20人にんぐらいだけどね」

　へえ～。

　美み華か子こさん、社しゃ長ちょうだったんだっ！

　でもこれで、外がい国こくに行いってたっていうのも、納なっ得とく。

　品しな物もの買かうのに、世せ界かい中じゅうを、飛とびまわってたってことなんだ。

「基き本ほんはバイヤーなんだけど、趣しゅ味みでやってる、小ちいさな雑ざっ貨か屋やが日にっ本ぽんにあるから、今こん度ど遊あそびにくるといいわ」

　えっ、雑ざっ貨か屋やさん。

　行いきたい行いきたい！

「……話はなしがそれてます」

　ケイがあきれ顔がおで、わたしと美み華か子こさんを見みる。

「ごめんごめん。ニックの話はなしだったわね」

　美み華か子こさんは、気きを取とりなおして、話はなしはじめる。

「フルネームは、ニック・アークライト。かんたんにいうと、ニックは私わたしの、商しょう売ばい敵がたきってことになるかしら」

　商しょう売ばい敵がたき？

「ニックは、貿ぼう易えきの世せ界かい的てき企き業ぎょう、コンクェストの幹かん部ぶなの」

　幹かん部ぶって、えらい人ひとってことだよね。

　すごく、若わかそうに見みえたんだけど……。

「そうね。あの若わかさで幹かん部ぶにのぼりつめたのは、コンクェストでも彼かれ１人ひとり。それだけ、ずば抜ぬけて優ゆう秀しゅうな男おとこということよ」

　ずば抜ぬけて優ゆう秀しゅう……。

　たしかに、頭あたまはよさそうだった。

　日に本ほん語ごも、ペラペラだったし。

「でも、それだけなら、問もん題だいにはならないですよね？」

　ケイが、まっすぐに美み華か子こさんを見みつめて、きく。

「今いま話はなしたのは、ニックの表おもての顔かおよ」

　美み華か子こさんの表ひょう情じょうが、するどいものに変かわる。

「ニックは、裏うらで密みつ輸ゆをしている。それも盗ぬすまれた美び術じゅつ品ひんや、宝ほう石せきなどを中ちゅう心しんにね」

　盗ぬすまれた美び術じゅつ品ひんや、宝ほう石せき!?

　それって、すっごい悪わる者ものじゃん！

「そうよ。証しょう拠こが見みつかればね」

　え？

　どういうこと？

「警けい察さつも、何なん度どかあやしいということで、ニックを捜そう査さしたことがあるの。だけど、いくら探さがしても、証しょう拠こが見みつからなくってね。逆ぎゃくに捜そう査さを指し揮きした、警けい察さつの幹かん部ぶが、とつぜん辞やめさせられたり、山やま奥おくの勤きん務むになったりしたの」

　それって、ニックが裏うらで手てをまわしたってこと？

「かもしれない。でも、それも証しょう拠こがない。今いまでは、表おもてのふつうの貿ぼう易えきでも、ニックが出でてきたら、ほかの貿ぼう易えき商しょうは、すぐに逃にげ出だすわ。敵てき対たいするのは、私わたしぐらいよ」

　貿ぼう易えき商しょうの敵てき対たいって、どんなのなんですか？

「貿ぼう易えきっていうのはね、いち早はやく取とり引ひき先さきと、有ゆう利りな交こう渉しょうをしなくちゃならない。だけど、ときどき、貿ぼう易えき商しょう同どう士しで、同おなじ品しな物ものをあつかうことに、なることがあるの。たとえば、現げん地ちでしか、手てに入はいらない食しょく材ざいとか、質しつのいい羊よう毛もうとか。そうなると、貿ぼう易えき商しょうの中なかで、いち早はやく交こう渉しょうをまとめたほうが勝かち、ということになるわ」

　えと……。

　つまり、ほかの貿ぼう易えき商しょうの人ひとは、ニックと同おなじ品しな物ものをあつかうことになったら、買かうのをあきらめちゃうって、ことですか？

「そういうことよ。交こう渉しょうを邪じゃ魔まするために、何なん度どか、おそわれたこともあるぐらい」

　えっ！　だいじょうぶだったんですか!?

「私わたしが本ほん気きで逃にげたら、かんたんにはつかまらないもの」

　そう言いって、美み華か子こさんは得とく意いげに、胸むねをはる。

　たしかに、一いち度どだけ見みた、美み華か子こさんのあの動うごきなら、かんたんにつかまえられそうにない。

「最さい近きんでは、おそわれることも、なくなったしね。あきらめたのか、違ちがう手てを考かんがえているのかは、知しらないけど」

　美み華か子こさんは、肩かたをすくめる。

　そういうことかぁ……。

　ただ者ものじゃ、なさそうだったけど、そんなに悪わるいやつだったなんてね。

「……それだけじゃ、ありませんね」

　ケイが、するどいまなざしを、美み華か子こさんに向むける。

　それだけじゃないって、まだなにかあるっていうの!?

　美み華か子こさんは、ケイの視し線せんを見み返かえすと、ため息いきをつく。

「……ええ。それだけじゃない。ニックの背はい後ごには、大おおきな組そ織しきが存そん在ざいしているわ」

　大おおきな組そ織しき？

　それって、なんなんですか！

「今いまは、それ以い上じょうは言いえない……いいえ、あなたたちには、知しらせるべきじゃないのかもしれない。……知しらないほうがいいのよ。あなたたちが、ふつうの中ちゅう学がく生せいでいたいのなら」

　……えっ。

　それって、どういう……。

　そうききたかったけれど、美み華か子こさんを見みて、口くちをつぐむ。

　それ以い上じょう、話はなすつもりがない、というオーラが、ひしひしと伝つたわってくる。

「……そんなことより」

　美み華か子こさんはそう言いって、ジロリと、わたしとケイを見みる。

「あなたたちは、目めの前まえの問もん題だいすら、解かい決けつできていないくせに、ちょっと生なま意い気きなんじゃない？」

　目めの前まえの問もん題だい？

「テストよ。そもそも、怪かい盗とうレッドとして、私わたしはあなたたちを、認みとめていないことを、忘わすれてもらってはこまるわね。ニックに関かかわろうなんて、１００年ねん早はやいわよ！」

　くぅ～！

　むかつくぅ！

　だったら、認みとめさせてやるんだから！

　ニック・アークライト。

　それに組そ織しき。

　すごく気きになるっ！

　だけど、今いまはお母かあさんたちのペンダントに、集しゅう中ちゅうする！

　そのためにも、まずは宝ほう物もつ庫この位い置ちを、調しらべなくっちゃね。







　　　　６　お母かあさんたちの記き憶おく




　海うみのむこうに、夕ゆう日ひが見みえる。

　わたしとケイは、用ようがあるっていう美み華か子こさんと別わかれて、島しまを歩あるいていた。

　ニックに出で会あったせいで、あんまり見みてまわれてなかったしね。

「ねえ、ケイ。これから、どうするの？」

　わたしは、となりを歩あるくケイにきく。

　宝ほう物もつ庫この場ば所しょは、巫み女こさんしか知しらない。

　なら、巫み女こさんにきくしかないんだけど、ふつうにきいたって、教おしえてくれるわけないし。

「方ほう法ほうは、考かんがえてはある」

　ケイはそれだけ言いうと、だんまり。

　その方ほう法ほうっていうのを、先さきに教おしえてくれるつもりは、ないみたい。

　あいかわらずの、秘ひ密みつ主しゅ義ぎなんだから。

　ま、必ひつ要ようなときになったら、教おしえてくれるはずだし、いっか。

　わたしは、せっかくだし、ちがう質しつ問もんをしてみる。

「じゃあさ、今こん回かいのターゲットのこと、どう思おもってる？」

　ずっと考かんがえてたこと。

　だけど、ケイとはこのことを、話はなしてないんだよね。

　なんとなく、話はなしづらくてさ……。

　ケイは、ちらりとわたしを見みると、また前まえを向むく。

「アスカは母かあさんたちのこと、どのくらい覚おぼえてる？」

　ケイが、逆ぎゃくに質しつ問もんで返かえしてくる。

　そりゃあ……

「……すっ～～～～ごい！　こわかったぁー！」

　もう、怒おこるとツノが生はえてるんだよね、ツノが。

　近ちかくの山やまに探たん検けんに行いって、帰かえってこられなくなったときも、空あき家やに忍しのびこんで、秘ひ密みつ基き地ちつくってたときも、怒おこられまくったんだから。

　こらーっって、お母かあさんに追おいかけられて、全ぜん力りょくで逃にげたりもしたっけ。

「……小ちいさいときから、そんな調ちょう子しだったのか」

　ケイがあきれたように、つぶやく。

　……でも、本ほん当とうに失しっ敗ぱいしたときとか、落おちこんで泣ないてるときは、すっごくやさしかったんだよね。

　ホットミルクや、ホットケーキに、バターとたっぷりのシロップをかけたのを、つくってくれたり。

　ホットミルクの温あたたかさと、ホットケーキの甘あまさは、今いまでも覚おぼえてる。

　それに、それを食たべてるわたしを、ニコニコ見みてる、お母かあさんのまなざしも。

　……って、わたしばっかり話はなすの、なんかずるいよ。

　ケイだって、覚おぼえてるんでしょ？

　ケイは、わたしをちらりと見みて、表ひょう情じょうを変かえないまま、話はなしだす。

「……すごくやさしかった。ぼくが、因いん数すう分ぶん解かいや、三さん次じ方ほう程てい式しきを解とくのに考かんがえこんでいる間あいだも、ずっと見みてて、解とき終おわって顔かおを上あげると、頭あたまをなでてくれた。めったに怒おこらなかったし、笑わらってる顔かおしか覚おぼえてないぐらいだ」
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　ケイの頭あたまをなでる……。

　なんか想そう像ぞうがつかないけど、それって幼よう稚ち園えんのときとかだよね。

　そのインスウなんとかっていう、問もん題だいを解といてるのも、すごいんだけど……。

　でも、そんなケイをじっと、見み守まもってるケイのお母かあさんは、想そう像ぞうできるかも。

　わたしのお母かあさんとケイのお母かあさんって、すごく仲なかがよくって、よく会あったりもしてたからさ。

　ケイのお母かあさんのことも、わたし、覚おぼえてるんだよね。

　ケイとは、ぜんぜん似にてなくって。

　いつもニコニコ、やさしい笑え顔がおを浮うかべてる人ひとで、ケイが、ちょっとうらやましい、と思おもってたことも、あったっけ。

　お母かあさんに怒おこられたあとは、とくに。

　だけど、そのお母かあさんたちも、もういない。

　ちょっとずつ、時じ間かんが経たつたびに、いなくなった痛いたみが引ひいていくのといっしょに、お母かあさんの記き憶おくがうすれていくんだよね。

　そのことが、本ほん当とうをいえば、すごく怖こわい。

　いつか、お母かあさんのこと、忘わすれちゃうんじゃないかって。

「記き憶おくはいつかうすれていくものだ。そういうふうに、できてる」

　忘わすれたくない記き憶おくでも？

「ああ」

　ケイはうなずく。

　ケイが言いうからには、そうなんだろうけど、わたしは忘わすれたくない。

　お母かあさんとの記き憶おく。

「記き憶おくはうすれても、思おもい出では残のこる。何なん度ども何なん度ども、思おもい出だしているうちに、記き憶おくはただの記き憶おくじゃなくなって、思おもい出でになる。思おもい出でになったら、そうかんたんには忘わすれない」

　思おもい出で……？

　そう言いわれてみれば、うすれてくお母かあさんとの記き憶おくもあるけど、窓まどガラス割わっちゃって、怒おこられたときのお母かあさんの顔かおは、今いまでもはっきりと思おもいだせる。

　あと、すご～くがんばって、はじめて算さん数すうで１００点てんとったときに、ほっぺたにキスされたことも。

　そっか！　あれって思おもい出でなんだ。

「それと、アスカは忘わすれてるようだけど、この島しまにくるのも、本ほん当とうは２回かい目めだ」

　えっ？

　うそっ!?

　きたことあるの、この島しまに？　いつ？

「８年ねん前まえ。母かあさんたちといっしょにきた」

　８年ねん前まえってことは、５歳さいのとき？

　ぜんぜん、思おもい出だせない。

　ケイは、よく覚おぼえてるよね。

「ぼくだって、島しまにきてみて、ぼんやりと思おもい出だしただけだよ。ペンダントが盗ぬすまれた話はなしも、知しらなかったし、今こん回かいの助たすけになりそうなことは、思おもい出だせない」

　でも、記き憶おくがあるのはいいじゃん！

　わたし、まるっきり、思おもい出だせないもん。

　いいなぁ、ケイ。

　ケイは、わたしのうらめしそうな視し線せんにも、表ひょう情じょうを変かえずにいる。

「……アスカは、このテストについて、どう思おもう？」

　このテストって、美み華か子こさんのでしょ。

　怪かい盗とうレッドとして、認みとめてもらうためのテスト、だよね？

「……このテストは、そんな単たん純じゅんなものじゃない」

　え？

「おかしいだろう。レッドとして認みとめるかどうか、テストをさせろ、なんて。そんなもの、必ひつ要ようがないはずだ。美み華か子こさんと……そして父とうさんたちには、もっと別べつの意い図とがあるはずだ」

　べつの意い図と？

　なにか違ちがう意い味みがあるってこと？

「テストといいながら、課か題だいの場ば所しょまでついてきて、どこにターゲットがあるかまで、教おしえてくれる。テストにしたら、親しん切せつすぎるだろう」

　た、たしかに……。

　言いわれてみれば、そうかもしれない。

　だけど、それじゃあ、いったいなんの目もく的てきがあるわけ？

「それは、このテストに合ごう格かくすれば、わかるはずだ」

　そっか！

　とにかく、合ごう格かくすれば、全ぜん部ぶわかるはずってことだよね！

「そういえばさ、ケイ」

「なに？」

「……ここどこ？」

　わたしは、足あしを止とめて、まわりを見みまわす。

　海うみ沿ぞいから、山やまのほうに歩あるいてきたんだけど、だんだん家いえも少すくなくなって、さびしい感かんじになってる。

　しかも、ちょうど目めの前まえが、十じゅう字じ路ろ。

　え～と。

　これって、どっちに行いけばいいんだろ。

　さっぱりなんだけど……。

　……もしかして、道みちに迷まよった？

　ケイは、わたしを見みると、小ちいさくため息いきをつく。

「迷まようわけがないだろう。この島しまの地ち理りは、全ぜん部ぶ頭あたまに入はいってる。ここの通とおりを、まっすぐにぬければ、旅りょ館かんの裏うら手てに出でる」

　そうなんだっ！

　話はなしながらでも、しっかり島しまの様よう子すは、観かん察さつしてたってわけね。

　さすがケイ！

　じゃあ、そろそろ旅りょ館かんにもどらなきゃね。

　夕ゆう飯はんの時じ間かんもあるし。

　そう考かんがえて、わたしたちが、歩あるき出だそうとしたときだ。

「きゃあああああああ！」

　な、なに!?

　女おんなの子この悲ひ鳴めい!!

　たぶん、左ひだりのほうから！

　わたしは、左ひだりの道みちのほうに走はしる。

　左ひだりの道みちの先さきは、空あき地ちで、行いき止どまりになっていた。

「や、やめてください！」

　がらの悪わるい男おとこが４人にん、女おんなの子こにつめよってる。

　……ってあれ！　花か梨りんさんじゃん！

　助たすけなきゃ！

　わたしは、飛とびだそうと踏ふみ出だす。

「待まて、アスカ」

　それを、後うしろから追おいついてきたケイが、止とめる。

　なんでよ！

　早はやく行いかないと……。

「わざわざ、戦たたかう必ひつ要ようはない」

　えっ？

　ケイがわたしに耳みみ打うちする。

　……あっ！

　そういう手てね！

　わたしはうなずいて、今こん度どこそ空あき地ちに飛とびだす。

「おまわりさん、こっちです！　女おんなの子こがおそわれてるんです！　早はやく！」

　わたしは、後うしろに向むかってさけぶ。

　もちろん、そこには、おまわりさんなんていない。

　いるのは、ケイだけ。

「ちっ！」

「逃にげるぞ！」

　男おとこたちはあっさりと、きびすを返かえして、走はしりだす。

「きゃっ！」

　そのとき、後うしろで花か梨りんさんが、はじかれるように、尻しりもちをつく。

　どうやら、男おとこに突つき飛とばされたみたい。

　このっ！

　男おとこたちをにらみつけようとしたけど、もうすでに、姿すがたはなくなっていた。

　逃にげ足あしの速はやいやつら！

　それより、花か梨りんさん！

　わたしは、すわりこんでる花か梨りんさんのところに、かけよる。

「だいじょうぶですか？」

　わたしは、花か梨りんさんの横よこにしゃがみこんで、話はなしかける。

　顔かおを上あげた花か梨りんさんが、おどろいたように、目めを丸まるくする。

「あなたは……旅りょ館かんで会あった……」

　どうやら、覚おぼえてくれてたみたい。

「あの……警けい察さつは？」

　花か梨りんさんは、あたりをキョロキョロと、不ふ安あんそうに見みまわしてる。

「あれはウソです。ああいえば、逃にげ出だすと思おもったので」

　近ちかくにきたケイが、花か梨りんさんに説せつ明めいする。

　ケイが、おまわりさんを連つれてきたフリを、すればいいって、教おしえてくれたんだよね。

　たしかに、ここでいきなり戦たたかうのは、まずいもんね。

　花か梨りんさんにも、見みられちゃうし。

「そうなんですか……」

　花か梨りんさんは、ほっとしたような顔かおをしてる。

　まるで、おまわりさんが来こなくて、よかったみたい。

「とにかく、ありがとう。助たすかりました。……え～と、お名な前まえをお聞ききしても？」

「紅こう月づき飛鳥あすかです。あっちは、いとこのケイ」

　わたしは、ケイをふり返かえって、手てぶりで示しめす。

「わたしは中なか宮みや花か梨りんです。あらためて、アスカちゃん、ケイくん、ありがとう」

「いえ、通とおりかかってよかったです」

　わたしは、すわりこんだままの、花か梨りんさんに向むけて、手てを差さし出だす。

　花か梨りんさんは、わたしの手てをとると、立たちあがろうとする。だけど──

「いたっ……！」

　立たちあがりかけて、すぐに顔かおをしかめて、すわりこんでしまう。

「どこか、痛いたいんですか？」

「右みぎ足あしが……」
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　花か梨りんさんはそう言いって、右みぎ足あし首くびをさすってる。

　見みた感かんじ、はれたりはしてないけど……。

　よし！

　わたしは、しゃがんだまま、花か梨りんさんに背せを向むける。

　花か梨りんさんは、きょとんとしてる。

「おんぶして、病びょう院いんまで連つれていきます。骨ほねが折おれてたりしたら、大たい変へんだし」

「でも、わたしをおぶって、歩あるくなんて……」

「だいじょうぶです！　わたし、これでも体たい力りょくには自じ信しんがありますから」

　わたしの言こと葉ばに、花か梨りんさんはとまどいつつも、背せ中なかにおぶさってくれる。

「しっかり、首くびに手てをまわしておいて、くださいね」

　足あしを固こ定ていして、ゆっくりと立たちあがる。

　あとは、病びょう院いんの場ば所しょだけど……。

「来きた道みちをもどって、少すこし行いけば、病びょう院いんがある。旅りょ館かんに行いくより、そっちのほうが早はやいだろう」

　ケイが、教おしえてくれる。

「どうして、病びょう院いんの場ば所しょを？　あなたたち、観かん光こうのお客きゃくさんだよね？」

　花か梨りんさんが、不ふ思し議ぎそうな顔かおをしてる。

「あっ、ケイのことは便べん利りな地ち図ずだと、思おもっておけばだいじょうぶです」

「……地ち図ず？」

　花か梨りんさんは、意い味みがわからなかったのか、首くびをかしげてる。

　でもまあ、実じっ際さい、ケイは百ひゃっ科か事じ典てんと地ち図ずが、人にん間げんの形かたちをしてるようなもんだしね。

　ケイは、なにも言いわずに、先さきを歩あるき出だす。

　道みち案あん内ないをしてくれる、つもりみたい。

　わたしは、そのあとをついて、歩あるき出だした。







　　　　７　巫み女こをねらう理り由ゆう!?




　病びょう院いんには、思おもったより、すぐにたどりついた。

　小ちいさな白しろい建たて物もので、ドアが開ひらいてる。

　よかった、まだやってるみたい。

　わたしは病びょう院いんの中なかに入はいる。

　中なかは、消しょう毒どく液えきのにおいがした。

　患かん者じゃさんは、だれもいないみたい。

　花か梨りんさんを、待まち合あい室しつのイスにおろす。

「すみませ～ん」

　受うけ付つけにも人ひとがいなかったから、わたしは中なかに向むけて、声こえをかける。

「今いま行いくよ」

　しばらくすると、返へん事じといっしょに、50代だいぐらいの、人ひとの良よさそうな男おとこのお医い者しゃさんが、出でてくる。

「あっ、巫み女こ様さま。どうされたんですか」

　お医い者しゃさんが、花か梨りんさんを見みて、心しん配ぱいそうに近ちかづく。

「……やめてください。先せん生せいまで、そんな呼よび方かた」

　花か梨りんさんが、首くびをふる。

「いやしかし、きみがこの島しまにとって、特とく別べつに大たい切せつな存そん在ざいであることは、事じ実じつだろう」

「そうですけど、先せん生せいぐらいは、昔むかしみたいに呼よんでください」

「ふむ……わかったよ、花か梨りんちゃん。それで、どうしたんだい？」

　お医い者しゃさんは、口く調ちょうを変かえて、花か梨りんさんにきく。

「足あしをくじいちゃって……」

「なるほど……。きみたちは？」

　お医い者しゃさんが、わたしたちを見みる。

「２人ふたりは、ここまでわたしを、連つれてきてくれたんです」

「そうなのか。ありがとう。とにかく、中なかでくわしくみてみようか。ちょっと失しつ礼れい」

　お医い者しゃさんは、花か梨りんさんを抱だきかかえると、奥おくの診しん察さつ室しつに連つれていく。

　わたしとケイは、待まち合あい室しつで待まってることにした。

　10分ぷんぐらい、待まってたかな。

　右みぎ足あし首くびに、包ほう帯たいをまいた花か梨りんさんが、右みぎ足あしをひきずるようにしながら、出でてくる。

「どうでしたか？」

　わたしは、花か梨りんさんにきく。

「うん……。骨ほねはだいじょうぶだったんだけど、捻ねん挫ざみたいで……」

　花か梨りんさんは、顔かおをうつむかせて、答こたえる。

　あれ？　落おちこんでる？

「でも、骨ほねがだいじょうぶだったんなら、よかったんじゃないですか」

「よかったといえば、よかったんだけどね……」

　お医い者しゃさんが、困こまったような顔かおで、つぶやく。

　ん？

　どういうこと？

「彼女かのじょは巫み女こだからな」

　ケイが、わたしにだけ聞きこえるように、小ちいさな声こえで教おしえてくれる。

　そっか！

　花か梨りんさんは巫み女こ。

　そして、神しん事じまで時じ間かんがない。

　足あしが治なおるのを待まつことなんて、できないんだ。

　じゃあ、神しん事じはどうなるの？

　まさか中ちゅう止しとか!?

「花か梨りん！」

　そんなことを考かんがえていると、病びょう院いんのドアから、男おとこの人ひとがいきおいよく入はいってくる。

　今こん度どはなに!?

「お父とうさん！　どうして……」

　花か梨りんさんが、びっくりした顔かおで、男おとこの人ひとを見みる。

　ということは、この人ひとが、花か梨りんさんのお父とうさん。

　あわててきたのか、汗あせだくになってる。

　ワイシャツにネクタイ姿すがたで、髪かみは七三に分わけてる、まじめそうなおじさん。

「わたしが、電でん話わしたんだよ」

　お医い者しゃさんが、花か梨りんさんに言いう。

「花か梨りんが、男おとこにおそわれてケガをしたときいて、仕し事ごとの途と中ちゅうで、とんできたんだ」

「そうなんだ……」

　花か梨りんさんは、うつむいたまま、つぶやく。

「それで、ケガの具ぐ合あいはどうなんだ？」

　花か梨りんさんのお父とうさんの質しつ問もんに、花か梨りんさんはシップと包ほう帯たいの巻まかれた右みぎ足あしを、そっと見みせる。

「骨ほねには異い常じょうはありません。ただ、ひねったらしく、少すこし重おもい捻ねん挫ざだと思おもいます」

　お医い者しゃさんが、説せつ明めいする。

「それじゃあ、神しん事じは……」

　花か梨りんさんが、首くびを横よこにふった。

「この足あしじゃ、とても……ごめんなさい」

　花か梨りんさんが、あやまる。

「いや、花か梨りんは悪わるくない。そのおそってきたという、やつらが悪わるいんだ。……しかし、いったいだれなんだ！　花か梨りん、おそってきたのは、島しまの人にん間げんだったのか？」

　花か梨りんさんのお父とうさんが、きく。

「わからない……。知しらない人ひとだったし、この時じ期きは、外そとからの人ひとも多おおいから」

「そうか……」

　花か梨りんさんのお父とうさんが、くちびるをかみしめて、くやしそうにしてる。

　それから、やっとわたしたちに気きづいたらしく、けげんそうな顔かおで、花か梨りんさんのお父とうさんがこちらを向むいた。

「こちらの方かたたちは？」

「２人ふたりが、警けい察さつを連つれてきたフリをして、わたしを助たすけてくれたの」

　花か梨りんさんが、説せつ明めいする。

「そうでしたか。ありがとうございます」

　花か梨りんさんのお父とうさんが、わたしたちに、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

「いえ、たまたま、通とおりかかっただけで……」

　結けっ局きょく、花か梨りんさんには、ケガさせちゃったわけだし。

　もうちょっと、早はやく気きづければ、よかったんだけど……。

「お父とうさん。アスカちゃんたちは、旅りょ館かんのお客きゃくさんなの。いっしょに車くるまに乗のせていってもらえる？」

「ああ！　お２人ふたりは、旅りょ館かんのお客きゃく様さまだったのか」

　花か梨りんさんのお父とうさんは、わたしたちに向むき直なおる。

　その顔かおに、営えい業ぎょうスマイルがうかんでる。

「お祭まつりを見みに、島しまにいらしたんですね。ありがとうございます。わたくし、この島しまの観かん光こう協きょう会かいにつとめておりまして。見み神かみ祭さいは、本ほん当とうにすばらしいお祭まつりですので、楽たのしみになさってください」

　花か梨りんさんのお父とうさんは、まくしたてるように言いう。

「でも、花か梨りんさんのその足あしじゃ……」

　わたしは、包ほう帯たいが巻まかれている、花か梨りんさんの右みぎ足あしを見みる。

「いやいやいやいや！　ご心しん配ぱいなく！」

　花か梨りんさんのお父とうさんが、おおげさに手てをふって、言いう。

　えぇ……。

　そんなこと言いっても、花か梨りんさんはケガしてるのに……。

「とにかく、宿やどまでお送おくりしましょう。ささ、どうぞ！」

　わたしたちは、花か梨りんさんのお父とうさんに言いわれるままに、車くるまの後こう部ぶ座ざ席せきに乗のる。

　それから、花か梨りんさんをおんぶして、助じょ手しゅ席せきに乗のせると、自じ分ぶんは運うん転てん席せきに乗のりこんだ。

　そのまま、旅りょ館かんに向むけて走はしりだす。

　車くるまの中なかでは、花か梨りんさんのお父とうさんが、話はなしかけてきたけど、花か梨りんさんはだまったままだった。

　なんだか、表ひょう情じょうも暗くらい感かんじだし。

　やっぱり、巫み女この舞まいがおどれないのが、ショックなのかなぁ。

　神しん事じ、どうなっちゃうんだろう……。







　旅りょ館かんにつくと、わたしとケイは、花か梨りんさんたちと別わかれて、部へ屋やにもどった。

「おそかったわね」

　先さきに帰かえってきてた、美み華か子こさんが、旅りょ館かんの浴衣ゆかた姿すがたでくつろいでる。

　ちょっと髪かみがぬれているところをみると、お風ふ呂ろに入はいってきたみたい。

　わたしも、あとで入はいろうっと。

「じつは、色いろ々いろあって……」

　そう言いって、わたしはケイを見みる。

　色いろ々いろ、の部ぶ分ぶんはケイに説せつ明めいしてもらったほうが、早はやそう。

　ケイもそのつもりだったのか、美み華か子こさんに、スラスラと花か梨りんさんがおそわれたことや、ケガのことを説せつ明めいする。

「なるほどねぇ……それは、ちょっと気きになるわね」

　美み華か子こさんが、むずかしい顔かおをする。

　ん？

　なにが、気きになるんですか？

「なぜ、巫み女こがおそわれたか、考かんがえればわかる」

　ケイが答こたえる。

　なんで、花か梨りんさんがおそわれたか？

　それは…………なんで？

「…………」

「…………」

　ケイと美み華か子こさん！

　そろって、ため息いきつかないっ！

「巫み女こをおそう理り由ゆうは、１つしかないと思おもうけど。とっても大たい切せつなこと、知しってるんだから」

　美み華か子こさんがそう言いって、わたしを見みる。

　あっ！

　宝ほう物もつ庫この場ば所しょ!?

「そうだ。宝ほう物もつ庫この場ば所しょを聞ききだすために、巫み女こをおそったんだろう。それが、一いち番ばん早はやい方ほう法ほうではあるからな」

　でも、なんで宝ほう物もつ庫この場ば所しょなんて……。

　わたしたちみたいに、宝ほう物もつ庫こに用ようがあるっていうなら、わかるけど。

「ぼくたち以い外がいにも、宝ほう物もつ庫こを探さがしてそうな人にん間げんと、話はなしたばかりだろう」

　宝ほう物もつ庫こを探さがしてる人ひと？

　…………えっ？

　それって、もしかして、あのニックとかいう男おとこ！

　そういえば、宝ほう物もつ庫この神しん具ぐを売うりたい、とか言いってたけど、冗じょう談だんじゃなかったの!?

「冗じょう談だんじゃないわ。おそらくは、本ほん気き」

　美み華か子こさんが、苦にがい顔かおで窓まどの外そとを見みてる。

　っていうことは、ニックの仲なか間まが、宝ほう物もつ庫この場ば所しょを知しるために、花か梨りんさんをおそったってこと？

「そんな直ちょく接せつ、手てをくだすやつじゃないわ。たぶん、もっとまわりくどくて、絶ぜっ対たいに自じ分ぶんと関かかわりがないように、してるでしょうね。……でも、今こん回かいの件けんが、ニックと関かん係けいないとは思おもえない」

　ああもう！

　ややこしい、相あい手てだなぁ。

　今いままでの相あい手てとは、ちょっとちがうって、ことみたい。

「そういうことよ。かんたんじゃないわ」

　美み華か子こさんは、むずかしい顔かおでつげる。

　かんたんじゃない……か。

　わたしは、顔かおを上あげて、美み華か子こさんを見みる。

「でもさ、美み華か子こさん。それなら、わたしたちが、その神しん具ぐを守まもればいいわけでしょ」

「まあ、そうだけど……」

「それなら、いつものレッドと、やることは変かわらないって」

　色いろ々いろ考かんがえるのは、わたしの役やく目めじゃないし。

　そういうのは、ケイにまかせといて、わたしはきっちり神しん具ぐを守まもる。

　そして、お母かあさんたちのペンダントを、取とりもどすっ！

　うんっ！

　神しん具ぐを守まもるっていうのが、増ふえただけだもんね。

　それなら、だいじょうぶ！

　美み華か子こさんは、わたしの言こと葉ばに、きょとんとしたように、目めを丸まるくする。

　だけど、それも一いっ瞬しゅん。

「くっくっくっ……あははははっ！」

　美み華か子こさんは、肩かたをふるわせると、とつぜん、大おお笑わらいをはじめる。

　な、なんですか、いきなり!?

「……アスカって……いつもこうなの？」

　美み華か子こさんは笑わらいすぎで、息いき切ぎれしながら、ケイにきく。

「……はい」

　ケイが、冷れい静せいな顔かおでうなずく。

「さすが、翼つばさ兄にいさんと、美み緒おさんの娘むすめね。色いろ々いろ考かんがえてるのが、バカらしくなっちゃう」
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　美み華か子こさんが、笑わらいながら言いう。

　ううぅ……。

　なんかそれって、ほめられてる気きがしないんですけど。

　もしかして、バカにしてます？

「けっこう、ほめてるわよ……あはははっ！」

　だったら、笑わらわないでくださいよぉ。

　まったくもう！

　そのあとも、しばらく、美み華か子こさんは笑わらったまま。

　５分ふんぐらいして、ようやく、笑わらいをおさめた美み華か子こさんは、時と計けいを見みると言いった。

「そうそう。８時じにはお祭まつりに行いくから、それまでにレッドで調しらべることや、必ひつ要ようなことは、すませておいてね」

　そうだっ！

　今日きょうの夜よるから、もうお祭まつりなんだっけ。

　耳みみをすますと、祭まつり囃ばや子しがここまで、聞きこえてくるもんね。

　お母かあさんたちが楽たのしんだお祭まつり、どんなのなんだろう。

　いまから楽たのしみっ！







　　　　８　お祭まつりで、勝しょう負ぶっ！




　トントコ　トントントン

　軽かるい祭まつり囃ばや子しの太たい鼓この音おとが、だんだん、大おおきくなってくる。

　わたしとケイ、それに美み華か子こさんの３人にんで、お祭まつりのやっている神じん社じゃに向むかっているところ。

　同おなじように、神じん社じゃに向むかう人ひとが、たくさん歩あるいてる。

　ちなみに、わたしたちは、みんな浴衣ゆかた姿すがた！

　わたしとケイは用よう意いしてこなかったんだけど、美み華か子こさんが持もってきてくれてたんだよね。

　わたしのは、ピンクの生き地じに、百ゆ合りとききょうが、デザインされた浴衣ゆかた。

　すっごくかわいくて、すぐに気きに入いっちゃったんだよね。

　ただ、なかなかきれいに着きられなかったから、美み華か子こさんに手て伝つだってもらったんだけど。

　ケイは、深ふかい紺こん色いろの落おちついた雰ふん囲い気きの浴衣ゆかた。

　こっちも、ケイっぽくて似に合あってる。

　美み華か子こさんは、白しろ地じに胡こ蝶ちょう蘭らんが描えがかれてる浴衣ゆかた。

　すらりとした、美み華か子こさんにはぴったりで、結ゆいあげた髪かみの毛けも、大人おとなの女じょ性せいな感かんじ。

　歩あるいてるだけで、ふり返かえる男おとこの人ひとがいたぐらい。

「今日きょうは、神しん事じの前ぜん夜や祭さいだから、屋や台たいも出でているし、楽たのしめると思おもうわよ」

　へえ～。

　神しん事じっていうから、おごそかな雰ふん囲い気きなのかと思おもったけど、けっこうにぎやかなんだね。

「今日きょうはあくまで、前ぜん夜や祭さいだ。明日あした、神しん事じで神かみ様さまを迎むかえるのに、英えい気きを養やしなうためのものだからな」

　ケイが、歩あるきながら教おしえてくれる。

　ふ～ん。なるほどねぇ。

　じゃあ、にぎやかなのは、今日きょうだけなんだ。

「そうね。明日あしたは屋や台たいの数かずも少すくなくなるし、雰ふん囲い気きは一いっ変ぺんするわね」

　美み華か子こさんが、答こたえる。

　それなら、今日きょうのうちに楽たのしんでおかなきゃ！

　見み神かみ神じん社じゃの参さん道どうが、見みえてくる。

　石いし畳だたみになっていて、道みちの両りょう側がわに、屋や台たいがずらりと並ならんでいる。

　ここからでも、焼やきそば、わたあめ、金きん魚ぎょすくい、おめん屋やさんとか、ほかにも、たくさん屋や台たいが見みえる。

　祭まつり囃ばや子しの笛ふえと太たい鼓この音おと、人ひとの話はなし声ごえや、ざわめきが混まざり合あって、聞きいてるだけで、わくわくしてくるっ！

　焼やきそばの香こうばしいにおいに、りんごあめの甘あまいにおい。

　あ～、どれから食たべよっかなぁ。

「さっき、夕ゆう食しょくを食たべたばかりだろう。また、食たべるのか」

　ケイが、あきれたように言いう。

　旅りょ館かんの夕ゆう食しょくもおいしかったけどさ、お祭まつりは別べつ腹ばらなのっ！

　ケイはなにも言いわずに、肩かたをすくめてる。

　ふ～んだ。

　ケイが食たべないんなら、わたしだけおいしいもの、食たべちゃおうっと。

「アスカ、射しゃ的てきで勝しょう負ぶしない？」

　美み華か子こさんが、近ちかくにある、屋や台たいを指ゆびで示しめす。

　屋や台たいには、「射しゃ的てき」と大おおきく書かかれた看かん板ばんが、かかってる。

　へえ～。

　おもしろそうっ！

　しかも、美み華か子こさんと勝しょう負ぶなんて、燃もえてくるし！

「いいですよ！　こないだの、リベンジさせてもらいますっ！」

　レッドで会あったときは、美み華か子こさんに負まけちゃったしね。

　負まけっぱなしって、やっぱりくやしいもん。

「射しゃ的てきで勝かっても、リベンジにはならないだろう」

　ケイが、表ひょう情じょうを変かえずに言いう。

　むぅ……。

　そうかもしれないけど、気き持もちの問もん題だいなの！

　それと、お祭まつりなんだから、少すこしはケイも、楽たのしそうにしたらいいのに。

　それじゃあ、そこにかかってる、おめんと変かわらないよ。

「先せん攻こうと後こう攻こうを決きめて、１発ぱつずつ撃うっていきましょう。どっちが、より大おおきな景けい品ひんを落おとせるかで勝しょう負ぶ。……どう？」

　うんっ！

　それなら、不ふ公こう平へいはなさそうだし、いいと思おもいます。

「なら、先せん攻こう後こう攻こうは、これで決きめましょう」

　そう言いって、美み華か子こさんは巾きん着ちゃくから、コインを出だす。

　見みたことない、７角かく形けいの形かたちで銀ぎん色いろをしてる。

　コインに描えがかれてるのは、女じょ性せいの横よこ顔がおみたい。

　なんのコインだろう？

「50ペンス硬こう貨かですね」

　ケイが、コインをちらりと見みただけで、言いった。

　ペンス？

「イギリスのお金かねだ。20ペンスと50ペンスは、７角かく形けいをしてる。描えがかれている女じょ性せいは、イギリスの女じょ王おうだ」

　へえ～。

　７角かく形けいのお金かねって、おもしろい！

「その50ペンスは、２００８年ねん以い降こうの新あたらしいものですよね？」

「ええ、そうよ」

　ケイの質しつ問もんに、美み華か子こさんが笑え顔がおでうなずくと、50ペンスを裏うら返がえした。

　そこに描えがかれてるのは……なにこれ？

　模も様ようなんだけど、途と中ちゅうで切きれてるみたいで、なんだか変へん。

　これって、本ほん当とうにちゃんとしたお金かねなの？

「もちろん、本ほん物ものだ。50ペンスをふくむ、イギリスの硬こう貨かは、２００８年ねんに新あたらしいものに、変へん更こうされた。そのデザインでは、硬こう貨か６枚まいをパズルのように組くみ合あわせると、１つの絵え柄がらになるように、なっている」

　へ？

　お金かねがパズルになってるわけ!?

「そうだ。６枚まいの硬こう貨かを合あわせると、イギリス王おう室しつの紋もん章しょうの盾たてになる。つまり、50ペンス１枚まいでは、いったいなにが描えがかれているのか、わからないんだ」

　そうなんだっ！

　ってことは、あと５枚まいないと、デザインが見みられないのかぁ。

　ちょっと残ざん念ねん。

「旅りょ館かんにもどったら、見みせてあげるわ。ほかの硬こう貨かも持もってるから」

　美み華か子こさんが、巾きん着ちゃくを少すこし持もち上あげてみせる。

　あっ！

　持もってるんだ！

　じゃあ、あとで見みせてもらおうっと。

　……ところで、え～と。

　なんでその話はなしになったんだっけ？

「このコインで、先せん攻こう後こう攻こうを決きめるって話はなしよ」

　そうだった……。

　コインってことは、裏うら表おもてを当あてるやつですよね。

　テレビでやってるのを、見みたことがある。

「そう。女じょ王おうの横よこ顔がおのほうが表おもてで、盾たてのほうが裏うらよ」

　ピン、と美み華か子こさんは、コインを親おや指ゆびではじくと、空くう中ちゅうでクルクル回かい転てんさせて、手ての甲こうで表おもて裏うらがわからないように、キャッチする。

「好すきなほうを選えらんで」

　美み華か子こさんが、わたしを見みる。

　ん～。

　もしかしたら、落おちてくるときに、裏うら表おもてが見みえるかもって思おもったけど、美み華か子こさんはきっちりガードしてて、ぜんぜん見みえなかった。

　ここは、勘かんにたよるしかないっ！

「表おもてで！」

「じゃあ、私わたしは裏うらね」

　美み華か子こさんは、コインを隠かくしていた手てをどける。

　コインに描えがかれているのは…………女じょ王おうの横よこ顔がお。

　よし！

「アスカの勝かちね。じゃあ、先せん攻こう後こう攻こう、どっちにする？」

　もちろん決きまってる。

「先せん攻こうです！」

「なら、私わたしは後こう攻こう。弾たまは５発はつずつね」

　美み華か子こさんは、余よ裕ゆうたっぷりに、後うしろに下さがる。

　代かわりに、前まえに出でたわたしは、おっちゃんから射しゃ的てき用ようの銃じゅうを受うけとる。

「なんだか、おもしろいことになってるね。お嬢じょうちゃん、がんばんな」

　白しろいタオルを、はちまき代がわりにしてるおっちゃんは、そう言いって、歯はを見みせて笑わらう。

　もしかして、屋や台たいに迷めい惑わくかも、と思おもってたけど、どうやら射しゃ的てき屋やのおっちゃんも、この勝しょう負ぶを楽たのしんでくれてるみたい。

　それなら、おもいっきり本ほん気きで、勝しょう負ぶしちゃおう！

　わたしは、銃じゅう口こうにコルクの弾たまを詰つめると、景けい品ひんに向むけて銃じゅうをかまえる。

　わたしのすぐ目めの前まえには、横よこ長ながのテーブルがあって、そこから景けい品ひんを撃うたなきゃいけない。

　射しゃ的てきの景けい品ひんがならんでいるのは、２メートルぐらい先さきの台だいの上うえ。

　二段だんになっていて、下したの段だんには小ちいさなお菓か子しの箱はこやトランプ、ペンとかの文ぶん房ぼう具ぐみたいな、倒たおしやすそうなもの。

　上うえの段だんには、ぬいぐるみに、箱はこに入はいったプラモデルとか、大おおきなものがおいてある。

　今こん回かいの勝しょう負ぶは、一いち番ばん大おおきなものをとったほうが勝かち、だもんね。

　当とう然ぜん、ねらいは上うえの段だん！

　わたしは、テーブルに身みを乗のりだして、腕うでを固こ定ていする。

　こうすれば、銃じゅうがぶれて、はずれる心しん配ぱいがない。

　ねらうのは……あのクマのぬいぐるみ！

　台だいの上うえにすわってるけど、見みた目めよりは、不ふ安あん定ていそうだし。

　わたしは左ひだり目めをつぶって、ねらいを定さだめる。

　パンッ

　引ひき金がねを引ひくと、いきおいよくコルクの弾たまが、クマに向むかってとんでいく。

　うまく撃うてたっ！

　ぽん、とコルクの弾たまは、クマのあごのあたりに当あたる。

　……だけど、ちょっとだけ、ゆらりと動うごいたクマは、なにごともなかったように、すわったまま。

　えーっ！

　ぜんぜん、ダメじゃん。

　うまく当あたったと、思おもったのに。

　わたしは、肩かたを落おとして、後うしろに下さがる。

「アスカは、欲よくばりすぎなのよ」

　美み華か子こさんは、銃じゅうを受うけとると、片かた手てで持もって腕うでを伸のばす。

　パンッ　パタン

　下したの段だんのお菓か子しの、どまんなかに命めい中ちゅうした弾たまは、そのまま、お菓か子しを後うしろに倒たおす。

　ああっ！

「これで、私わたしのリードね」

　美み華か子こさんが、倒たおしたお菓か子しを、おっちゃんから受うけとる。

　う～ん。

　わたしも、小ちいさいのからねらっていくべきかなぁ……。

　倒たおせなきゃ、しょうがないし……ううん！

　弱よわ気きじゃダメ。

　ここは、クマをねらっていく！

　わたしは、２発はつ目め、３発ぱつ目め、４発ぱつ目めと、クマをねらったけど、なかなか倒たおれない。

　ゆらゆらと、ゆれはするんだけど……。

　その間かんも、美み華か子こさんは、お菓か子しの箱はこを落おとしていく。

　ああもう！

　わたしは、最さい後ごの５発はつ目めの弾たまを、銃じゅうにつめる。

「……クマのひたいをねらうといい」

　それまで、だまって見みていたケイが、ぼそりと言いった。

[image: ]

　ケイ？

　もしかして、アドバイスしてくれたの？

　ひたい……ひたいかぁ。

　うんっ！

　わたしは、銃じゅうをかまえる。

　ねらいはクマのひたい。

　ケイの言いうことを、信しんじてみる。

　ねらいを定さだめる。

　引ひき金がねを引ひいた。

　パンッ

　コルクの弾たまが、クマのひたいに向むかって、まっすぐに飛とんでいく。

　ポンッ、と弾たまがクマのひたいに当あたると、ゆらりと大おおきくゆれる。

　倒たおれてっ！

　……バタッ

　音おとをたてて、クマのぬいぐるみが、後うしろに寝ねっころがるように倒たおれる。

　やったっ！

「おおっ。お嬢じょうちゃん、よく倒たおしたね。ほら」

　おっちゃんが、倒たおれたクマのぬいぐるみを、わたしてくれる。

　へへ～ん。

「美み華か子こさん、これで逆ぎゃく転てんだよ」

　わたしは、美み華か子こさんにぬいぐるみを、見みせる。

「あらら。まさか、それを倒たおしちゃうとはね」

　美み華か子こさんの最さい後ごの１発ぱつ。

　上うえの台だいの、プラモデルの箱はこをねらったけど、倒たおれなかった。

「勝かったっ！」

　わたしは、飛とびあがって、ガッツポーズをする。

　ケイの言いうとおり、レッドの負まけとは関かん係けいないかもしれないけど、それでも、負まけっぱなしよりは、いいもんね。

「あ～あ。まさか、あのぬいぐるみが、倒たおれるとは思おもわなかったわ」

　美み華か子こさんが、残ざん念ねんそうに言いう。

「……最さい後ごの１発ぱつ、ケイはなにをアドバイスしたの？」

　ぎくぅ。

　もしかして美み華か子こさん、ケイがわたしにアドバイスを言いったのに、気きづいてた……？

「もちろん。見みのがさないわよ。でも、ルール違い反はんとは言いわないわ。あなたたちは、２人ふたりでレッドなんだし」

　美み華か子こさんは、そう言いって、にっこり笑わらう。

　２人ふたりで勝かったってことかぁ。

　それはそれで、いいかも！

　ところで、わたしも気きになるんだよね。

　さっきの、ケイのアドバイスって、どういうことだったの？

「かんたんだ。あれだけ大おおきなぬいぐるみは、ふつうにコルクの弾たまを当あてても、倒たおれない。それなら、コルクの弾たまに、それ以い上じょうの力ちからを出ださせればいい」

　それ以い上じょうの力ちから？

「てこの原げん理りを使つかったんだ。クマのひたいに当あてることで、より効こう率りつ的てきに力ちからが加くわわる。それしか、あのクマを倒たおす方ほう法ほうはない」

　てこの原げん理り……たしか、前まえにもケイに聞きいたような……。

　あっ、そうだ！

　わたしたちの最さい初しょの事じ件けん！

　あのとき、銅どう像ぞう倒たおしたのも、てこの原げん理りじゃなかったっけ？

「アスカにしては、よく覚おぼえてるな。３歩ぽ歩あるいたら、忘わすれてるかと思おもったが」

　あのね！

　そのことわざなら、知しってるよ。

　こないだ、国こく語ごの授じゅ業ぎょうでやってたもん。

　ニワトリのことでしょ！

「なるほど。ニワトリよりは、覚おぼえはいいということか」

　ケイは、まじめな顔かおで、うなずいてる。

　くぅ……もう！

「あなたたちは、いいコンビみたいね」

　美み華か子こさんが、クスクス笑わらってる。

　いいコンビって、わたしばっかり、ひどいこと言いわれてるんですけど！

「そう？　まあ、いいじゃない。勝しょう負ぶしたら、私わたしもおなか減へっちゃったわ。アスカも食たべるでしょ」

　もちろん、食たべますっ！

　さっきから、おいしそうなにおいばっかりで、おなかがグーグーいってるぐらいだし。

「じゃあ、なにから食たべる？」

　美み華か子こさんが、きいてくる。

「まずは焼やきそばから！　それに、りんごあめにベビーカステラ！」

「いいわね。それで行いきましょう」

　わたしと美み華か子こさんは、焼やきそば屋やさんの屋や台たいに向むかう。

「……太ふとるぞ」

　後うしろから、ケイがついてきながら、あきれたように言いった。

　聞きこえてるよ！

　ちゃ～んと、食たべた以い上じょうに動うごくから、だいじょうぶなの！

　それと、太ふとるとか、女おんなの子こに向むかっていったら、ダメだからね！







　　　　９　だ……代だい役やくっ!?




「ふぅ……食たべた、食たべた」

　お祭まつりから、旅りょ館かんにもどる帰かえり道みち。

　わたしたち３人にんは、夜よ風かぜにあたりながら、歩あるいていた。

　遠とおくなっていく、太たい鼓こや笛ふえの音おとが、少すこしさびしい。

「焼やきそば、りんごあめ、ベビーカステラ、わたあめ、たこ焼やき、かき氷ごおり、アメリカンドックに牛ぎゅうくし、イカ焼やき……どういう胃い袋ぶくろをしてるんだ」

　となりを歩あるくケイが、わたしのおなかを、いぶかしげな目めで見みてる。

　こらっ、じろじろ見みないっ！

　ふつうの胃い袋ぶくろだってば。

　わたしは、おなかをおさえて、横よこを向むく。

「楽たのしめたみたいで、よかったわ」

　先さきを歩あるく美み華か子こさんが、わたしたちをふり返かえって、言いった。

　食たべ物もの以い外がいにも、金きん魚ぎょすくいにヨーヨー釣つりもやったし。

　うんっ！　大だい満まん足ぞく。

「今日きょうで満まん足ぞくしちゃったらダメよ。明日あしたが神しん事じの本ほん番ばんなんだから。それにターゲットもね」

　美み華か子こさんが、そう言いって肩かたをすくめる。

　もちろん、わかってますって。

　明日あした、神しん事じがある。

　宝ほう物もつ庫この場ば所しょをさぐるなら、そのときしかない。

　そのことは、ケイからも聞きいてる。

　８年ねんに一いち度どしかないチャンス。

　２代だい目め怪かい盗とうレッドとして、美み華か子こさんに認みとめてもらって、お母かあさんたちのペンダントも、取とりもどすのは、明日あしたしかない。

　それを逃のがしたら、また８年ねん後ごになっちゃうかも。

　だから、遊あそぶのは旅りょ館かんにもどるまで。

　そこからは、怪かい盗とうレッドとして、動うごかなきゃね。

　しばらく歩あるくと、旅りょ館かんが見みえてくる。

　……あれ？

　なんだか、旅りょ館かんの前まえに人ひとだかりができてる。

　旅りょ館かんのお客きゃくさん？

　でも、まだお祭まつりは続つづいてるし、帰かえり道みちを歩あるいてる人ひとも少すくない。

　近ちかづいていくと、話はなしてる声こえが聞きこえてくる。

「神しん事じはどうするんだ！　巫み女こ様さまがこんなんじゃ、とてもじゃないが、神しん事じを行おこなえないだろ！」

　大おおきなおじさんの声こえ。

　どうやら、明日あしたの神しん事じについて話はなしてるみたい。

　花か梨りんさんがケガをしたから、神しん事じをどうするかってこと？

　あのあと、中ちゅう止しになるって話はなしも、聞きこえてこなかったから、だいじょうぶかと思おもってたのに。

　旅りょ館かんの前まえにいるのは、10人にんぐらいの、40代だいから70代だいぐらいの男おとこの人ひとたち。

　それぞれ、着き物ものやＴシャツ姿すがたなど、かっこうはバラバラ。

　そのまんなかにいるのは……花か梨りんさん!?

「もうしわけありません。わたしの不ふ注ちゅう意いで……」

　花か梨りんさんが、頭あたまを下さげている。

　不ふ注ちゅう意いって、おそってきたやつらが、悪わるいんじゃん！

　なんで、花か梨りんさんが、あやまらなきゃいけないの！

　よく見みると、花か梨りんさんの近ちかくに、病びょう院いんで見みた花か梨りんさんのお父とうさんの姿すがたもある。

　だけど、まわりの男おとこの人ひとたちから、責せめるような視し線せんをあびて、身みをちぢこませてる。

「どうやら、島しまの有ゆう力りょく者しゃたちって、ところみたいね」

　美み華か子こさんが、男おとこの人ひとたちを見みて、言いった。

　島しまの有ゆう力りょく者しゃ？

　なんで、その人ひとたちが、花か梨りんさんを責せめなきゃいけないんですか。

「明日あしたの神しん事じのことだろう。神しん事じは、この島しまにとって、色いろ々いろな意い味みで重じゅう要ようだからな」

　ケイが答こたえる。

　色いろ々いろな意い味み？

　首くびをかしげていると、男おとこの人ひとたちが話はなしてるのが、聞きこえてくる。

「巫み女こ様さまがこの様よう子すじゃ、神しん事じを中ちゅう止しにしなきゃならん」

　白しろいひげをあごにたくわえた、おじいさんが言いう。

「中ちゅう止しにするわけにはいかん！　長ながい島しまの歴れき史し上じょう、一いち度どたりとも、中ちゅう止しになどなったことがないんだ。神かみの怒いかりをかうぞ」

　べつのおじいさんが、首くびをふる。

「そうだ。それに、中ちゅう止しになんてしたら、島しまに来きてる観かん光こう客きゃくが怒おこりだすぞ。８年ねんに一いち度どのこの神しん事じが、大おおきな島しまの収しゅう入にゅう源げんなんだ！」

　若わかい男おとこの人ひとが、強つよく言いう。

「そうだな。このさい、巫み女こ様さまには舞ぶ台たいに立たってもらい、動うごける範はん囲いで、舞まってもらえばいい」

「ダメだ、ダメだ！　神しん事じの伝でん統とうをないがしろに、するつもりか」

　みんな意い見けんがバラバラ。

　ぜんぜん、まとまりそうにない。

　つまり、伝でん統とうのためとか、島しまの収しゅう入にゅうのためとか、そういうこと？

　そんなの、花か梨りんさんには関かん係けいないじゃん！

　でも、ここからでも見みえる。

　花か梨りんさんは、自じ分ぶんのことなのに、なに１つ口くちをはさまずに、うなだれて、じっとだまってる。

　あんなのおかしいっ！

　よってたかって、花か梨りんさんを、いじめてるようなもんじゃん。

　助たすけなきゃ！

　わたしが、人ひとだかりに向むかいかけるより先さきに、美み華か子こさんが動うごいた。

「あのぉ……みなさん」

　美み華か子こさんが、人ひとだかりの後うしろから、声こえをかける。

　ギョッとしたように、男おとこの人ひとたちが、わたしたちをふり返かえる。

　今いままで、わたしたちのことに、気きづいてなかったみたい。

　けげんそうに見みる視し線せんが、美み華か子こさんに集あつまる。

「だれだ、あんたたちは」

「この旅りょ館かんの、お客きゃくですよ」

　美み華か子こさんは、平へい気きな顔かおで答こたえる。

　視し線せんなんて、まるっきり感かんじてる様よう子すがない。

「部ぶ外がい者しゃは、だまっていてくれ。今いま、大だい事じな話はなしをしてるんだ」

「巫み女こ様さまが舞まえなくなって、こまっているんじゃないですか？」

　美み華か子こさんが、愛あい想そのいい笑えみをうかべつつ、言いった。

「!?」

　男おとこの人ひとたちが、おどろいた顔かおで、美み華か子こさんを見みる。

「なんでそれを、知しっている」

　突つき刺さすような目めで、若わかい男おとこが美み華か子こさんにきく。

　だけど、美み華か子こさんは平へい気きな様よう子すで、笑えみをうかべたまま。

「みなさん、違ちがうの。あの２人ふたりが、わたしを助たすけてくれたから、それで知しってるんです」

　だまっていた花か梨りんさんが、声こえを上あげる。

「助たすけた？　この子こたちが？」

　今こん度どは、わたしとケイに、視し線せんが集あつまる。

　うぅ……。

　ひるみそうになるけど、わたしは顔かおを上あげて、視し線せんを受うけとめる。

「なるほど……だが、部ぶ外がい者しゃであることには、変かわりない」

「それはわかっています。ただ、お困こまりのようなので。みなさんの問もん題だいは、とりあえずでも、巫み女この代かわりに舞まいがおどれる子こがいれば、解かい決けつしますよね？」

　ん？

　どういうことだろう。

　それは、そんな人ひとがいれば、解かい決けつするかもしれないけど……。

「たしかに、そういうことにはなるが、巫み女この舞まいは、一いっ子し相そう伝でん。ほかのものは舞まえない。これからだれかに準じゅん備びさせたくとも、一いっ朝ちょう一いっ夕せきで舞まえるようなものでもない」

　だよね。

　わたしも、そう聞きいたもん。

　美み華か子こさんが、ちらりとわたしを見みる。

　へ？　なに？

「もし、教おしえていただけるなら、この子こ、一ひと晩ばんで覚おぼえて舞まえますよ」

　そう言いって、美み華か子こさんが伸のばした指ゆびの先さきが……わたしをさしてる。

　は、はい？

　わたし!?

　ちょ、ちょっと美み華か子こさん！

　そんなムチャクチャな……。
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「舞まえるでしょ？　……神しん事じが中ちゅう止しになってもいいの？」

　美み華か子こさんが、小こ声ごえで言いう。

　えっ……。

　たしかに、それは困こまるけど。

「それは本ほん当とうか？　本ほん当とうに、できるのか？」

　白しろひげのおじいさんが、美み華か子こさんとわたしを、交こう互ごに見みる。

「もちろん、本ほん当とうです」

　美み華か子こさんが、まじめな顔かおでうなずく。

　とたんに、男おとこの人ひとたちが、顔かおを見みあわせて話はなし合あいをはじめる。

「この子こにたのめば、中ちゅう止しにする必ひつ要ようもなくなる！」

「いやしかし！　巫み女この舞まいを、部ぶ外がい者しゃに教おしえるわけには……」

「そんなことを言いっている場ば合あいか！　中ちゅう止しにするより、よほどいい。どれだけの損そん害がいになると、思おもっているんだ」

「伝でん統とうを守まもるためだ。いたしかたあるまい」

　男おとこの人ひとたちは、しばらく話はなしあっていたけど、話はなしがまとまったらしく、そろってわたしたちのほうを向むく。

「ぜひとも、たのみたい」

　白しろひげのおじいさんが、代だい表ひょうして言いった。

　ほ、ほんとに!?

　わたしが、巫み女こをやるわけ！

　う、うそでしょ……。

「……取とりもどせなくてもいいの？」

　とまどっているわたしに、美み華か子こさんが、つぶやくようにつげる。

　それを言いわれると、なにも返かえせないけどさぁ。

　もし、わたしが代だい理りの巫み女こをしなかったら、神しん事じが中ちゅう止しになるかもしれない感かんじだったし。

　そうなったら、神しん具ぐの場ば所しょもわからなくなる。

　それは困こまるんだよね。

「さあ、さっそく練れん習しゅうをはじめてくれ。場ば所しょは旅りょ館かんの一いっ室しつを用よう意いする」

　男おとこの人ひとたちに、急せかされて、わたしは旅りょ館かんの中なかに、連つれて行いかれる。

　ああもう！

　ここで、やれるか考かんがえてたって、しょうがない。

　やるしかないんだもん！

　明日あしたまでに、なんとか舞まいを覚おぼえる。

　うまくいけば、宝ほう物もつ庫この場ば所しょも、かんたんにわかるかもしれないし。

　うん！

　悪わるいことじゃない。

　とにかく今いまは、舞まいを覚おぼえよう！







　　　　10　花か梨りんさんの悩なやみ




　案あん内ないされたのは、旅りょ館かんの座ざ敷しきの一いっ室しつ。

　畳たたみがしかれていて、12畳じょうぐらいの広ひろさがある。

「この部へ屋やなら、多た少しょうの音おとは、ほかのお客きゃく様さまにも気きづかれませんし、練れん習しゅうにはいいと思おもいます」

　部へ屋やに案あん内ないしてくれた、30代だいぐらいの仲なか居いさんが、そう言いった。

「はい……十じゅう分ぶんです。ありがとうございます」

　花か梨りんさんが、お礼れいを言いったので、わたしもあわせて、頭あたまを下さげる。

「……それでは巫み女こ様さま、お願ねがいいたします」

　うやうやしく頭あたまを下さげて、仲なか居いさんが、部へ屋やのふすまを閉しめた。

　ふぅ……。

　やっと、人ひとの視し線せんから解かい放ほうされて、わたしはホッと息いきをつく。

　この部へ屋やにくるまで、ずっとあの島しまの有ゆう力りょく者しゃって、人ひとたちがついてまわってきたんだもん。

　一いち度ど、部へ屋やにもどって、着き替がえてたときも、部へ屋やの外そとで、ずっと待まってるしさ。

　女おんなの子この着き替がえを、なんだと思おもってるんだか！

　そんなわけで、わたしは、今いま、動うごきやすい短たんパンにＴシャツ姿すがた。

　ちょっとはなれて、立たっている花か梨りんさんは、仲なか居いさんの服ふくに似にた、和わ服ふく姿すがたのままでいる。

「……まさか、こんなことになるなんて……」

　そう言いいながら、花か梨りんさんが、深ふかいため息いきをつく。

「アスカちゃん、本ほん当とうによかったの？」

　花か梨りんさんが、きいてくる。

　ずっと人ひとの目めがあったこともあって、花か梨りんさんと話はなせなかったんだよね。

「よかったって、巫み女こさんの代だい理りを引ひきうけたこと、ですか？」

「そうよ。本ほん番ばんは明日あしたの夜よるなのよ……荷にが重おもいんじゃない？」

　まあ、たしかにちょっときびしい。

　でも、やれるかやれないかって、考かんがえてる場ば合あいでもないんだよね。

　やらなきゃいけない。

　２代だい目め怪かい盗とうレッドとして認みとめてもらうための試し験けんだし、お母かあさんたちのペンダントのためでもあるし。

「……わたしにも、ちょっと事じ情じょうがあって、神しん事じが中ちゅう止しになると、こまっちゃうんですよ」

　くわしく説せつ明めいできないし、それぐらいしか、花か梨りんさんには言いえない。

「神しん事じかぁ……」

　花か梨りんさんは、ため息いきまじりに言いった。

　なんだろう？

　神しん事じがいやだったのかな。

　たった１人ひとりの、島しまの巫み女ことして、舞まいをおどるのって、たしかに大たい変へんなことだとは思おもうけど。

　でも、それだけじゃない気きがする。

　もしそうなら、わたしが旅りょ館かんにきたときに見みた、あの花か梨りんさんみたいな舞まいは、おどれないと思おもう。

　あんな、見みとれてしまうような舞まいは。

「花か梨りんさん、ため息いきついてる場ば合あいじゃないですよ。時じ間かんがないんですから、さっそくお願ねがいします！」

　わたしが言いうと、花か梨りんさんは覚かく悟ごを決きめたように、扇せん子すを取とりだした。

　どうやら、あれを神しん具ぐに見み立たてるみたい。

「そうね、じゃあ、まずは最さい初しょの型かたから……」

　花か梨りんさんが、上じょう半はん身しんだけ動うごかして、型かたを見みせてくれる。

　さあて！

　今いまは、レッドもペンダントのことも、ひとまずおいといて、舞まいに集しゅう中ちゅうしなきゃ。

　わたしが、舞まいを覚おぼえられなかったら、始はじまらないもんね！







「ふぅ……さすがに、つかれたぁ！」

　わたしは、畳たたみの上うえで大だいの字じになる。

　行ぎょう儀ぎが悪わるいのはわかってるけど、さすがに慣なれない動うごきばっかりで、汗あせだく。

　部へ屋やの時と計けいを見みると、夜よ中なかの２時じをまわってる。

　４時じ間かん以い上じょう、ぶっとおしで練れん習しゅうしてたことになる。

「すごいね、アスカちゃん！　あっという間まに、型かたを覚おぼえちゃったじゃない。わたしなんて、型かたを覚おぼえるだけで半はん年としはかかったのに」

「体からだを動うごかすのは、得とく意いなんです」

　とはいうものの、さすがに、体からだのあちこちが、ギシギシいってる。

　舞まいって、ふだん使つかわない筋きん肉にくとかを、使つかうみたい。

　それに、花か梨りんさんが半はん年としかかったのは、１つ１つの動うごきを、丁てい寧ねいに教おしえてもらったからだと、思おもう。

　今いまは、そこまでしてる余よ裕ゆうがないもんね。

「でも、まだ指ゆび先さきの動うごきとか、細こまかいところを、直なおしていかないと……」

　ですよね……。

　わたしにも、よくわかってる。

　とてもじゃないけど、花か梨りんさんの舞まいには、遠とおく及およばないってことは。

　何なん年ねんも練れん習しゅうを積つんできたから、花か梨りんさんはあんな舞まいが、おどれるんだろう。

　それを、ほんの一ひと晩ばんで、わたしが覚おぼえるなんて、本ほん当とうはムリなんだよね。

　だから、形かたちだけの舞まいになっちゃう。

　そんな舞まいで、神しん事じを楽たのしみに、島しまに来きた人ひとたちにいいのかな、と思おもうんだけど……。

　あの島しまの有ゆう力りょく者しゃっていう人ひとたちは、伝でん統とうとか、島しまの観かん光こうのことしか、考かんがえてないみたい。

「ちょっと休やすもうか。……ここまで舞まえれば、たぶん、島しまの人ひと達たちも文もん句くを言いわないと思おもうし」

　花か梨りんさんも、わたしと同おなじことを考かんがえてたらしい。

　畳たたみの上うえにすわると、大おおきく息いきをつく。

「神しん事じなんて、中ちゅう止しになっちゃえばよかったのに……」

　ぽつりと、花か梨りんさんがつぶやく。

　…………えっ？

　それってどういう……。

「あ、ごめんね！　べつに、アスカちゃんが舞まうことを、悪わるく言いってるわけじゃないんだよ」

　あわてたように、花か梨りんさんが両りょう手てを横よこにふる。

「ただ、ちょっとね……」

　花か梨りんさんは、言こと葉ばをにごす。

　その様よう子すに、わたしはピンッときた。

「あの……ちがってたら、本ほん当とうにごめんなさい」

　わたしは、ぺこりと頭あたまを下さげて、それからもう一いち度ど、花か梨りんさんに向むきなおった。

「な、なに？　とつぜん、どうしたの？」

　おどろいた顔かおで、花か梨りんさんがわたしを見みる。

「もしかして、花か梨りんさん。神しん事じが嫌きらいなんですか？」

「………………ええ。嫌きらいよ」

　しばらく間まがあってから、花か梨りんさんは、うなずいた。

　やっぱり。

　今いままでの花か梨りんさんの様よう子すから、なんとなく、そんな気きはしてたんだけど。

　でも、どうして？

　あんなに、すごい舞まいをおどれるのに。

「舞まいをおどるのは好すきよ。だけど、巫み女こであることが嫌いやなの」

　巫み女こがイヤ？

「アスカちゃんも、さっき見みたでしょ。島しまの伝でん統とうと、観かん光こうのために、巫み女こはなくてはならない存そん在ざい。それはわかってる。だけど、島しまの人ひとから、巫み女こ様さまなんて呼よばれてるのは、わたしであって『わたし』じゃない」

　ん？

　どういう意い味みですか？

「島しまの人ひとたちにとっては、わたしは中なか宮みや花か梨りんじゃなくて、島しまの巫み女こなの。だれも、『わたし』を見みてくれない。お父とうさんですら、ケガをしたとき、巫み女ことしてのわたしを心しん配ぱいしてたでしょ」

　う～ん。

　たしかに、あのとき神しん事じのことを言いってたけど。

　それだけじゃないような……。

「唯ゆい一いつ、わたしを花か梨りんとして見みてくれたのは、お母かあさんだけなの。……でも、そのお母かあさんも、もういない」

　花か梨りんさんはそう言いって、顔かおをふせる。

　この島しまに巫み女こは１人ひとり。

　たしか、美み華か子こさんもケイも、そう言いってた。

　つまりそれって、花か梨りんさんのお母かあさんは……。

「お母かあさんは、２年ねん前まえに病びょう気きで亡なくなったの」

　そういうことに、なるよね……。

「舞まいを教おしえてくれたのは、お母かあさんだった。巫み女こを継つぐためだったんだろうけど、お母かあさんの教おしえ方かたは、そんなことを感かんじさせなかった。すごく楽たのしくって。むずかしい舞まいの練れん習しゅうなのに、いつも笑わらいがたえなかったの」
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　それは、わかるかも。

　花か梨りんさんに、舞まいを教おしえてもらってるときも、きびしいというより、やさしい教おしえ方かただったし。

　でも、ただやさしいだけじゃなくて、言いってほしいところは、ちゃんとアドバイスをくれて……。

　すごく教おしえ方かたがうまい、と思おもってたけど、お母かあさんゆずりなんだ。

「だから、舞まいは好すきなの。……でも、巫み女こと神しん事じは大だい嫌きらい！」

　花か梨りんさんは、強つよい調ちょう子しで言いってから、ハッとしたように、口く調ちょうを元もとにもどす。

「いつか、巫み女こにならなくちゃいけないってことは、わたしが生うまれたときから決きまってた。古ふるい昔むかしからずっと、一いち族ぞくの女おんなの人ひとが、神かみの依より代しろとして、代だい々だい、奉ほう納のうの舞まいをおどる役やく目めを担になってきたんだもの。わたしも、生うまれたときから、島しまでは特とく別べつな存そん在ざいとしてあつかわれてきて、ふつうの女おんなの子こみたいなことはできなかった。だけど、それでもかまわなかったの」

　巫み女こ様さまって、呼よばれてるもんね。

　とても、島しまではふつうになんて、接せっしてくれる人ひとはいなそう。

　わたしなら、そんなの耐たえられないかも。

「15歳さいのとき、お母かあさんから奉ほう納のうの舞まいを、教おそわったの。すごくうれしかった。お母かあさんのあとを継ついで、わたしが巫み女こになれるんだって」

　うれしかった……？

　だったら、どうして今いまは嫌きらいなんだろう。

「そのあとすぐに、お母かあさんが亡なくなって……。亡なくなったとたんに、巫み女ことしての役やく目めは、わたしが継つがなくちゃならなくて。お母かあさんのお葬そう式しきには、たくさんの人ひとがきたわ。だけど、そのとき気きづいたの。だれもが、お母かあさんのことを『巫み女こ』としてしか、見みてないって。そして、みんなの一いち番ばんの関かん心しんは、奉ほう納のうの舞まいを、わたしが受うけ継ついでいるかどうかだったの……。教おそわっていることを聞きいたときの、みんなの安あん心しんしたような顔かお、忘わすれられない……」

　そんなのって……。

　いくら大だい事じなことだって、お葬そう式しきできくなんて……。

「わたしにとっては、たった１人ひとりのお母かあさんだったのに。……わたしだって……ただの、１人ひとりの、女おんなの子こなのに……」

　そう言いって、花か梨りんさんはギュッと、くちびるをかみしめる。

　かける言こと葉ばが見みつからずにいると、花か梨りんさんが顔かおを上あげた。

「わたしをわたしじゃなくする、巫み女ことして、舞まいをおどりたくなんてなかったの。だから、このケガは、本ほん当とうは……よかったの」

　花か梨りんさんが、自じ分ぶんの包ほう帯たいのまかれた足あし首くびを見みて、さびしげに笑わらう。

　そんな……。

　ケガしたのが、よかったなんて。

　そんなの、さびしすぎるよ。

「この旅りょ館かんで、仲なか居いさんを手て伝つだわせてもらってるのも、中なか宮みや花か梨りんとして、見みてもらいたかったからなんだよ。……なかなか、うまくいかないけどね」

　巫み女こが働はたらいてる旅りょ館かんとして、人にん気きがあるって、美み華か子こさん言いってたっけ。

　それに、ほかの仲なか居いさんからも、巫み女こ様さまって呼よばれてるみたいだし。

「どこに行いっても、中なか宮みや花か梨りんとして、見みてもらえないんだ……」

　花か梨りんさんは、泣なき笑わらいの表ひょう情じょうで、言いった。

　わたしは、言こと葉ばが出でなかった。

　花か梨りんさんの、巫み女ことしての苦く労ろうを、かんたんに「わかる」なんて、言いえない。

　がんばれ、なんてもっと言いえない。

　だから、わたしが今いま言いえるのは１つだけ。

「明日あしたの巫み女この舞まい、花か梨りんさんにかわって、がんばりますね」

　わたしは、明あかるく笑わらって言いった。







　　　　11　アスカにできること




　部へ屋やにもどると、わたしはそーっと、ドアを開あけた。

　あのあとも、練れん習しゅうを続つづけて、気きづいたら朝あさの４時じ。

　一いち度ど、部へ屋やにもどって、休やすむことにしたんだ。

　さすがに、そのまま本ほん番ばんってわけには、いかないしね。

　……って、あれ？

　部へ屋やが明あかるい。

「あら、アスカ。もうもどってきたの？」

　窓まど際ぎわにすわっていた美み華か子こさんが、あたりまえのように、きいてくる。

　なんで、美み華か子こさん起おきてるんですか！

　まだ、こんな早はやい時じ間かんなんですけど。

「２、３時じ間かんは寝ねたわよ。でも、アスカががんばってるのに、寝ねてるっていうのもね。ケイも同おなじみたいだし」

　そう言いって、美み華か子こさんは、目めで部へ屋やの奥おくを示しめす。

　そこには、ノートパソコンのキーボードを、見みえないような指ゆびさばきで、打うちこんでるケイがいた。

　ケイまで、起おきてたわけ!?

「……予よ定ていしていた計けい画かくに、変へん更こうが必ひつ要ようだったからな」

　あたりまえのように、ケイが言いう。

　それはそうかも、しれないけど。

「それより、そっちはどう？　舞まえそう？」

　美み華か子こさんの質しつ問もんに、わたしはくちびるをとがらす。

「形かたちにはなりそうですけど、花か梨りんさんみたいには、とてもじゃないけど、ムリです。美み華か子こさんも、わかってると思おもいますけど」

　一ひと晩ばんで覚おぼえられるのは、本ほん当とうに形かたちだけ。

　それでも、花か梨りんさんはすごい上じょう達たつっぷり、ってほめてくれたけど……。

「むこうは、ずっと巫み女ことして、舞まいの練れん習しゅうをしてきたんだもの。そんなの当とう然ぜんよ」

　でも、やっぱりわたしが、巫み女ことして舞まいをおどるなんて、いいのかなって。

　神しん事じを、中ちゅう止しにさせないためとは、いっても。

「やめたければ、やめてもいいわよ。だけど、そうしたら、神しん事じは中ちゅう止しになるけどね」

　美み華か子こさんは、小ちいさく笑わらって、立たちあがる。

　うぅ……。

　そう言いわれちゃうと、なにも言いえないですけど。

　でも、なんか引ひっかかるんだよね。

「それに、もう１つの問もん題だいもあるしね」

　もう１つ？

「ニックのこと。まだ、あきらめてるとは、思おもえないでしょう。今こん夜や、アスカが花か梨りんさんについていたことで、問もん題だいが起おきなかった……とも考かんがえられない？」

　あっ！

　もしかして、そのために、わたしを巫み女こに推すい薦せんしたんですか!?

「それもある、っていうだけ。これからおそわれないとも、限かぎらないし。舞まいを教おしえるなら、一ひと晩ばん中じゅう、いっしょでしょ」

　たしかに……。

　そんなことまで、美み華か子こさん、考かんがえてたんだぁ。

　さすが、初しょ代だい怪かい盗とうレッドだっただけは、あるよね。

「でも、ケイはすぐに、私わたしの意い図とには、気きづいてたみたいだけど」

　えっ、そうなの！

　そんなこと、一ひと言ことも言いってなかったのにぃ！

　わたしは、ジロリとケイを見みる。

　ケイは、さっきと変かわらず、ノートパソコンに向むかってる。

　あいかわらず、なにを考かんがえてるのかは、さっぱり。

　プルルルルル

　そのとき、どこかで電でん話わの呼よび出だし音おんが鳴なった。

「あ、私わたしだわ。ごめん、仕し事ごとの電でん話わみたい。ここ電でん波ぱが悪わるいから、ちょっと外そとで話はなしてくるわ」

　美み華か子こさんは、携けい帯たい電でん話わを操そう作さしながら、部へ屋やの外そとに出でていく。

　話はなし声ごえが、だんだんと小ちいさくなって、ドアの閉しまる音おとがして、完かん全ぜんに聞きこえなくなる。

　わたしは、部へ屋やにしかれていた布ふ団とんの上うえに、ゴロンと横よこになる。

　ふかふかの布ふ団とんは、横よこになるだけで、眠ねむ気けをさそう。

　少すこし眠ねむってもいいけど、その前まえに、ケイと少すこし話はなしがしたかった。

「……ありがと、ケイ。起おきて待まっててくれたんだ」

「……言いっただろ。調しらべ物ものがあっただけだ」

　ケイが、そっけなく答こたえる。

「うん……そうなんだけど」

　舞まいの練れん習しゅうしてる間あいだに、ケイもいっしょに、がんばっててくれたことが、うれしかったりして……口くちには出ださないけど。

「明日あした……いや、もう今日きょうか。そのためにも、少すこしでも、眠ねむっておいたほうがいい」

　そうなんだけど、体からだはつかれてても、舞まいを覚おぼえるのに集しゅう中ちゅうしてたから、頭あたまは冴さえちゃってるんだよね。

　眠ねむれるかなぁ……。

「ねえ、ケイ。……眠ねむくなるまで、ちょっと話はなしてていい？」

　ケイは、首くびをわずかにうなずかせる。

「ケイはさ……花か梨りんさんのお母かあさんのこと、知しってた？」

　黙もく々もくと、キーボードの上うえに指ゆびを走はしらせている、ケイに、わたしはきく。

「ああ。知しってた」

　やっぱり。
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　ケイなら、調しらべててあたりまえか。

「花か梨りんさん、お母かあさんだけが、自じ分ぶんのことを中なか宮みや花か梨りんとして、見みてくれたって、言いってた。今いまは巫み女ことしてしか、みんな見みてくれないって」

「…………」

　ケイは、だまってきいてる。

「神しん事じのことも、嫌きらいだって。ケイが思おもい出での話はなしをしてくれたけど、思おもい出でって、持もってるとつらいときもあるのかもって、花か梨りんさん見みて思おもっちゃった。だって、花か梨りんさん、お母かあさんのこと話はなすとき、泣なきそうな顔かおしてるんだもん」

　わたしは、窓まどから外そとを見みあげる。

　もう、日ひが昇のぼってる。

　日ひが差さしこんできて、布ふ団とんを照てらす。

「本ほん当とう言いうとさ。わたし、お母かあさんたちが見みた巫み女この舞まい、見みてみたかったんだよね。だけど、自じ分ぶんで舞まうことになっちゃって……そのことが、ちょっと残ざん念ねん」

　わたしは、いきおいをつけて体からだを起おこす。

「ま、神しん事じを中ちゅう止しにしないためだし、しかたがないけどね」

　わたしの言こと葉ばに、ケイが顔かおを上あげて、こちらを見みる。

「……あきらめるのか？」

　えっ？

　わたしは、ケイの言こと葉ばにふり返かえる。

　ケイが、徹てつ夜や明あけの、少すこし眠ねむそうな目めで、わたしを見みつめてる。

「母かあさんたちが見みた、本ほん当とうの巫み女この舞まい、見みてみたいんだろ」

　そりゃそうだけど……。

　花か梨りんさんは、ケガしちゃってるし。

　だから、わたしが代かわりってことに、なったんじゃん。

　ケイは、小ちいさく息いきを吐はくと、はっきりとした口く調ちょうで言いった。

「──方ほう法ほうはある」







　　　　12　宝ほう物もつ庫こはどこに!?




　神しん事じ本ほん番ばんの２時じ間かん前まえ。

　わたしは、旅りょ館かんの部へ屋やで、舞まいの最さい終しゅうチェック中ちゅう。

「うん。すごくよくなったよ。これなら、だいじょうぶ」

　おどり終おえたわたしに、笑え顔がおで花か梨りんさんが言いった。

「ほんとですか？」

「ほんとほんと！」

　そう言いってから、花か梨りんさんの表ひょう情じょうがくもる。

「……ごめんね、アスカちゃん」

　花か梨りんさんが、申もうしわけなさそうに、あやまる。

「ええっ！　いいですよ、気きにしないでください。ケガしちゃったのは、花か梨りんさんのせいじゃないんだし」

「……ええ」

　うなずく花か梨りんさんの表ひょう情じょうは、やっぱり暗くらい。

　だけど、それも数すう秒びょうのことだった。

「……さて、そろそろ神しん具ぐを取とりにいく時じ間かんね」

　花か梨りんさんが、そう言いって立たちあがる。

　いつもの表ひょう情じょうに、もどってる。

「神しん具ぐって、花か梨りんさんしか、ある場ば所しょを知しらないんですよね？」

「ええ。だけど、神しん具ぐを取とりにいくのも神しん事じの１つなの。さすがに、アスカちゃんに神しん具ぐの場ば所しょを教おしえて取とってきてもらうわけにはいかないから、これはわたしがやるわ」

「足あしはだいじょうぶなんですか？」

　わたしがきくと、花か梨りんさんは足あしをついて、ちょっと顔かおをしかめる。

「うん……そんなに歩あるかないし。だいじょうぶだと思おもう。神じん社じゃから、神輿みこしで途と中ちゅうまで行いくことになるから」

　神輿みこしで!?

「昔むかしからの、習ならわしなの」

「花か梨りん！　そろそろ時じ間かんだぞ」

　部へ屋やの外そとから、花か梨りんさんのお父とうさんの声こえが聞きこえる。

　どうやら、神じん社じゃまでは花か梨りんさんのお父とうさんが、車くるまで送おくるみたい。

「アスカちゃんは、ギリギリまで練れん習しゅうしてて」

　花か梨りんさんはそう言いって、部へ屋やを出でていく。

　部へ屋やのふすまが閉しまると、しんっと静しずまりかえる。

　旅りょ館かんのお客きゃくさんは、神しん事じを見みに出でかけてる。

　それに、旅りょ館かんの仲なか居いさんたちも、必ひつ要ような人にん数ずうギリギリを残のこして、神しん事じのほうにいくのを、さっき窓まどから見みた。

　少すこしすると、車くるまのエンジン音おんが聞きこえる。

　花か梨りんさんが、神じん社じゃに向むかったんだろう。

　……さて。

　ここからが、本ほん当とうのわたしの出で番ばん。

「ケイ。花か梨りんさん、出でかけたよ」

　わたしは、通つう信しん機きを取とりだし、話はなしかける。

『こっちでも確かく認にんした。動うごくぞ』

「りょーかい！」

　わたしは、その場ばですばやく、怪かい盗とうレッドのユニフォームに着き替がえる。

　窓まどから、人ひとの気け配はいがないことを確かく認にんして、外そとに出でる。

『ここからは、計けい画かく通どおりだ』

　オーケー。

　まずは神じん社じゃに向むかって、花か梨りんさんに追おいつかなきゃ！







　シャラーン　シャラーン

　あたりに鈴すずの音ねが、ひびきわたる。

　神じん社じゃから、山やまをくだる一いっ本ぽん道みち。

　道みちの端はしには、見みにきている観かん光こう客きゃくが、たくさん見みえる。

　だけど、話はなし声ごえも聞きこえてこない。

　みんな、鈴すずの音ねと、あたりをおおう神しん聖せいな雰ふん囲い気きに、気け圧おされているみたい。

　神輿みこしの姿すがたが見みえてくる。

　シャラーン　シャラーン

　神輿みこしをかついでいるのは、白しろい和わ服ふくを着きた、４人にんの男おとこの人ひと達たち。

　歩あるくのより、少すこしおそいぐらいの速はやさで、進すすんでいく。

　その小ちいさな神輿みこしの上うえに、白しろい巫み女こ装しょう束ぞく姿すがたの、花か梨りんさんが静しずかにすわっている。

　その顔かおには、巫み女このお化け粧しょうがされていて、花か梨りんさんは表ひょう情じょうを消けして、じっと前まえを見みすえている。

　まるで、きれいなお人にん形ぎょうみたい……。

　その花か梨りんさんの横よこ顔がおに、おもわず目めが、引ひきつけられる。

　きれいとか、見みなれないとか、そんなことじゃない。

　ただ、だまって見み送おくらなきゃいけないって、見みてるだけで、思おもえてくる。

　まわりの見みている人ひとたちも、雰ふん囲い気きに飲のまれてるらしく、話はなし声ごえもあまり聞きこえてこない。

　シャラーン　シャラーン

　鈴すずの音ねがひびいて、神輿みこしが進すすんでいく。
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　わたしは、山やまの木き々ぎの間あいだに、身みをひそませながら、神輿みこしの進すすむ方ほう向こうに、移い動どうをはじめる。

　葉はのすき間まから、日ひの光ひかりが差さしこむけど、林はやしの中なかは薄うす暗ぐらい。

　日ひが落おちるまでは、あと15分ふんってところかな。

　大おおきな音おとを立たてなければ、こっちに目めを向むける人ひとなんて、いそうもない。

　みんな神輿みこしと巫み女こ姿すがたの花か梨りんさんに、目めをうばわれてるんだから。

　わたしは、足あし音おとを殺ころして、木き々ぎの間あいだをぬうように、進すすんでいく。

　少すこし行いくと、道みちを白しろい和わ服ふくの、神じん社じゃの関かん係けい者しゃらしき人ひとたちが、通つう行こう止どめをしていた。

「ここから先さきは、身みを清きよめたものしか、ついていくことはできません」

　５人にんぐらいの、男おとこの人ひとたちで、がっちりと道みちを通とおれないようにしてる。

　見みにきてる人ひとたちは、素す直なおにしたがって、神じん社じゃのほうに引ひき返かえしていく。

　わたしは、その様よう子すを横よこ目めで見みながら、林はやしの中なかを通とおって、神輿みこしのあとを追おう。

　さすがに、林はやしの中なかはあまり警けい戒かいされてない。

　たまに、男おとこの人ひとが目めを向むけてくるけど、足あし音おともたてないわたしに、気きづかないみたいだしね。

　追おいつくと、神輿みこしが地じ面めんにおろされていた。

　かついでいた男おとこの人ひとたちが、神輿みこしのまわりで、ひざをついて、頭こうべをたれている。

　花か梨りんさんが、ゆっくりと立たちあがり、神輿みこしから降おりてくる。

　地じ面めんに降おりたつと、男おとこの１人ひとりが、下したを向むいたまま言いった。

「行いってらっしゃいませ、巫み女こ様さま」

「……はい」

　後うしろをふり返かえらずに、花か梨りんさんは歩あるきだす。

　でも、どこに行いくんだろう？

　神輿みこしが止とまっているのは、山やまの中なかで家いえも建たて物ものも見みえない場ば所しょ。

　あるのは、山やまに入はいっていく道みちだけ。

　こんなところに、宝ほう物もつ庫こがあるの？

　首くびをかしげていると、花か梨りんさんが少すこし右みぎ足あしを引ひきずるようにして、山やま道みちに入はいっていく。

　宝ほう物もつ庫こは山やまの中なかにあるってこと？

　でも、そんなのがあったら、ケイが調しらべたときに、気きづきそうなもんだけど……。

　とにかく、花か梨りんさんのあとについて、いってみないと。

　わたしは、花か梨りんさんに気きづかれないように、山やま道みちを歩あるいていく。

　さいわい、白しろい巫み女この装しょう束ぞくのおかげで、ちょっと遠とおくても、花か梨りんさんの姿すがたはよく見みえる。

　これなら、はぐれることはなさそう。

　……って、あぶなっ！

　とつぜん、花か梨りんさんがふり返かえったので、わたしはあわてて、木きのかげに身みを隠かくす。

　葉はのすき間まから、花か梨りんさんを見みる。

　人ひとの目めを気きにするように、あたりを見みまわしてる。

　もう、神輿みこしの姿すがたも見みえないぐらい、山やまの中なかに来きてるから、人ひとなんて、わたしと花か梨りんさん以い外がい、いるわけないのに。

　花か梨りんさんは、人ひとが見みていないことを確かく認にんすると、歩あるく速そく度どを上あげた。

　わたしも、同おなじように速そく度どを上あげて、ついていく。

　今いまのは、あぶなかったぁ……。

　いきなり、なんだもん。

　それにしても……。

　歩あるきながら、わたしは考かんがえる。

　やっぱり、ケイがにらんだ通とおりみたい。

　信しんじられなかったけど、目めの前まえで見みちゃうと、信しんじるしかない。

　でも、今いまは宝ほう物もつ庫この、場ば所しょのほうが先さき。

　花か梨りんさんは、息いきを切きらしながら、角かく度どがきつくなった、山やま道みちを進すすむ。

　神輿みこしから、15分ふんぐらい歩あるいたかな。

　また、花か梨りんさんが足あしを止とめた。

　わたしは身みを隠かくす。

　だけど、今こん度どは花か梨りんさんは、キョロキョロと軽かるくあたりを見みまわす程てい度どだった。

　たしかに、かなりの山やま奥おくで、見みてる人ひとなんて、いなそうだもんね。

　……わたし以い外がいに。

　花か梨りんさんが、立たち止どまった場ば所しょの前まえには、高たかさ３メートルぐらいありそうな、大おおきな岩いわがある。

　休きゅう憩けいってわけでも、なさそう。

　休やすむような場ば所しょもないしね。

　となると、山やま道みちはまだ続つづいているけど、この近ちかくに、宝ほう物もつ庫こがあるってこと？

　わたしは、あたりを見みまわしてみたけど、それらしい建たて物ものもないし、ほら穴あなみたいなものもない。

　そう思おもっていたら、花か梨りんさんが、目めの前まえの岩いわを手てでさわりだした。

　なにしてるんだろう……？

「……ここだ」

　さぐるように、岩いわをさわっていた花か梨りんさんが、小ちいさく言いったのが聞きこえた。

　花か梨りんさんが、手てに力ちからをこめて、岩いわを押おしてる。

　あんな岩いわが動うごくわけ…………へ？

　花か梨りんさんの押おした部ぶ分ぶんの岩いわが、ぐいっと中なかに引ひっこむ。

　すると次つぎに、岩いわのまんなかが、扉とびらのようになって、奥おくに押おしこまれるように開ひらく。

　ど、どういうことぉ!?

　あんな大おおきな岩いわに、穴あなが空あいちゃった。

『なるほどな。いくら調しらべても、わからないはずだ』

　ケイ！

　これって、どういうこと？

『見みたとおりだ。岩いわの特とく定ていの場ば所しょを押おすと、扉とびらが開ひらくようになっている。かなり大おおがかりな仕し掛かけだな。しかも、岩いわは本ほん物ものだ。岩いわの一いち部ぶをくりぬいて、あんな仕し掛かけをつくったんだろう』

　仕し掛かけって、あんな大おお岩いわに！

　つまりこれが……。

『宝ほう物もつ庫こだ』

　ケイが言いった。

　まさか、宝ほう物もつ庫こが大おおきな岩いわだなんて……。

　そりゃ、さがしたって見みつかるわけないよ。

　山やまの中なかに大おおきな岩いわがあったって、だれも不ふ思し議ぎに思おもわないもん。

　ザクッ　ザクッ

　地じ面めんをふむくつ音おとが、聞きこえてくる。

　だ、だれ!?

　わたしは、木き々ぎの間あいだから目めをこらす。

　……あれって。

「ほう……こんな仕し掛かけになっていたのか。よくできてるじゃねーか」

　花か梨りんさんを、おそった男おとこたち！

　あの４人にんの顔かおに、センスの悪わるい柄がらのシャツは、よくおぼえてる。

　まちがいないっ！

　だけど、なんでこんなところに、いるわけ！

　つけてきた？

　でも、こいつらの気け配はいなんて、感かんじなかったし……。

『もっと、荒あらっぽい方ほう法ほうのようだな。やつらを見みてみろ。顔かおになぐられたような、ケガをしてる』

　ほんとだ！

　ここに来くる前まえに、どこかで戦たたかってきたってこと？

　いったい、だれと……あっ。

　神輿みこしをかついできた人ひとたち！

『そうだ。神輿みこしの場ば所しょを突つき止とめて、神輿みこしをかついできた、神じん社じゃの人ひとたちを気き絶ぜつさせて、ここまできたんだろう。神輿みこしが止とまった位い置ちがわかれば、この山やま道みちは目めの前まえだ。すぐにわかるだろう』

　だけど、神輿みこしがこの山やま道みちの前まえまでくるのに、かなり移い動どうしたよ。

　しかも、人ひとがついてこないように、すごく注ちゅう意いしてたし、わたしも気きがつかなかった。

『それは……』

　ケイが言いいかけたとき、小ちいさな箱はこを持もった花か梨りんさんが、岩いわの中なかから出でてきた。

　男おとこたちの姿すがたを見みて、一いっ瞬しゅんで顔かおを青あおざめさせる。

「あ、あなたたち！　どうしてここに！」

　花か梨りんさんが、さけぶ。

　両りょう手てで、抱だきかかえるように、木き箱ばこを持もっている。

「どうやら、その箱はこの中なかに、神しん具ぐがあるらしいな」

　リーダーらしい男おとこが、花か梨りんさんに近ちかづいていく。

　ズルズルと、花か梨りんさんが後うしろに下さがる。

　その背せ中なかが、岩いわに当あたる。

「さあ、そいつをわたせ。そうすれば、痛いたい目めを見みないですむぞ」

　男おとこが手てを伸のばして、木き箱ばこに手てをかける。

「や、やめてっ！　これは大だい事じなものなの！　島しまにとっても、わたしにとっても！」

　木き箱ばこをもぎとろうとする男おとこと、花か梨りんさんの間あいだで、引ひっぱり合あいになる。

「このっ！」

　男おとこが、力ちからまかせに木き箱ばこを引ひっぱる。

　いきおいのまま、木き箱ばこが２人ふたりの手てから、はなれる。

　ガタッ

　木き箱ばこが地じ面めんに落おちて、ふたが開ひらく。

　その中なかに、きらりと光ひかるものが見みえた。

　あれは……ペンダント!?

『アスカ、行いくぞ』

「うんっ！」

　ケイの言こと葉ばにうなずくと、わたしは木きのかげから、飛とびだした。

　木き箱ばこを拾ひろおうとする、男おとこたちの前まえに、割わって入はいる。

「な、なんだ、貴き様さまは！」

　男おとこがわたしの姿すがたに、おどろいたように、後あとずさりする。

　ちらりと後うしろを見みると、花か梨りんさんも目めを見みひらいてる。

「あんたたちに、名な乗のる名な前まえなんてないわっ！」

　わたしは、声こわ色いろを変かえて、男おとこたちにどなる。

「なんだと！　かまわねえ、木き箱ばこをひろえ」

　リーダーの男おとこが、ほかの男おとこたちに指し示じする。

　男おとこたちが、木き箱ばこに向むかおうとする。

　ドンッ

　わたしは一いっ歩ぽ前まえに踏ふみ出だして、木き箱ばこを男おとこたちの視し線せんからさえぎる。

「これは、わたさない」

「てめえ……！」

　リーダーの男おとこが、こめかみをピクピクさせて、怒おこってる。

　だけどね！

　わたしだって、怒おこってるんだからね。

　神しん具ぐをねらったり、花か梨りんさんをおそったり。

「だまらせろっ！」

　リーダーの男おとこがどなる。

　残のこりの男おとこたち３人にんが、わたしに向むかってくる。

　わたしは、腰こしをおとして、身みがまえる。

「なにものか知しらねえが、おとなしくしてて、もらおうか」

　肩かたをつかまえようと、男おとこの１人ひとりが腕うでをのばしてくる。

　あきらかに、わたしをとるに足たらない相あい手てだと思おもって、油ゆ断だんしてる。

　それなら！

　伸のばしてきた、男おとこの腕うでをつかむと、そのままわたしは背せ負おいこむように、反はん転てんする。

　ドスンッ！

　相あい手ての力ちからを使つかった、一いっ本ぽん背ぜ負おいが、きれいに決きまる。

「ぎゃあっ！」

　地じ面めんの上うえに男おとこが転ころがって、悲ひ鳴めいをあげる。

「なんだ、こいつ！　ただ者ものじゃないぞ！」

　残のこりの男おとこたちが、警けい戒かいして後うしろに下さがる。

「もしかして、こいつ……。あいつが言いってたやつなんじゃ……」

　男おとこの１人ひとりが、リーダーの男おとこに、なにかを言いってる。

　こいつとか、あいつとか、なに言いってるのか、ぜんぜんわかんないけど。

「ちっ！　たしかに言いってやがったな。……ってことは、こいつはあの怪かい盗とうレッドか」

　えっ！

　なんで、わたしのこと知しってるわけ!?

　しかも、来くることを予よ測そくしてた？

「その反はん応のうは、どうやら本ほん物ものの、怪かい盗とうレッドらしいな。だが、そんなことは、おれたちには関かん係けいねえ。やることはいっしょだ」

　リーダーの男おとこの言こと葉ばに、まわりの男おとこたちもうなずく。

　なんで、レッドのことを知しってるのか、ききたいところだけど、そんなことを言いってる場ば合あいじゃないか。

　わたしだけならともかく、花か梨りんさんもいるしね。

　後うしろにいる花か梨りんさんは、おどろいたまま、立たちつくしてる。

　まだ、どういうことだか、理り解かいしてないかも。

　それならそれで、都つ合ごうがいいけどね。

　よし！

　今こん度どは、こっちからしかける。

　わたしは、体たい勢せいを低ひくくして、地ちをはうように、男おとこたちにまっすぐに向むかう。

「そんな動うごきで、ごまかされるか！」

　男おとこたちは、三さん方ほう向こうに飛とびのいて、わたしを囲かこむように迎むかえうつ。

　でも、そんなのはわかってる！

　わたしは左ひだり足あしを踏ふみこむと、方ほう向こうを変かえて、右みぎ側がわの男おとこに向むかう。

「このっ！」

　男おとこがあわてたように、拳こぶしをふりまわしてくる。

　めちゃくちゃなパンチだけど、よけるとなると、面めん倒どう。

　それなら、これでどう？

　わたしは、男おとこの右みぎ前まえに立たっていた、木きに手てをかける。

　木きにつかまったまま、ぐるりと木きのまわりを一いっ周しゅうする。

「な、なに!?」

　一いっ瞬しゅんで、真ま後うしろにあらわれたわたしに、男おとこは反はん応のうができてない。

　いきおいのまま、わたしは、男おとこの足あしをはらう。

「うぐっ！」

　背せ中なかを、地じ面めんに打うって倒たおれた男おとこは、うめき声ごえを上あげる。

　あれなら、すぐには動うごけない。

　わたしは、立たち止どまらずに、反はん対たい側がわの男おとこに向むかう。

「ちょこまかと、動うごきやがって！」

　男おとこは、サッカーボールをけるように、わたしに向むかって、けってくる。

　チッ

　そのけりが、ほおをかすめる、ギリギリでよけると、わたしは間ま合あいに入はいる。

　間まをおかずに、おなかにパンチを一いっ発ぱつ。

「ぐほっ……」

　おなかをかかえるように、男おとこがうずくまる。

　これで、あと１人ひとり！

「な、なんなんだ、てめえは。たった１人ひとりで、おれたちを……」

　リーダーの男おとこは、ズルズルと、後うしろに下さがっていく。

「さっき、自じ分ぶんで言いってたじゃない。わたしは……怪かい盗とうレッドよ！」
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　同どう時じに、催さい眠みんガス入いりの玉たまをはじく。

　パンッ

　リーダーの男おとこのひたいではじけると、ばったりと倒たおれる。

　さて！

　これで、終おわりっと。

　……いきたいところだけど、もう一ひと仕し事ごとしなくっちゃね。







　　　　13　あらたなる敵てき




　わたしは、花か梨りんさんをふり返かえる。

「あ、あなたは……」

　目めをぱちくりさせながら、花か梨りんさんが口くちを開ひらく。

「さっき、男おとこたちが言いっていた通とおりよ」

「怪かい盗とうレッド……」

「そう」

　わたしは、うなずく。

「だけど、どうしてここに……まさか！」

　花か梨りんさんは、木き箱ばこを見みて、一いっ瞬しゅんで顔かおを青あおざめさせる。

　あっ。

　今いま、花か梨りんさん、勘かん違ちがいしたでしょ。

「神しん具ぐじゃないわよ。怪かい盗とうレッドは、盗ぬすまれたものしか、盗ぬすまない。神しん具ぐは、この島しまのものであり、巫み女こである、あなたのものでしょう」

　わたしの言こと葉ばに、とまどった表ひょう情じょうで、花か梨りんさんがうなずく。

「だから、これはあなたに、返かえさないとね」

　わたしは、木き箱ばこをひろいあげる。

　開ひらいていた、ふたを閉しめて、花か梨りんさんに差さしだす。

「あ、ありがとう……」

　花か梨りんさんが、おそるおそる、木き箱ばこを受うけとる。

　どうやら、わたしの指ゆびの動うごきには、気きづかれなかったみたい。

　もちろん、今いまの木き箱ばこをひろいあげるときに、ペンダントは盗ぬすんでおいた。

　一いっ瞬しゅんだけ、ふたで花か梨りんさんに、死し角かくをつくってね。

　これで、試し験けん終しゅう了りょう。

　無ぶ事じに２代だい目め怪かい盗とうレッドとして、美み華か子こさんにも認みとめてもらえる……わけだけど。

　それだけじゃ、やっぱり足たりない。

　わたしは、木き箱ばこを大だい事じそうにかかえる、花か梨りんさんを見みる。

「足あしはだいじょうぶそうね、巫み女こさん」

　わたしの言こと葉ばに、花か梨りんさんがハッとしたように、自じ分ぶんの足あしを見みた。

　あわてて、かばうような、仕し草ぐさをしてる。

　だけど、もうおそい。

　ずっと見みてたもん。

　この山やま道みちを、のぼってくるとき。

　神輿みこしが見みえなくなってから、花か梨りんさんは、ずっとふつうに歩あるいてた。

　わたしは、ぜんぜん気きがついてなかったんだけどね。

　ケイに教おしえてもらったんだ。

　花か梨りんさんの足あしのケガは、本ほん当とうはたいしたことないって。

　ケイは、花か梨りんさんの歩あるき方かたや、足あしのかばい方かたで、すぐに気きづいてたみたい。

　それなら、もっと早はやく教おしえてくれれば、わたしが代だい理りになる練れん習しゅうなんて、必ひつ要ようなかったんじゃって、気きもしたんだけどね。

「これが一いち番ばんいい方ほう法ほうだ」

　って、ケイが言いうんだもん。

　あとは、アスカ次し第だいだ、ともね。

　まったく。

　人ひと使づかいが、荒あらすぎだよ。

　わたしは、花か梨りんさんに一いっ歩ぽ近ちかづく。

「ケガのことは、わたししか見みてないし、気きづいていない。だから、今いまもどって、代だい理りの子こにわたしてあげれば、ばれないわ」

「…………そう」

　花か梨りんさんは、うつむいたまま、つぶやくように言いった。

　わたしは、続つづけて話はなしかける。

「でも、それって、先せん祖ぞから代だい々だい伝つたわるものなのかもしれないけど、あなたがお母かあさんから、受うけ継ついだものでもあるんでしょ。つまり、お母かあさんの形かた見みの品しなでもあるんじゃない」

　わたしの言こと葉ばに、花か梨りんさんは体からだをふるわせる。

「そんなの、勝かっ手てな考かんがえ方かたでしょ！」

　下したを向むいたまま、花か梨りんさんが叫さけぶ。

「じゃあ、代だい理りの子こにわたせばいい。ケガをしたふりをして、神しん具ぐをわたしてしまえば、それであなたは舞まいをおどる必ひつ要ようはなくなる。でも、あなたはここで、立たち止どまってる。……どうして？」

「それは……」

　花か梨りんさんは、くちびるをかみしめて、言こと葉ばを詰つまらせる。

「わたしには、あなたの舞まいの１つ１つの動うごきが、お母かあさんとの、思おもい出でなんじゃないかと、思おもえるんだけど？」

「お母かあさんとの思おもい出で……？」

　今いま気きづいた、というように、花か梨りんさんが顔かおを上あげた。

「わたしも、お母かあさんがいないから。少すこしは、あなたの気き持もちがわかるの」

「あなたも……」

　おどろいた顔かおで、花か梨りんさんがわたしを見みる。

「思おもい出では１つでも、大たい切せつにとっておきたいでしょ」

　そう言いって、わたしは花か梨りんさんに、笑わらいかける。

「みんな、本ほん当とうはあなたの舞まいを見みたいのよ。お母かあさんから受うけ継ついだ、この世よでたった１つの舞まい」

「……お母かあさんから受うけ継ついだ舞まい」

　花か梨りんさんは、わたしの言こと葉ばをくり返かえす。

「そう。わたしは見みてみたいけど。あなたの舞まい」

「……どうして？」

「わたしのお母かあさんが、あなたのお母かあさんの舞まいを見みたことがあるの。だから、今こん度どはわたしが、あなたの舞まいを見みてみたいの。もういない、わたしのお母かあさんに代かわって、その感かん動どうを受うけ継つぎたい」

　わたしの言こと葉ばに、花か梨りんさんが、ハッとしたような顔かおになる。

「あなたのお母かあさんも……」

　そうつぶやくと、花か梨りんさんは、長ながいこと足あし下もとを見みつめて、だまっていた。

　それから、意いを決けっしたように、一いっ歩ぽ前まえに歩あゆみ出でた。

　そして、顔かおをあげて、わたしを見みた。

　その顔かおに、笑え顔がおが浮うかんでいる。

「わたしも、お母かあさんの舞まいと想おもいを受うけ継つぎたい！　…………ありがとう！」

　お礼れいを言いうと、花か梨りんさんは、走はしって山やま道みちを下くだっていった。

　その様よう子すを見みて、わたしはほっと息いきをつく。

　もうだいじょうぶだよね。

『……うまくいったな』

　ケイが、少すこし安あん心しんしたような、声こわ音ねで言いった。

　うまくいくもなにも、説せっ得とくしてみろって言いったの、ケイじゃん。

　本ほん当とうの巫み女この舞まいが、見みたかったらって。

　どうやって、説せっ得とくしようか、すごい悩なやんだんだからね！

『アスカの、ふだん使つかわない頭あたまを、使つかわせたんだ。感かん謝しゃしてもらいたいな』

　あのね！

　……ったくもう。

　でもいいや。

　舞まいが見みられそうだし。

『……信しん頼らいはしてた』

　……へ？

　今いま、なんか言いった？

　なんか、らしくない言こと葉ばが聞きこえたような……

　ねえ、ケイ！

『気きをゆるめるな』

　ケイが、するどい声こえで言いった。

　な、なに急きゅうに。

　もうペンダントも盗ぬすめたし、問もん題だいないじゃ…………だれ!?

　わたしは、嫌いやな視し線せんを感かんじて、あわてて、あたりを見みまわす。

「おや、さすがに気きづかれましたか」

　こんなときに、まったく似に合あわない、軽かるい口く調ちょう。

　つい最さい近きんも、こんな口く調ちょうを聞きいたことがある。

　木きのかげから、ニックとボディガードが２人ふたり、姿すがたをあらわす。

　こんな山やまの中なかだっていうのに、高こう級きゅうそうなスーツ姿すがたのままだ。

　しかも、わたしにまったく、気け配はいを気きづかせないなんて……。

「それにしても、いいお話はなしじゃないですか。これじゃあ、神しん具ぐを盗ぬすみ出だしたりしたら、私わたしたちは、悪わる者ものですね」

　冗じょう談だんか本ほん気きか、わからないような調ちょう子しで、ニックが言いう。

「あんたたち！」

「いやいや。勘かん違ちがいしないでください。たとえば、の話はなしです。それに、神しん具ぐよりいいものも見みられましたしね」

　神しん具ぐよりいいもの？

　なんのことよ。

「あなたですよ、怪かい盗とうレッド」
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　こいつ！

　わたしのことを、知しってるの!?

「それは、もちろん。ファンタジスタの作さく戦せんを失しっ敗ぱいに終おわらせ、ファルコンとも引ひき分わけた。なかなかの有ゆう名めい人じんですよ、私わたしたちの間あいだでは」

　ファンタジスタに、ファルコン！

　どうして、あんたから、その名な前まえが出でてくるわけ！

　わたしは、すぐにでも動うごけるように、かまえをとる。

「そんなに警けい戒かいしなくても、だいじょうぶですよ。われわれは引ひき上あげます。商しょう売ばい敵がたきとも、会あってしまいましたしね。正しょう直じきなところ、あまり長なが居いはしたくないんですよ」

　ニックは、にこやかな表ひょう情じょうで、肩かたをすくめる。

　ファルコンみたいな、プレッシャーは感かんじない。

　ファンタジスタみたいな、なにをしてくるかわからない雰ふん囲い気きもない。

　だけど、背せ中なかに冷ひや汗あせが流ながれる。

　なんなの、この不ぶ気き味みな感かんじは。

「それじゃあ、またお会あいしましょう。怪かい盗とうレッド」

　ニックは一いっ方ぽう的てきに告つげると、山やま道みちを下おりていく。

「ああ、そうそう」

　ニックが途と中ちゅうで、立たち止どまって、ふり返かえる。

　なによ？

「彼かれらは警けい察さつにでも、つき出だしておいてください」

　そう言いって、倒たおれて気き絶ぜつしている男おとこたちを、視し線せんで示しめす。

　つまり、この男おとこたちをあやつってたのは、やっぱりニックってわけね。

　ニックはなにも答こたえずに、歩あるき出だす。

　その姿すがたは、すぐに小ちいさくなり、見みえなくなった。

『警けい察さつにつき出だせ、というぐらいだ。つながりは、いっさい見みつからない自じ信しんがあるんだろう』

　ケイの声こえに、いらだちが感かんじられる。

　でも、なにものなの、ニックって。

　組そ織しきとかっていうのと、関かん係けいあるとは聞きいたけど、なんでそこに、ファンタジスタに、ファルコンの名な前まえまで出でてくるわけ！

　これはもう、美み華か子こさんに、くわしく聞きかなきゃ！







　　　　14　怪かい盗とうレッドの意い志し




　シャリン

　神じん社じゃの境けい内だいに、ひときわすんだ、鈴すずの音ねが響ひびく。

　木きでできた、10メートル四し方ほうの舞ぶ台たい。

　そこから２、３メートルはなれて、数すう百ひゃく人にんというお客きゃくさんたちが、ぎっしりと空くう間かんをうめている。

　今いまの鈴すずの音ねで、ざわめいていたお客きゃくさんは、とたんに静しずかになった。

　みんなが、舞ぶ台たいの上うえに注ちゅう目もくしてる。

　タンッ

　舞ぶ台たいの板いたを踏ふみこむ音おととともに、巫み女こが姿すがたをあらわす。

　もちろん、巫み女こはわたしじゃない。

　花か梨りんさんだ。

　白しろい巫み女こ装しょう束ぞくに身みをつつみ、お化け粧しょうもしてる。

　お客きゃくさんの間あいだで、歓かん声せいが起おきる。

　だけど、それも一いっ瞬しゅん。

　花か梨りんさんの舞まいが始はじまると、とたんに、静しずまりかえる。

　流ながれるような動うごきで、右みぎ手てを上あげる。

　その手てに、古ふる枝えがにぎられていて、いくつもの鈴すずがついてる。

　──あれが神しん具ぐ。

　シャリン

　花か梨りんさんが、神しん具ぐをふると、耳みみから頭あたまの中なかにとけこむような、透とう明めいな音おとが聞きこえる。

　その音おとに、見みている人ひとはみんな、聞ききほれてる。

　花か梨りんさんが、右みぎ足あしを軸じくにして、その場ばで回かい転てんする。

　はげしい動うごきなのに、どうしてか、はげしく見みえない。

　ムダな動うごきがなくて、おもわず、目めをうばわれる。

　それに、どんなに動うごいても、神しん具ぐをふらない限かぎり鈴すずの音ねがしないのも、すごい。

　これが、お母かあさんたちが見みた、見み神かみ祭さいの神しん事じの舞まい。

　花か梨りんさんじゃなきゃ、こんなにすごい舞まいを、おどれるわけない。

　10分ぷんほどの舞まいを終おえると、境けい内だいのどこからともなく、拍はく手しゅが起おきる。

　それは、だんだんと大おおきくなって、神じん社じゃがふるえるぐらいの、大おおきな歓かん声せいに変かわる。

　わたしも、力ちからいっぱい拍はく手しゅする。

「さすが、巫み女この舞まいはちがうわね。先せん代だいの巫み女こに、勝まさるとも劣おとらない、みごとな舞まいだったわ」

　となりで見みていた、美み華か子こさんが、満まん面めんの笑えみで言いった。

　うんっ！

　ほんとに、すごかった！

　わたしじゃ、あんなの絶ぜっ対たいできなかったもん。

　花か梨りんさんを、うまく説せっ得とくできて、ほんとよかったよ。

　逆ぎゃくどなりのケイを見みると、あいかわらずの無む表ひょう情じょうだったけど、じーっと舞ぶ台たいの上うえを見みつめてる。

　……なにを考かんがえてるのかな？

　ちょっと気きになったけど、それを聞きく前まえに、ポンッと背せ中なかを美み華か子こさんにたたかれた。

「さあ、行いこっか」

　美み華か子こさんの言こと葉ばに、わたしは腕うで時ど計けいを見みる。

　フェリーの時じ間かんにはまだあるけど、もう目もく的てきは果はたしたもんね。

　見みたかったものも、見みられたし。

　それに、美み華か子こさんには、色いろ々いろ聞きかなきゃいけないしね。

　帰かえり仕じ度たくとかでバタバタして、時じ間かんがなくって。

　これから、じっくり聞きかなくちゃ。







　フェリーのデッキから、わたしは島しまを見みわたす。

　まだ、フェリーは島しまの港みなとにとまってるところ。

　出しゅっ港こうまでは、あと10分ぷんぐらいかな。

　花か梨りんさんには、あいさつする間まもなかったのが、ちょっと心こころ残のこりだけど、巫み女こさんとして、忙いそがしそうだしね。

　しかたがないか…………ん？

　港みなとに続つづく一いっ本ぽん道みちに、白しろい影かげが見みえる。

　なんだか、まるで巫み女こ装しょう束ぞくのように見みえるんだけど……。

「アースーカーちゃ～ん！」

　走はしりながら、叫さけんでる。

　って、この声こえは花か梨りんさん!?

　なんで、こんなところにいるわけ！

　フェリーのすぐ下したまでやってきた花か梨りんさんは、ひざに手てをついて、肩かたで息いきをしてる。

　きれいな巫み女こ装しょう束ぞくが、よれよれになってる。

　しかも、まわりの人ひとから、すごい注ちゅう目もく集あつめてるし。

　わたしは、あわてて、フェリーを降おりて、花か梨りんさんのところに行いく。

　花か梨りんさんは、ぜえぜえと、息いきを切きらしてる。

　神じん社じゃから、ずっと走はしってきたんだろうか。

「……アスカちゃん、もう帰かえっちゃうの？」

　息いきを整ととのえた花か梨りんさんが、顔かおを上あげる。

　……えっ？

「もしかして、そのために、わざわざ来きてくれたんですか？」

「旅りょ館かんの人ひとに、今日きょうの夜よるの便びんで帰かえるって聞きいて、抜ぬけだしてきたの」

　そう言いって、花か梨りんさんはにっこりと笑わらう。

　抜ぬけだしてきたって……いいのかな、それって。

「せっかく徹てつ夜やで覚おぼえてくれたのに、わたしが舞まうことになって、ごめんね！」

　花か梨りんさんが、真しん剣けんな顔かおで頭あたまを下さげる。

　いやいやいや！

　そんなこと！

「みんなも、わたしも、花か梨りんさんの舞まいを見みにきたんだから、いいんです！」

　わたしは、ぶるぶると、首くびを横よこにふる。

「でも、あのケガは……」

　花か梨りんさんが言いって、くちびるをかむ。

　ス、ストップ！

　それは言いっちゃ、ダメだって！

　みんな聞きいてるし。

　ケガは、よくなったってことに、なってるんだから。

　あたふたと、身みぶり手てぶりしているわたしを、花か梨りんさんが、不ふ思し議ぎそうな顔かおで見みてる。

「とにかく、よかったんですっ！」

　わたしは、それ以い上じょう、花か梨りんさんが言いわないように、力ちからをこめて言いった。

　花か梨りんさんは、まだなにか言いいたそうだったけど、結けっ局きょくなにも言いわなかった。

「ほら！　主しゅ役やくがいなくて、みんな困こまってますよ」

　わたしは、笑え顔がおで神じん社じゃのほうを指ゆびさす。

　白しろい服ふくを着きた、神じん社じゃの男おとこの人ひとたちが、あわてた様よう子すで走はしってくる。

　それをちらりと見みた、花か梨りんさんは、もう一いち度ど、わたしに向むきなおる。

「また、見みにきてくれる？」

「もちろん！　８年ねん後ごの見み神かみ祭さいにも絶ぜっ対たい来きます」

「そのときは、ゆっくり話はなそうね！」

「楽たのしみにしてます！」

「それじゃあ……」

　わたしと花か梨りんさんは、それぞれに向むかって、歩あるきだしながら言いった。

「「またね！」」







　ポォ─────

　汽き笛てきの音おとが鳴なって、フェリーが港みなとをはなれる。

　デッキからは、花か梨りんさんの姿すがたは、もう見みえない。

「もう一いっ泊ぱく、ゆっくりできなくて、悪わるかったわ」

　声こえにふり返かえると、美み華か子こさんが立たっていた。

「いいですよ。とつぜんの予よ約やくだったから、今日きょうまでしかとれなかったんですし」

「まあね……」

「それに仕し事ごとはぶじに終おえたわけだし、舞まいも見みられたし、大だい満まん足ぞくです！」

「なら、いいんだけどね」

　美み華か子こさんは、小ちいさく笑わらって、海うみに視し線せんを向むける。

「テストも合ごう格かくしたものね」

　そうっ！

　無ぶ事じに合ごう格かくできたもんね。

　これで、一いち人にん前まえとしても、あつかってもらえそうだし。

　ずーっと半はん人にん前まえあつかいだったから、すっごくうれしいっ！

「……喜よろこんでる場ば合あいじゃないだろう」

　声こえにふり返かえると、ケイが立たっていた。

　船ふな酔よいのせいで、青あおい顔かおはあいかわらずだけど、なんか様よう子すが変へん。

「美み華か子こさん」

　ケイが、改あらたまったように美み華か子こさんの背せ中なかに向むかって言いった。

「あの男おとこ……ニックは、ファンタジスタやファルコンのことを知しっていた。組そ織しきとは、なんですか？　……今いまなら教おしえてもらえますね、すべて」

　静しずかだけど、決けつ意いのこもった声こえ。

　そうだ、そのことをきくつもり、だったんだ。

　ケイは、強つよいまなざしで、美み華か子こさんを見みつめている。

　ふり向むいた美み華か子こさんは、その目めを見みて、小ちいさく息いきをついた。

「……本ほん当とうに、知しりたいのね。知しってしまったら、引ひき返かえせないわよ」

　そう言いいながら、わたしのほうに目めをやる。

　引ひき返かえせない。

　前まえも美み華か子こさんは、同おなじようなことを、言いってた。

　だけど、ここまで知しって、きかないわけにはいかない。

「教おしえてください！」

　わたしと、美み華か子こさんの目めが合あう。

　そらさずにいると、ふと、美み華か子こさんが先さきに視し線せんをそらした。

「……わかったわ」

　美み華か子こさんはそう言いって、まわりを見みる。

　デッキには、ほかに人ひとはいない。

　そもそも、見み神かみ祭さいはまだ途と中ちゅうだから、乗じょう客きゃくが少すくないんだよね。

　これなら、人ひとに聞きかれる心しん配ぱいはいらなそう。

「……じつは、兄にいさんたちから、あなたたちにこのことを話はなすかどうかは、まかされていたの。このテストは、あなたたちが、怪かい盗とうレッドの意い志しを継つげるかどうか、それを見みるための、テストだったのよ」

　それじゃあ、２代だい目め怪かい盗とうレッドとして、認みとめないっていうのは……。

「ウソではないわ。けれど、あなたたちの、覚かく悟ごと実じつ力りょくを見みたかったというのが、本ほん当とうのところね。私わたしから見みて、２人ふたりがもう一いち人にん前まえだと思おもったなら、打うちあけてもいいと考かんがえてた。だけど……このことを話はなすということは、引ひき返かえせない場ば所しょに立たつということ。それでも、聞ききたいのね？」

　美み華か子こさんのするどい視し線せんが、わたしたち２人ふたりを見みすえた。

　わたしは表ひょう情じょうを引ひきしめて、うなずいた。

「ニック、それにあなたたちが戦たたかった、ファンタジスタとファルコン。彼かれらは同おなじ組そ織しきに所しょ属ぞくしている人にん間げんよ」

　同おなじ組そ織しき!?

　それって、どういう意い味みですか？

　あの３人にんが、知しり合あいってこと？

「世せ界かい的てきな犯はん罪ざい組そ織しきよ。世よの中なかの犯はん罪ざいの多おおくをたどっていけば、やつらの関かん係けいにいきつく。そんな組そ織しき」

　美み華か子こさんの言こと葉ばに、わたしは緊きん張ちょうして、つばを飲のみこむ。

「名な前まえは──タキオン」
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　たきおん？

「……超ちょう光こう速そくで動うごくと仮か定ていされている粒りゅう子しの名な前まえですね。……元もとはギリシャ語ごで、速はやいという意い味みの」

　ケイが、青あおざめた顔かおのまま、言いった。

「そうよ。『われわれの速はやさに、誰だれもが気きがつかないし、追おいつけない』。そういう意い味みらしいわ」

　つまり、絶ぜっ対たいにばれないし、つかまらないって、言いいたいわけ!?

　ふざけた名な前まえを、つけてくれるじゃない！

「そう。ふざけた名な前まえよ。そして、そのタキオンを追おっていたのが……私わたしたち初しょ代だい怪かい盗とうレッドよ」

　お父とうさんたちが!?

　そういえば、ファンタジスタとも、因いん縁ねんがあったりしたっけ。

　そう考かんがえると、つながってくる気きがする。

「私わたしは、美み緒おさんと杏きょう子こさんといっしょに、海かい外がいでやつらのことを探さぐっていたの。だけど、その途と中ちゅうで、２人ふたりは事じ故こにあったのよ」

　そうなんだ……。

　お父とうさん、わたしには、ずっと海かい外がい旅りょ行こう中ちゅうに事じ故こにあったって、言いってた。

　だけど、本ほん当とうはタキオンのことを、調しらべに行いってたんだ……。

　美み華か子こさんが、わたしとケイのほうを向むく。

「兄にいさんたちはもちろん、私わたしや、美み緒おさんや杏きょう子こさんも、タキオンが許ゆるせなかった。犯はん罪ざいをおかしながら、つかまらないやつらが。怪かい盗とうレッドを本ほん当とうに継つぐというのなら、その意い志しも継ついでほしいの」

　美み華か子こさんの目めが、まっすぐにわたしとケイに、そそがれる。

「引ひき継つぎます」

　ケイが、すぐに答こたえる。

　ゴクリ、とわたしはつばを飲のみこむ。

　引ひき継つぐってことは、そんな強きょう大だいな敵てきに立たち向むかうってこと。

　……だけど、お父とうさんたち、それにお母かあさんたちも、戦たたかっていた敵てきなんだよね。

　そして、美み華か子こさんは、今いまも１人ひとりで戦たたかってる。

　継つぎたいっ！

　怪かい盗とうレッドの名な前まえを継つぐなら、その志こころざしも、想おもいも、全ぜん部ぶ、わたしたちが背せ負おいたい！

　ううん！

　背せ負おってこその、２代だい目め怪かい盗とうレッドなんだ。

　それに……ケイとなら、きっとだいじょうぶ！

　どんな敵てきがきたって、どうにかなる。してみせるっ！

　それを見みて、美み華か子こさんが、ほっとしたように、息いきをはいた。

　ん？

　どうかしたんですか？

「大おおきな役やく目めをはたして、ほっとしたのよ。これでも、話はなすかどうかは、ずっと迷まよっていたんだから」

　そうなんだ……。

　たしかに、美み華か子こさん、話はなしたくないそぶりは、何なん度どか見みせてたっけ。

「そうそう、アスカ。ペンダントはどうした？」

　美み華か子こさんが、思おもい出だしたように、きいてくる。

　もちろん、大たい切せつに持もってるよ。

　お母かあさんたちの大だい事じなペンダントだもん。

　じつは、木き箱ばこには２つ、ペンダントが入はいってたんだ。

　たぶん、お母かあさんと、ケイのお母かあさんの杏きょう子こさんの分ぶんだと思おもう。

　だから、銀ぎん色いろの鎖くさりのはわたし、金きん色いろの鎖くさりのはケイにわたしてあるんだよね。

「ロケットは開あけてみた？」

　ロケット？　なにそれ？

「まだ見みてないみたいね。あのペンダントは、ロケットペンダント。開ひらいて見みてごらんなさい」

　なになに？

　なんかあるの。

　わたしは、首くびにかけていた、ペンダントを手てに持もつ。

　銀ぎん色いろの鎖くさりに、シルバーの丸まるいチャームがついてる、ペンダントなんだけど……。

「ロケットペンダントっていうのはね、ここに写しゃ真しんが入いれられるの。そこをロケットっていうのよ」

　美み華か子こさんが、シルバーのチャーム部ぶ分ぶんを、指ゆびさす。

　写しゃ真しん？

　ってことは、もしかして！

　わたしは、ロケットを手てで探さぐってみる。

　あっ、開ひらく！

　ロケットが、ぱっくりと開ひらく。

　うわぁ……。

　ロケットの中なかには、小ちいさな写しゃ真しんが入はいっていた。

　写うつっているのは、若わかいお父とうさんとお母かあさん。
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　中なかに何なん枚まいも写しゃ真しんが入はいるようになっていて、開ひらくと今こん度どは、おじさんにケイのお母かあさんの写しゃ真しんがある。

　見みてるだけで、なつかしさがこみあげてくる。

　涙なみだがたまる前まえに、もう１枚まい開ひらく。

　え、これって……美み華か子こさん!?

　しかも、学がく生せい服ふく姿すがた！

　おもわず、美み華か子こさんを見みる。

「……家か族ぞく全ぜん員いんの写しゃ真しんを入いれたいって、言いわれたの。いいって言いったのに、美み緒おさんも杏きょう子こさんも、わたしの写しゃ真しんまで入いれるんだもの」

　美み華か子こさんは、困こまったような笑え顔がおで、肩かたをすくめる。

「でも、このロケット、まだ空あきがあるけど……」

　ロケットの中なかには、もう１枚まい分ぶん、スペースがある。

　そこには、写しゃ真しんは入はいってない。

「ああ！　それはね、あなたたちよ」

　そう言いって、美み華か子こさんは、わたしとケイを指ゆびさす。

　……へ？

　わたしたち？

「そこに、２人ふたりの写しゃ真しんを入いれるんだって……。その写しゃ真しんをお祭まつりでとるんだって、言いってたわ。でも、写しゃ真しんを入いれる前まえに、盗ぬすまれちゃったわけだけど」

　わたしたちの写しゃ真しん……。

　ケイが、島しまに来きたのを、なんとなく覚おぼえてるって、言いってたっけ。

　そのときの写しゃ真しんが、入はいるはずだったんだ……。

　それなら！

　わたしは、ケイを見みる。

「帰かえったら、まずいっしょに写しゃ真しん撮とるからね！」

　わたしとケイって、２人ふたりで写しゃ真しん撮とったこと、ないんだよね。

「……どうせ、いやだといっても、撮とるんだろ」

　ケイが、ため息いきまじりに言いう。

「その通とおり！　ケイのペンダントにも、ちゃんと入いれてよね」

「……考かんがえておく」

　そこは入いれるって、素す直なおに言いうところでしょ！

　ったくもう！

　ま、それでもなんとなく、ケイは写しゃ真しんを入いれてくれる気きは、するんだけどね。

　わたしはそう思おもいながら、ペンダントの中なかのお母かあさんたちを、いつまでもながめていた。







　　　　おまけ☆小しょう説せつ

　　　　紅こう月づきケイの放ほう課か後ご







「……どうしよう、ウワサは本ほん当とうだったんだ」

　わたしはつぶやいて、ゴクッとつばを飲のむ。

　街がい路ろ樹じゅのかげにかくれながら、道どう路ろの先さきをうかがう。

　わたしの視し線せんの先さきにいるのは、紅こう月づき圭けいくん。

　わたし──氷ひ室むろ実み咲さきの、小しょう学がっ校こうからの親しん友ゆう・アスカの、いとこで同どう級きゅう生せいでもあるケイくん。

　その彼かれが、とても大人おとなっぽい女おんなの子こと、ならんで歩あるいている。

　わたしはそのあとを、そっとついていってる。

　どうして、こんなことをしているかといえば……







　それは全ぜん校こうクラス委い員いんの、合ごう同どうミーティングのあとのこと。

　Ａ組ぐみとＤ組ぐみのクラス委い員いん長ちょうをしている子こたちから、声こえをかけられたことから、始はじまったんだ。

「ねえねえ、氷ひ室むろさんのクラスに、紅こう月づき圭けいくんっているでしょ？」

　Ａ組ぐみの委い員いん長ちょうの、宮みや原はらさんがきいてくる。

「あ、知しってる！　アスカちゃんのいとこなんだっけ。すごく頭あたまがいいんだよね」

　Ｄ組ぐみの委い員いん長ちょうの中なか河がわさんも、すぐに乗のってくる。

「２人ふたりとも、ケイくんのこと、知しってるの？」

　意い外がいに思おもって、逆ぎゃくにききかえす。

　アスカは、いろいろとやってるから、学がっ校こうでは有ゆう名めい人じんだろうけど、ケイくんまで、知しられてるなんて、思おもわなかった。

「知しってるよー。うちのクラスでも、けっこう気きになってる子こ、いるんだから」

「うちのクラスも、そうだよ。なんていうか、ほかの男だん子しにはない、落おちつきがあるじゃない。クールっていうかさ。そこがかっこいいって」

　中なか河がわさんも、大おおきく首くびをたてにふってる。

　そっか。ケイくんって、けっこうもてるんだ……。

「どうかした？　だまっちゃって」

　宮みや原はらさんが、けげんそうに見みてる。

　わたしは、あわてて手てをふった。

「なんでもないよ！　それで、ケイくんがどうしたの？」

　わたしがきくと、宮みや原はらさんが声こえをひそめる。

「それがさ……見みたらしいんだよね」

「なにを？」

　ききかえすわたしの声こえも、自し然ぜんと小ちいさくなる。

「その紅こう月づきくんが、女じょ子し高こう生せいと街まちを歩あるいてるところ」

「えっ、うそ!?」

　おもわず声こえをあげてしまってから、わたしは口くちを両りょう手てでおさえる。

　でも、あのケイくんが、女じょ子し高こう生せいと歩あるいてるなんて……。

「見み間ま違ちがいじゃないの？」

　中なか河がわさんが、うたがわしげに、宮みや原はらさんを見みる。

「本ほん当とうだって！　しかも、その女じょ子し高こう生せいって、すっごい美び人じんだったらしいよ。白はく人じんっぽい顔かおだちで、髪かみの毛けもきれいな栗くり色いろで、モデルみたいな、すらっとした体たい型けいだったって！」

　たしかに、ケイくんなら、年とし上うえといっしょにいても違い和わ感かんはないけど……。

「そのことって、ほかの子こには？」

　わたしは、宮みや原はらさんにきく。

「言いうわけないよ。見みたっていう子こにも、口くち止どめしてあるし。変へんなウワサになったら、紅こう月づきくんに悪わるいし、妙みょうに納なっ得とくしちゃったんだよね」

「納なっ得とく？」

「紅こう月づきくんって大人おとなっぽいから、やっぱり、付つき合あうのも、年とし上うえとなんだなぁって」

　宮みや原はらさんのその言こと葉ばに、わたしもうなずきそうになる。

　……でも、ケイくんって、女おんなの子ことお付つき合あいとか、するかなぁ。

　アスカなら、むりやりひっぱって連つれていっちゃうことは、ありそうだけど。

　……そういえば、アスカは、このこと知しってるのかな？

　う～ん。もしも知しってたら、絶ぜっ対たい、もめそうな気きがする。

「それじゃあ。わたしたちは、ここで」

　いつの間まにか、教きょう室しつの前まえまできてた。

　放ほう課か後ごだけど、２人ふたりはそれぞれ部ぶ活かつにも入はいってる。

　この時じ間かんなら、まだ30分ぷんは活かつ動どうできるから、顔かおを出だしていくらしい。

「うん、バイバイ」

　わたしは、２人ふたりに手てをふってから、別わかれた。







　カバンを持もって、教きょう室しつを出でる。

　校こう門もんをぬけて、まっすぐに家いえに向むかう。

　まだ４時じ過すぎだし、外そとは明あかるい。

　日ひざしが出でてて、ちょっと暑あついぐらい。

　わたしの家いえは、駅えきの反はん対たい側がわにある。

「……あれ？」

　駅えきを通とおりぬける途と中ちゅう、わたしは足あしを止とめた。

　少すこし先さきを、ケイくんが歩あるいている。しかも……

「あれって、さっき宮みや原はらさんが言いってた女じょ子し高こう生せい……？」

　となりに、背せの高たかい、きれいな栗くり色いろの髪かみの毛けをした、制せい服ふく姿すがたの女じょ子し高こう生せいが歩あるいてる。

　通とおりのお店みせを指ゆびさして、ケイくんに笑え顔がおで話はなしてる。

　うわぁ……すごい美び人じん!?

　遠とお目めで横よこ顔がおだけど、それだけでも十じゅう分ぶんわかる。

　小こ顔がおで、整ととのった顔かおだちに、大おおきな目め。サラサラの髪かみに、すらりとしたモデル体たい型けい。……というか、モデルそのものといっても、いいぐらい。

　おもわず、見みとれちゃう。

「……本ほん当とうだったんだ」

　宮みや原はらさんが、ウソをついてるとは思おもわなかったけど、なにかの偶ぐう然ぜんかと思おもってた。

　道みちをきかれただけとか。

　でも、２回かいも同おなじ人ひとに道みちをきかれるわけないし、なにより、女じょ子し高こう生せいはケイくんに向むかって、楽たのしげに話はなしてる。

　ケイくんのほうも、この距きょ離りだと、話はなしの内ない容ようはきこえないけど、横よこを向むいたときの口くちの動うごきで、話はなしかけてるのはわかる。

　しかも、いつもみたいに一ひと言こと二ふた言ことじゃなくて、すごく長ながくしゃべってるみたい。

　わたしは、２人ふたりから目めをはなせなくて、あとをついていく。

　駅えきに近ちかいから、人ひと通どおりが多おおい。

　見みつかる心しん配ぱいはなさそうだけど、ちょっとでも目めをはなしたら、見み失うしないそうかも。

　２人ふたりは、駅えきを少すこしいったところにある、ファストフードのお店みせに、入はいっていった。

　見み失うしなっちゃう!?

　あわてて、お店みせの前まえに行いくと、ケイくんたちが、注ちゅう文もんを終おえて、お店みせの奥おくに見みえなくなるところだった。

　わたしは、お店みせの自じ動どうドアを開あけると、カウンターに向むかう。

「いらっしゃいませー」

　笑え顔がおを向むけてくる、店てん員いんのお姉ねえさんに、コーラだけ注ちゅう文もんする。

　視し線せんは、ケイくんたちが、消きえたお店みせの奥おくに向むけたまま。

　コーラを受うけとると、わたしは、そーっとお店みせの奥おくに向むかう。

　はち合あわせしちゃったら、まずいし、向むこうから見みえない位い置ちがいいんだけど……。

　お店みせを進すすむと、すぐにケイくんたちは、見みつかった。

　窓まど際ぎわの２人ふたり席せきに、向むかい合あうように、すわってる。

　ケイくんは、こっちに背せを向むけてるから、わたしは、後うしろの位い置ちの席せきにすわる。

　お店みせの中なかは、少すこし混こみはじめたところだから、わたしがめだつってことは、なさそう。

　ちらりと、顔かおを上あげて、ケイくんたちのほうを見みる。

　ちょうど、正しょう面めんから、女じょ子し高こう生せいが見みえた。

　瞳ひとみの色いろが少すこし茶ちゃ色いろい。白はく人じんかもって、宮みや原はらさんが言いってたっけ。

　さっきから、女じょ子し高こう生せいはケイくんに話はなしかけて、笑わらってる。

　手て振ぶり身み振ぶりも大おおきくて、性せい格かくも明あかるそうで、悪わるい人ひとには、ぜんぜん見みえない。

　ときどき、ケイくんの肩かたをさわったり、冗じょう談だんっぽく腕うでをたたいたりして、やけにボディタッチが多おおい。

　ケイくんは、まるで気きにしてないみたいだけど。

　そういうところは、いつものケイくんらしくて、クラスメートの男おとこの子こたちとは、ぜんぜんちがう。

　やっぱり、デートなのかな。

　……チクッ。

　２人ふたりを見みてたら、胸むねに小ちいさく痛いたみを感かんじた。

　なんだか、心こころがモヤモヤする。

　……なんでだろう？　わたしの知しらないケイくんがいるのが、イヤなのかな？

　親しん友ゆうのアスカのいとこだし、ときどきみんなで美び術じゅつ館かんに行いったり、豪ごう華か客きゃく船せんの旅たびにも、いっしょに行いったけど……だからって、すごく仲なかがいいわけじゃない。

　でも、ケイくんって、無む口くちだけど、なんか話はなしやすいんだよね。

　ほかの子こには、あんまり話はなせないような、絵かい画がのこととか、読よんだ本ほんの話はなしもできるし。

　わたしは、コーラを一ひと口くち飲のむ。

　シュワシュワとした炭たん酸さんが、口くちの中なかに広ひろがる。

　……そんなこと考かんがえてたら、なんだか、さびしくなってきちゃった。

　それにやっぱり、友とも達だちなのに、こうやって盗ぬすみ見みてるなんて、いけないことだよね……。

　どうしても気きになるなら、明日あした、ケイくんに直ちょく接せつきかなきゃ。

　わたしは、イスを引ひいて、立たちあがろうとする。

　それと同どう時じに、視し線せんの先さきのケイくんたちも、立たちあがった。

　えっ、もう帰かえるの!?

　15分ふんぐらいしか、たってないのに！

　わたしはあわてて、イスにすわりなおす。

　ケイくんたちが、お店みせを出でるには、わたしの横よこを通とおるはず。

　わたしは、顔かおをうつむかせる。

　そのわきを、ケイくんたちが、通とおっていく。

　……ほっ。

　ケイくん、気きづかなかったみたい。

　わたしは、少すこし待まってから、お店みせを出でる。

　ちょうど、ケイくんたちは、駅えきの入いり口ぐちのところに、立たっていた。

　どうやら、女じょ子し高こう生せいは電でん車しゃに乗のるみたい。

　手てをふる女じょ子し高こう生せいに、ケイくんが軽かるくうなずいてるのが、見みえる。

　２人ふたりの距きょ離りがはなれる。

　だけど、思おもい出だしたように、女じょ子し高こう生せいが立たち止どまり、ケイくんのところに、引ひき返かえしていく。

「あっ！」

　おもわず、声こえを出だしてしまう。

　女じょ子し高こう生せいが、ケイくんに近ちかづいて、そのほおに顔かおをよせたかと思おもったら……

　チュッ

　そのほおに、キスをした。

　えっ！　ちょ、ちょっと！

　ここって、人ひと通どおりの多おおい駅えき前まえだよ。

　そ、そそ、それなのに……き、キスなんて……。

　わたしが、あたふたしてる間あいだに、女じょ子し高こう生せいはごきげんな様よう子すで、駅えきの中なかに消きえていく。

　その姿すがたを、ぼうぜんと見みおくって、わたしは視し線せんを、ケイくんにもどす………あれ？

　ケイくんの姿すがたがない!?

　さっきまで、駅えき前まえの木きの近ちかくに立たってたのに！

「……氷ひ室むろさんらしくないね。あとをつけるなんて」

　ドキッ！

　後うしろから、声こえがきこえて、わたしは飛とびあがりそうになる。

　この声こえ！

　後うしろをふり返かえると、思おもったとおり、ケイくんが立たってる。

「あ、あのね！　違ちがうの……。あとをつけるつもりじゃなくて……ケイくんが、知しらない人ひとと歩あるいてるから、気きになって……」

　わたしは、おもわず言いいわけをしそうになって、そのまましょぼんと肩かたを落おとした。

　無む表ひょう情じょうのケイくんの顔かおが、怒おこっているように見みえた。

「……ごめんなさい」

　大おおきく頭あたまを下さげる。

「……気きにする必ひつ要ようはないよ」

　え？

　わたしは、顔かおを上あげる。

「このあたりなら、だれかに見みつかるかもしれない、とは考かんがえてた。見みられたのが氷ひ室むろさんで、よかったよ」

「わたしで、よかった？」

　言いってる意い味みがわからないけど、わたしなら、言いいふらしてまわったりしないって、ことかな？

　とにかく、怒おこってはいないみたい。

　心こころの中なかで、ホッと息いきをつく。

　それなら、彼女かのじょのこと、きけるかな？

　やっぱり、このまま家いえに帰かえっても、気きになって、なにも手てにつかなそうだもん。

「あ……あのケイくん？」

「なに？」

　ケイくんが、わたしを見みる。

「さっきの人ひとって、やっぱり、ケイくんの、……恋こい人びとなの？」

　言いってから、顔かおが熱あつくなる。

　ケイくんは、だまってる。

　……恋こい人びと……なのかな。

　……恋こい人びと……なんだよね。

　きいておいてなんだけど……やっぱりききたくないっ！

　その場ばを立たち去さろうと、足あしをふみ出だしかけたとき、ケイくんが言いった。

「…………なにをいってるのか、わからないんだけど？」

　ケイくんがめずらしく、けげんそうな顔かおをしてる。

　え？　うまくつたわってない？

「え～と、さっきのすごく美び人じんな高こう校こう生せいの女おんなの人ひとのこと、なんだけど……」

　とまどいつつ、説せつ明めいする。

　自じ分ぶんでも、バカていねいすぎると思おもう。

　……これで、逃にげられなくなっちゃった。

　もう、返へん事じをきくしかない。

「彼女かのじょは、お世せ話わになっている、アメリカの大だい学がくの教きょう授じゅの娘むすめだよ」

「…………へ？」

　ケイくんの答こたえに、おもわず、間まの抜ぬけた声こえが出でる。

「教きょう授じゅの奥おくさんは日にっ本ぽん人じん。だから娘むすめの彼女かのじょも、ときどき、日にっ本ぽんに遊あそびにきてる。それに彼女かのじょは、年ねん齢れいは16歳さいだけど、アメリカでは飛とび級きゅうで大だい学がく生せい。量りょう子し力りき学がくが専せん門もんで、こないだ面おも白しろい論ろん文ぶんを発はっ表ぴょうしたんだ。それについて、ここ数すう日じつ話はなしをきいてたんだ」

「………………」

　今こん度どは、言こと葉ばも出でなかった。

　つまり、ファストフードのお店で、楽たのしそうに身みぶり手てぶりで話はなしてたのは、量りょう子し力りき学がくについて？

「でも！　別わかれぎわに、キスしてたよね？」

　どうしても気きになったので、言いっちゃった。

　すると、ケイくんは、なんでもないことみたいに、肩かたをすくめて言いった。

「氷ひ室むろさんも知しってるとは思おもうけど、アメリカやヨーロッパでは、あいさつでキスをするんだよ。ただし、ほおを近ちかづけて、音おとをたてるだけの、真似まねだけど」

　あ、そうだっ！

　テレビで見みたことある。

　じゃあ、本ほん当とうにただの知しり合あいで、論ろん文ぶんについての話はなしをきいてただけ……はあぁ。

　なんだか、どっと疲つかれちゃった。

「あの氷ひ室むろさん。１つたのみがあるんだけど」

「たのみ？」

　わたしは、顔かおを上あげる。

「このことは、アスカにはだまっておいて、もらいたいんだ。アスカに知しられると、色いろ々いろときかれそうで、めんどうだから」

「それは、いいけど……」

　あっ！　さっきわたしでよかったって言いったのは、このことなんだ。

　わたしなら、あれこれとは、質しつ問もんしないから。

「助たすかる。……それじゃあ」

　ケイくんは、愛あい想そなくそう言いうと、さよならも言いわずに、スタスタと歩あるいていってしまった。

　本ほん人にんたちは否ひ定ていしそうだけど、どこまでも、マイペースなところは、似にてるんだよね、アスカとケイくんって。

　でも、アスカにはだまってるってことは、ケイくんと２人ふたりだけの秘ひ密みつができることになるんだけど……

　ま、たまにはいっか。

　わたしは、足あしどり軽かるく、家いえに向むかって歩あるきだした。
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秋木 真／作


静岡県生まれ、埼玉県育ち。AB型。友人からは二重人格とよく言われる。『ゴールライン』（岩崎書店）でデビュー。怪談やノンフィクションなどの共著もある。最近は、エアレース（飛行機レース）を観るのにはまっている。
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神奈川県下在住のイラストレーター。イラストを担当した作品に「超自宅警備少女ちのり」シリーズ（ＧＡ文庫）がある。児童書では、この「怪盗レッド」シリーズが初挑戦。すごく辛いカレーが好き。
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